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本機の特長 


投写ずるまでの手順 


i 自由度の高い設置性 

► 2 倍ズームレンズ、レンズシフトの 
搭載により、自由度の高い設置性を 
実現しました。 


I 色再現性/精細感の向上 

►ランプのブースト制御、独自方式映 
像エン八ンサーの導入により、色再 
現性、精細感び向上しました。 


I ECO 機能による省エネの実現 

►セット設置場所の明るさ、入力信号 
状態、映像三ユート状態に応じてラ 
ンプ電力を最適化することで、消費 
電力を低減します。 

(「 ECO マネージメント」内の r 省エネ設定」を 
「オン」に設定時） 


詳しくは各ページをご覧ください。 


1. 本機を設置ずる 
(缺20ぺージ) 



2. 本機と外部機器を接続する 
(缺2目ぺージ） 



3. 電源コードを接続ずる 
(缺30ぺージ） 



4. 電源を入れる 
(缺31ぺージ) 



已.初期設定をずる^ 
(11^15 ぺージ） 



6. お写する映像を選択ずる 
(献33ぺージ） 



1 . 映像の映り具合を調整する 
(献33ぺージ） 


※：本機をご購入後、初めて電源を入れてご使用にな 
る場合に行ラ手順でず。 
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■めれた手で、電源プラグの 
巧を差しはしない 


めれ手 
禁止 

感電の原因にな0まず。 


画コンセントや配線器具の 
定格を超える使し、方や、 
交流10 0 V けがでの使用 
はしな し、 

0 

禁止 

たこ足配線等で、定格を超えると、 
発熱による火災の原因になります。 





■電源,プラグのほこり等は 
定期のにとる 



電源について 


異常-故障時には直ちに使用 
を中止ずる 

■異常びあつたとをは、電源 
プラグを巧く 




• 内部に金属や水な 
どの液体、異物び 
入つにとき。 

電源プラグ • 落下などで外装ケー 
を巧く スび破損したとき。 

•煙や異臭、異音び 
発生したとさ。 

そのまま使用を続けると、火災 • 

感電の原因にな0まず。 

► 本機を電源から完全に遮断ず 
るには、電源プラグを抜く必 
要びありまず。 

►異常の際、電源プラグをすぐ 
に抜けるよラに、コンセント 
を本機の近くに取り付けるか、 
配線巧遮断装置を容易に手び 
届く位置に設置してください。 

►使用を中止し、電源プラグを 
抜いたあと、販売店にごホ目談 
<ださい。 

■雷が鳴り出した5、本機や 
電源プラグに触れない 



A 警告 


■電源コード-電源プラグを 
破損ずるよラなことはしない 


Q 


禁止 



•加工したり、傷つけたりしない。 
•引っ張ったり、ねじったり、無 
理に曲げたり、束ねたりしない。 
•熱器具に近づけたり、重いを 
のを載せた0しない。 

傷んだまま使用すると、感電- 
ショート，乂災の原因になります。 

► コードやプラグの修理は、販 
売店にご相談ください。 


■電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 


〇 


差し込みび不完全であると、感電や 
発熱による乂がの原因になります。 
傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは使用しないでください。 


■付属の電源コード L ぶ W ホ 
使用しない 

Q 付属の電源コードを使 
し、、コンセント側で 
アースを取らないと感 
電の原因になります。 


ちを上のご注意 C # ずお守りください 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 



■誤った使い方をしたときに生じるを害や 
損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 


r 死 t や重傷を負ラおそれび 
ある内容」です。 


A 注意 


「傷害を負ラことや、財産の 
損害び発生ずるおそれびある 
内容」でず。 


I お守りいただく内容を巧の図記号で 
説明していまず。 （次は図記号の例でず） 


0 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 

A 

気を付けていただく内容でず。 


る、 

ま〇 
たな 
びと。 
等良ず 
知不ま 
こ縁り 
ほ絶な 
にでに 
グ等因 
ラ気原 
プ湿の 
原 义 

、<、ソ 

電と乂 


巧 

た 

就 


電〇 

はさ 
きだ 
とく 
さいいて 
抜さない 
をだし抜 
グ V 用を 
ラて使グ 
プい間ラ 
源ふ期プ 
電で長源 


を全上のごを意 
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安全上のごを意（つづき) 


ショートによる火災-感電の原 
因になりまず。 

► 特にお子様にはごま意ください。 



■湿気やほこりのをい所、 
油煙や湯気び当たるような 
所に置かない 



火災-感電の原因になることび 
ありまず。また、油により樹脂 
び劣化し、天つり設置の場合に 
落下ずるおそれびありまず。 


■荷重に耐え5れない場所や 
不を定な場所に設置しない 



落下などによる本機の破損•変 
形や、大さな事故-けびの原因 
になりまず。 


■使用中は投写レンズをのぞ 
かない 

Q 投写レンズからは強し) 
光びでまず。中を直接 
のぞくと、目を痛める 
原因になりまず。 

► 使用中に本機から離れる場合 
は主電源を切ってください。 

► 特にお子様にはごま意くださし)。 


圓異物を入れない 


画分解したり、改造したりし 
ない 



分解禁止 


内部には電圧の高い部分びあるた 
め、火災•感電の原因になります。 


A 警告 

A 

高圧注意 

サ-ビスのなかのちはケ- 
スをあ做いで〈ださい。 

巧部に聴電圧部分が数を〈 
あ妨-さ婉とを除です。 


「本体に表示した事項」 

► 内部の点検.調整.修理は販 
売店にご依頼ください。 

■ レンズカバーを取り付けた 
まま投写しない 


Q 


禁止 


火災の原因になること 
びあ0まず。 


■エアーフィルターおよび 
ランプ ユニツ トの交換は、 
専門の技術ちまたは販売店 
に依頼する 


〇 


けびの原因にな0 
まず。 


■天井取り付け（天つり）など 
の設置工事は' 専門の技術者 
または販売店に依頼ずる 


〇 


工事の不備びあると、 
事故の原因になります。 


■当社で指定した天つり金具 
を使用する 


〇 


天つり金具に不備びあ 
ると、事故の原因にな 
りまず。 

付属のワイヤーで落下防止の 
処置を行ってください。 


J 


ご使用•設置について i 


■放熱を巧げない 



• 巧や紙などの上に置かない。 
(吸気孔に吸着ずる場合びあ 
りまず。） 

• 風通しび悪く狭い所に押し込 
まない。 

内部び高温にな0、火災の原因 
になることびありまず。 

► 吸排気を巧げないよラ、周辺 
の壁やちのから已0 cm じ(上 
離して設置してください。 

■排気孔には手やものを近づ 
けない 

Q ^ 手や顔を近づけない。 
• 指を入れない。 

• 熱に弱いちのを近 
< に置かない。 

排気孔からは熱風びでているた 
め、やけど-けび-変形の原因 
になりまず。 

■力一ぺットやスポンジマット 
などのやね5かい面の上で本 
機を使用しない 

0 内部に熱びこもり、本 
機の故障、火災ややけ 
どの原因になることび 
禁4 ありまず。 


■水などの液体をかけたり、 
め5した0しない 



•機器の上に、水などの液体の 
入った容器を置かない。 


ショートや発熱によ0、乂災- 
感電の原因にな0まず。 

► 水などの液体び内部に入ったと 
きは、販売店にご相談ください。 
► 特にお子様にはごま意ください。 



0 


をと 
い落 
ず、 

や〇 
えだ〇 
燃んい 
ゃ必な 
類しし 
鼠差り 
金をだ 
にどん 
部な込 
内のし 


ま全上のごを意 
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ま全上のごま意（つづき) 


(付属品.消耗品について j 

■ランプ ユニツ トを分解しない 


Q 


禁止 


ランプ部び破裂ずる 
と、けびの原因にな0 
ます。 


■エアーフィルターおよび 
ランプ ユニツ トの交換は、 
ランプびをえてか5 (1 時 
間 L ソ上待ってか！ 5) 行ラ 


〇 


カバー内部は高温に 
なっているため、やけ 
どの原因になりまず。 


■電池の液び漏れたとさは、 
素手で液をさね！5ない 


Q 



— 

禁止 

• 液び目に入ったら目をこずら 
ない。 

失日月のおそれや、液び身体やを服 
に付着した場合、皮膚の炎症や 
けびの原因にな0まず。 

► ずぐにされいな水で洗ったあ 
と、医師にごホ目談ください。 


A 警告 


I 電池は誤った使し巧をしない 


瓜へ 心 リ t - 

® 〇 


• 指定された電池じ(外は使用し 
ない。 

• 乾電池は充電しない。 

•加熱-分解したり、水などのあ 
体や乂の中へ入れたりしない。 

• +と一を針金などで接続しない。 

• +と一を逆に入れない。 
•ネックレスやヘアピンなど、 

金属び使巧されているをのと 
一緒に保管しない。 

•新-旧の電池や違ラ種類の電 
池を混ぜて使わない。 

• アルカ U 乾電池またはマンガ 
ン乾電池 LU 外は使用しない。 

• 被覆のはびれた電池は使わな 
し、（電ミ也にはま全のために被 
覆びかぶせてあります。これを 
はびすとショートの原因になり 
ますので、絶対にはびさないで 
<ださい。） 

液漏れ•発熱-破裂-発乂の原 
因になりまず。 


■使い切った電池は、ずぐに 
リモコンか！5取り出ず 


そのまま機器の中に放 
置ずると、電池の液漏 
れや、発熱-破裂の原 
因になりまず。 


■付属の電源コードは、本機 
じ(夕'!•の機器では使用しない 

Q 付属の電源コードを本 
機 LU 外の機器で使用ず 
ると、ショートや発熱 
禁4 により、感電•火災の 
原因になることびあり 
9 〇 


■付属のねじや平ワッシャー 
は、乳幼巧の手の届く所に 
置かない 


Q 


誤って飲み込むと、 
身体に悪影響を及ぼし 

cj^ 9 〇 

禁止 

►万一、飲み込んだと思われる 
とさは、ずぐに医師にご相談 
<ださい。 


電源について 


■長時間使用しないとさは、 
電源プラグをコンセントか 
5巧く 


を 


電源プラグにほこ0び 
たまり、火災-感電の 
原因になることびあ0 
電源 プラグ まず。 

を巧く 


〔 A 迂意 


■お手入れの際は、電源プラグ 
をコンセントか5巧く 


€ 



電源プラグ 
を巧く 

感電の原因になることびあ0ます。 


I 電源コードを取り外すとき 
は、必ず電源プラグ、電源 
コネクタを持って巧く 


〇 



コードを引っ張るとコードび破 
損し、感電•シヨート-火災の 
原因になることびありまず。 


{女全上のご注意 


8 




























安全上のごを意（つづき) 


ご使用.設置について J 

I 本機の上に重いちのを載せ 
たり、乗ったりしない 


A 注意 


■異常に温度が高くなる所に 
置かない 


■移動させる場合は、おず 
接続線を夕げ 



Q 

禁止 



〇 


圓. 


巨ち础 


禁止 

バランスびくずれて倒れたり、 
落下した0して、けびの原因に 
なることびありまず。また、本 
機の破損や変おの原因になるこ 
とびありまず。 


外装ケースや内部部品び劣化ず 
るほか、火災の原因になること 
びありまず。 

►直射日光の当たる所や、熱器 
具などの近<には、設置•保 
管をしないで < ださい。 

■フィルターの取り外しは、 
フアンが停止してか5行う 


コードの破損などにより、火災- 
感電の原因になることびあ0ます。 


〇 


けびの原因になり 
まず。 


■使用中は排気孔をのぞかない 

Q 排気孔からランプの光 
び見えまず。長時間の 
ぞさこむと、目を痛め 
る原因になりまず。 


づ属品-消耗品について J 

■長期間使用しない場合は、リ 
モコンか5電池を取り出ず 


〇 


電池の液漏れ-発熱- 
発火- 破裂などを起こ 
し、火災や周囲巧損の 
原因になることびあ0 
まず。 


■ランプが破裂したとさは、 
さわったり、顔を近づけた 
0しない 

0 散乱したガラス片で、 
けびをしたり、破裂に 
よ0発生したガスを吸 
い込んでしまったりず 
るおそれびありまず。 

► 直ちに換気を行ってください。 
►万び一吸い込んだ0、目や口 
に入った0した場合は、直ち 
に医師にご相談ください。 
►破裂により発生したガスは、堂光 
灯程度の水銀を含有しています。 
► 販売店にランプの交換と内部 
の点検をご依頼 < ださい。 


■古いランプ ユニッ トは使用 
しない 

Q » 使用時間を超えた 
ランプユニットは 
使巧しない。 

禁止 

そのまま使用を続けると、破裂 
ずる場合びありまず。 

► ランプ ユニッ トは消耗部品です。 


お手入れについて 

12年に1度は、内部の清掃 
を販売店に依頼ずる 


A 


本機の内部にほこりび 
たまったままで使用を 
続けると、乂災の原因 
になることびあります。 

特に湿気の多くなる梅雨期の 
前に行ラと効果的でず。 

内部清掃費用については販売 
店にご相談ください。 


ま全上のごを意 
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ご使用になる前に 


運搬上の留意点 


•運搬の際は、本機の底面を持つよラにし、過度の振動や衝撃を加えないよラにお取り扱いください。特にレンズ 
部を持っての運搬はしないでください。内部の部品び傷み、故障の原因にな0まず。 

• アジヤスター脚を伸ばした状態で運搬しないでください。アジヤスター脚び破損ずるおそれびありまず。 



設置に関する留意点 


■屋外に設置しないで<ださい 

本機は室内でご使用ください。 

■ 似下の場所には設置しないで < ださい 

• 車両-船舶など、振動や衝撃び加わる場所：内部の部品び傷み、故障の原因になりまず。 

•エアコンの吹さ出し口や照明器具（スタジオ用ランプなど）の近くなど、温度変化び激しい場所（『使用環境 
条件』日0ページ）：ランプの寿命などに影響を及ぼずおそれや、熱により本体び変形し、故障の原因にな 
ることびありまず。 

•高圧電線や動力源の近<:妨害を受ける場合びあ0まず。 

•高出力のレーヴー機器びある場所：レーヴー光びレンズ面に入ると DLP チップの故障の原因になりまず。 


■レンズフォーカスに関して 

高輝度プ□ジェクターのレンズは、光源からの光による熱の影響で、電源を入れた直後はフォーカスび安定 
しません。レンズフォーカスの調整は、映像を映した状態で30分じ(上待ってから行ってください。 

■海巧1400 m m 上〜2 700 m 未満でご使用の際は、「高地モード」 
を必ず「オン」に設定してください 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 

■海巧1400 m 未満でご使用の際は、 r 高地モード」を必ず「オフ」 

に設定してください 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 


■海抜2 700 mm 上の場所に設置しないでください 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 

■左ちに傾けて使用しないでください 

水平から垂直方向に]已°を超える角度に傾けた状態で使用ずると、部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、 
故障の原因になる場合びありまず。 

■垂直方向に30°を超える角度に傾けて本機を設置して使用する場合 
は、 r 冷却条件」を設定してください 

未設定のまま使用ずると、部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びありまず。 
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ご使用になる前に（つづき) 


■設置上のご注意1 

•プ□ジエクターをアジヤスター脚による床置き設置じ(外の方法で設置して使用ずる場合は、プ□ジエクターの固 
定を天つり用ねじ巧（図示）の4か所を使用して行ってください。 

(ねじ径： M 4、 セツト内部ねじ巧深さ： 7 mm ) 

• 床置きじ(外の設置ではアジヤスター脚を角度調整に使用しないでください。セツトび破損ずるおそれびありまず。 


天つり用ねじ巧 （ M 4) 
















ご使用になる前に（つづき) 



■設置上のごを意2 

• 本機を積み重ねて使用しないでください。 
•水平から垂直方向に+ ]已°を超える角度に 
傾けた状態で使用しないでください。 

• 本機の吸気孔-排気孔をふさびないでください。 
• 空調の冷風や温風び、本機の吸気孔 • 排気孔に 
直接当たらないよラに設置をしてください。 



已〇日 mm 
上 




.参 

■a 参 

日^^ 1。|00。00巧3=^ 


魄[ 

：3 ZE 

口 J 

H ■の辆 

〇| 1 〇 

ゴゴゴゴゴゴゴ^^^^ 


或 


100 mm 
政上 


曰 1^^00001产戸^ 


焼 




或 


罪 




• 本機を囲われた空間で設置しないで<ださい。 

囲われた空間で設置び必要な場合は、別途空調設備、換気設備を入れて<ださい。換気び不十分な場合、排気 
熱び滞留ずることで、本機の保護回路び働<ことびあ0まず。 


セキュリティに関するお願い 


本製品をご使巧になる場合、下記のよラな被害を受ける場合び想定されまず。 

• 本製品を経由したお客様のプライノ（シー情報の漏えい 
• 悪意の第 Z ちによる本製品の不正操作 
• 悪意の第 Z ちによる本製品の巧言や停止 

セキュ U ティ巧策を十分に行ってください。 （1^70 ページ） 

■ ノ（スワードはでさるだけ推測されにくいちのにしてください。 

■パスワードは定期的に変更してください。 

■パナソニック株式会社およびその関係会社び、お客様に巧して直接パスワードを照会ずることはございませ 
ん。直接問い合わせびありましても、パスワードを答えないでください。 

• ファイアウォールなどにより、安全性の確保されたネットワークでご使用ください。 

■パスワードを設定し、□グインでさるユーヴーを制限してください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


使用上の留意点 


■美しい映像をご覧いただくために 

• スク1」ーン面に外光や照明などの光び入らないよラ、窓のカーテンやブラインドなどを閉め、スク U —ン面 
近くの照明を消ずなどの環境を整えていただくと、より高いコントラストで美しい映像をご覧いただけまず。 
•使巧環境によっロホ排気孔からの熱せられた空気の影響で、まれに画面に「ゆらぎ」び発生ずる場合びあり 
ます。セットの前面に自機、あるいは他機の排気び回り込むような設置びないようにを意してください。 

• 高輝度プ□ジェクターのレンズは、光源からの光による熱の影響で、電源を入れた直後はフォーカスびを定 
しません。映像を映した状態で30分じ(上経過ずると、フォーカスび安定しまず。 

■投写レンズ面は素手でさね5ないで<ださい 

投写レンズ面に指紋やミちれび付着ずると、それらびあ大されてスク U —ンに映り、美しい映像をご覧いただ 
くための巧げとなりまず。また、本機を使用しないとさは、レンズカバーを取り付けておいてください。 

■ DLP チップについて 

DLP チップは、非常に精密度の高い技術で製造されていまずび、まれに画素の欠けや、常時点灯ずる画素び 
発生する場合びあ0まず。これらの現象は故障ではあ0ませんので、あらかじめご了承<ださい。 

高出力のレーヴー光びレンズ面に入ると DLP チップの故障の原因になりまずのでを意してください。 



■ランプについて 

本機の光源には、内部圧力の高い水銀ランプを使用していまず。 

高圧水銀ランプには下記の特性びありまず。 

• 使巧時間にとをない、ランプの輝度び低下しまず。 

• 衝撃や傷、使用時間による劣化などにより大きな音を出して破裂したり、寿命び尽きたりずることびありまず。 
•個体差や使巧条件によって、寿命に大きなばらつきびありまず。特に22時間じ(上の連続使用や、頻繁な電 
源の r 切」/ r 入」の繰り返しは、寿命に大さく影響しまず。 

• ごくまれに、投写開始後まをなく破裂ずることびありまず。 

• 交換時期を超えると破裂の可能性び高くなりまず。 

(『■ランプ ユニッ トの交換時期』13^77ぺージ、『■ランプ ユニッ トおよび エアーフィ ルターの交換手順』 
獻78ぺージ） 

•破裂ずると、内部のガスび噴出し、煙のよラに見えることびありまず。 

• 万一に備え、あらかじめ交換用ランプをご用意ください。 

• 22時間じ(上の連続使巧はランプの劣化を早めまず。 

•ランプユニットの交換は、専門の巧術ちまたは販売店にご依頼ください。 


を意 


この装置は、クラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずび、 

この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起こずことびありまず。 
取扱説明書に従って正しい取0扱いをして<ださい。 

VCCI-B 


ミ主意 

コンピューターや外部機器に接続ずる際、各々の機器に付属の電源コードとシールドされた市販のケーブルを 
使用してください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


付属品/別売品について 


じ(下の付属品び入っていることを確認してください。〈〉は個数でず。 




別売品 （品名） 

品番 

天つり金具 

高天井用： ET - PKD 1 10 H /お天井巧： ET - PKD 1 1 0 S 

交換用ランプユニット 

ET-LAD 曰 0 A りな） / ET-LAD 曰 OAW に灯） 

ワイヤレスモジユー J レ 

ET - WM 200 


お願い 


• 電源コードキャップおよび包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理してください。 
• 付属品を紛失してしまった場合、販売店にご相談ください。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 

■ル物部品については乳幼児の手の届かない所に適切に保管してください。 
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はじめにお読みください 


本機をご購入後、初めて電源を入れたとさ、および r 初期化」の「全ユーヴーデータ」 （ D ^ 日7ページ）を実行 
した場合、表示言語を設定ずる画面と、その他の初期設定を行ラ「初期設定」のメニュー画面び表示されまず。 
ご使用になる場合や状況に応じて設定してください。 

それ!;!外の場合でを、メニュー操作で設定を変更でさまず。 


お知5せ 


•ネ刃回使巧の際は、メニュー画面をはっさり表示させるため、本体レンズ部のズームリング、フォーカスリング 
ページ）での調整び必要になる場合びありまず。 

詳しくは『映像の映り具合を調整ずる』をご覧ください。 （03^33 ページ） 


■ 言語の設定 

オンスク U —ンに表示させる言語を還択して<だ 
さい。 

1) ▲▼ボタンで表示言語を選ぶ 



1311139お定 


2)〈 ENTER 〉 ボタンを巧し、巧の初期設定 
を行う 


■設置条件の設定 

「初期設定」内の各項目を設定してください。 

1) ▲▼ボタンで項目を選ぶ 

2) イ►ボタンで各項目の設定を切り換える 



各項目の詳細は、 L ソ下のページをご覧ください。 
•「投写方式」 （1^ 日0ページ） 

•「冷却条件」 （1^ 日0ページ） 

•「スク U - ンフォーマット」 （0^ 已3ぺージ） 
• 「スク U - ン位置」 （1^ 已3ぺージ） 

• 「高地モード」 （0^61 ページ） 

3) ( ENTER ) ボタンを押して設定を終了 
ずる 


お知らせ 


• このとニュー画面から 〈 RETURN 〉 ボタンを巧ず 
と、言語を設定ずるメニュー画面 （1 つ前の画面) 
に戻ることびでをまず。 
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各部の名称とはた！ 5 き 




■天面 


U モコン発信部 



■正面 


リ モコ ン①電池の入れ方•取り出し方 


ふたを開ける 電池を入れ、ふたを閉じる 

(©側から先に入れます） 


電池を取り出す場をは、をの 
手順で行います 







⑩ 


® 


顿 


お願い 


① リモコン操作表示ランプ 

U モコンボタンを巧すと点滅します 

@本体側面の主電源スイッチが「入」のとを、電源を r 切」/「入」します 
(3) 投写する入力信号を切り換えます （11^3 已ページ） 

U モコンの ID を設定する場をにを使用します （ B ^ l 日ページ） 

@ ニュー画面を表示します （1^38 ぺージ） 

⑥映像と音声を一時的に静止したい場合に使用します （11^3 已ページ） 

⑥サブ;><ニューの設定内容を工場出荷状態に戻します （11^38 ページ） 

③よく使ラ操作を割り当て、ショートカットボタンとして使用します （11^36 ページ) 
® 本体を複数台使用するシステム時、リモコンの ID を設定する場合に使用します 

(像1日ページ） 

@本体を複数台使用するシステム時、1つの U モコンで同時制御する場をに使用します 

(励1日ぺージ） 

® 映像を投写中に、画面表示位置を自動調整します 

自動調整中は画面に「実行中」と表示します （0^36 ページ） 

⑩六ニュー画面操作に使用します （0^38 ページ） 

猶映像と音声を一時的に消したい場をに使用します （11^3 曰ページ） 

® に C 日マネージ><ント」^ニューを表示します （ l ®=*36 ぺージ） 

涵音声出力の音量を調整します （0^37 ページ） 



使用が況に含わせて 
ストラップを取り付 
けることがでさます 


• U モコンは落とさないよラにしてください。 

• U モコンに液状のちのをかけないでください。 

• U モコンを分解-修理しないでください。 

• U モコンにストラップを取り付けた場合、ストラップを持って振り回さないでください。 


お知らせ 


• U モコンを直接本機の U モコン受信部に向けて操作ずる場合は、 U モコン受信部正面より約1已 mL ソ内で操 
作してください。また、上下に +] 已度と左ちに± 30度まで操作可能でずび、操作可能距離び短くなる場合 
びありまず。 

• U モコンと U モコン受信部の間に障害物びあると、正しく動作しない場合びありまず。 

U モコンからの信号をスク U —ンに反射させて本機を操作ずることびできまずび、スク U —ン特性による光反 
射□スにより、操作有効範囲び制限される場合びありまず。 

•本体び U モコンの信号を受信ずると〈電源モニター〉び点滅しまず。 

• U モコン受信部に堂光打などの強い光び当たると、操作でさなくなる場合びありまず。でさるだけ光源から離 
して設置してください。 
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各部の名称とはたりき（つづき) 


ロロロ ロロロ t 
ロロ 〇 cDoa 
〇 

ロロロ □ロロ 
ロロロ ロロロ 










A 警告 


■排気孔には手やちのを近づけない 


Q 


禁止 


手や顔を近づけない。 

指を入れない。 

熱に弱いちのを近< に置かない。 


排気孔からは熱風びでているため、やけど-けび 
変形の原因にな0ます。 


■前面 

①③③ 
广 W 与 


後面 



⑦ 


⑥⑥ 


I 上面 



■底面 



正面 


⑩ © 

1 U U u\ 


^EnmnnH 

■mlW 


⑩⑩ 


⑩ 


側面 

@ © 



①電源 モニター (STANDBY ( R ) / ON ( G )) 

電源の状態を表示します 

@ランプ モニター ( LAMP ) 

ランプの状態を表示します 

感温度 モニター ( TEMP ) 

内部温度の状態を表示します 

@シフトレバー 

投写位置を調整します 

© アジャスター脚 

投写角度を調整します 

© リモコン受信部（前） 

@ワイヤレス モジュールカバー 

内部にワイヤレスモジュール接続端子があり 

ます （1®" 日4ページ） 

® 排気孔 

® ランプユニット収納扉 （ D ^78 ページ） 

® リモコン受信部（後） 

⑩照度センサー 
® 吸気孔 
® 盗難防止フック 

盗難防止用にワイヤーなどを取り付けること 
がでさます 

顿フ オーカ スリング 

フオーカスを調整します 

© ズーム リング 

ズームを 調整します 

® 本体操作部 
⑩側面接続端子部 

® AC 入力端子 

付属の電源コードを接続します 

® 主電源スイッチ 

主電源を r 切」/「入」します 





め 


本体 




吕吕 D _ 

吕口旨謂 

□号 


謂 I 

吕0_ 


輯自圍麗 
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各部の名称とはたりき（つづき) 


■本体操作部 



①電源 ボタン 

本体側面の主電源スイッチが「入」のとさ、電源を「切」/ 
「入」します 

霞 VIDEO / S - VIDEO に入力を切り換えます 
感 RGB 1 に入力を切り換えます 
® RGB 2 に入力を切り換えます 
⑥ DVI - D に入力を切り換えます 
© HDMI に入力を切り換えます 
@ NETWORK に入力を切り換えます 
® メニューボタン 

メインメニューを表示したり、消したりします 

サブ ニューが表示されているとさは1つ前の画面に戻り 

ます 


■側面接続端子部 


① 


⑨》 


③④⑥ 


⑥ 


□ 






① LAN 端子 

ネットワーク接続する端テです 

霞 DVI-D 入力端子 （ PT-DX 曰 0 0) 

DVI-D 信号を入力する端子です 

(3) HDMI 入力端子 

HDMI 信号を入力する端子です 

@ VIDEO 入力端子 

ビデオ信号を入力する端子です 

® S - VIDE 0 入力端子 

S ビデオ信号を入力する端子です 

⑥ RGB 1 入力端子 

RGB 信号または丫 PbPr 信号を入力する端子です 

@ RGB 2 入力端子 

RGB 信号または YPbPr 信号を入力する端子です 


LAN は屋内の機器に接続してください。 


SW- 





⑨ 

⑨ 


-⑩ 

-® 


設定の切り換えおよびレベル 


(D ►選択ボタン 

メニュー画面の項目選おや、 

の調整をします 

また、「セキュ U ティ」のパスワード入力にを使用します 

® フアンクシヨン1ボタン 

よく使ラ操作を割り当て、ショートカットボタンとして使 
用します 

⑩エンターボタン 

メニュー画面の項目の決定や実行をします 

@ AV ミュートボタン 

映像と音声を一時的に消したい場合に使用します 

(0^3 已ぺージ） 

® 才ートセットアップボタン 

映像を投写中に、画面表示位置を自動調整します 
自動調整中は画面に「実行中」と表示します (0^36 ぺージ) 


@ 


⑨※ 


、 

![。係福。 j 

| of - 脚 a 、 o | 

1* - ' 




※：獻 ® の DVI-D 入力 
端子は機種により位 
置が異なります。 

(D DVI-D 入力端子 （ PT - DZ 已 70/ PT - DW 已 30) 

DVI-D 信号を入力する端テです 

@シリアル入力端子 

コンピューターを接続して本体を外部制御するための 
RS-232C 準拠の入力端子です 

® リモート入力端子 

が部制御回路を使用して本体を遠隔操作する端子です 

⑩ 音声出力端子 

本機に入力された音声信号を出力します 

©音芦！〜3入力端子 

音声を入力する端子です 

音声 1 入力端子は、左入力とち入力 （L と R) があります 





お願し、 


SERIAL IN 


REMOTE IN 



識 Ills 


①⑤⑤④⑥⑥⑦ 


18 
















































































リモコンの使い方 


リモコンの ID ナンパ’一を指定ずる 


本機を複数台並べて使用ずる場合、それぞれの本体に個々の ID ナンバーを設定ずることにより、 ] つの U モコ 
ンで同時制御や個別制御びでさまず。 

本体ののナンノ（一を設定したあと、同じ ID ナンノ（一を U モコンに指定してください。 

なお、本機の ID ナンパーは工場出荷時は「才ール」に設定されていまずので1台だけでご使用の場却ホ、リモ 
コンは 〈 ID - ALL 〉 ボタンをご使用ください。本機の ID び半!15ない場却ホ、リモコン ID を 〈 ID - ALL 〉 ボタン 
で設定して < ださい。 

■設定方法 

〈 ID - SET 〉 ボタンを押したあと、已秒む内に、本機側で設定されている1けたの ID ナンパーを数字(〈1〉〜〈6〉) 
ボタンで設定ずる。 

ただし、 〈 ID - ALL 〉 ボタンを巧した場合は、本機の ID ナンバー設定に関係なく制御できまず。（同時制御モード) 


お願い 


• リモコンの ID ナンバー指定は、本機びなくてを巧能なため、 〈 ID - SET 〉 ボタンは不用意に巧さないでください。 
〈 ID - SET 〉 ボタンを巧した場合は、已秒攻内に数き（〈1〉〜〈日〉）ボタンを巧さないと < ID - SET > ボタンを 
巧ず政前の ID ナンノ（一に戻りまず。 

• U モコンに入力された ID ナンバーの指定は、再度指定しない限り記憶していまず。ただし、 U モコンの電池 
び消耗したまま放置しておくと、設定した I □ナンバーは消去されまず。乾電池を交換した場合は、同じの 
ナンノ（一を再度設定してください。 



お知5せ 


•本体の ID 設定は、『「プ□ジェクターセットアップ」について』の『プ□ジェクターの』 （0^60 ページ）を 
ご覧ください。 
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設置ずる 



投写方式 


本機は、4通りの投写方式び可能でず。設置場所に応じた投写方式を選択してください。 


■天つり設置で前方に投写ずる場合 



メ ニュー 項目※ 

設定値 

投写方式 

フ□ント/天つり 

を却を件 

天つり設置 


■ 床置設置で後方か5投写ずる場合 

(透過式スク U —ン使用） 



メ ニュー 項目※ 

設定値 

投写方式 

U ァ/床置 

を却条件 

床置設置 


■天つり設置で後方か5投写ずる場合 ■ 巧置設置で前方に投写ずる場合 

(透過式スク U —ン使巧） 



メ ニュー 項目※ 

設定値 

投写方式 

U ァ/天つり 

を却を件 

天つ0設置 





メ ニュー 項目※ 

設定値 

投写方式 

フロント/床置 

を却条件 

床置設置 


※：メニュー項目の詳細については、『「プ□ジェクターセットアップ」について』の『投写方式』および『冷却条件』 
(1^60 ページ）をご覧ください。 
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設置する （つづき) 


投写関係 


本機の設置は、下図や巧写距離を参考にして設置してください。なお、スク U —ンサイズ、スク1」ーン位置に応 
じて画面サイズ、画面位置を調整ずることびでさまず。 



L (LW 〜 LT ) 《 

投写距離 （ m ) 

SH 

画面高さ （ m ) 

SW 

画面幅 （ m ) 

SD 

画面対角サイズ（型） 


※： LW :最短投写距離 
LT :最長投写距離 



お願い 


•設置をずる前に『ご使用になる前に』 （0^] 〇〜]4ページ）をお読みください。 
• DLP プ□ジエクターと高出力のレーヴー機器を同じ部屋で使用しないでください。 
レーヴー光びレンズ面に入ると DLP チップの故障の原因になりまず。 
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設置する （つづき) 


■投写距離 （ PT - DZ 日70の場合) 


(下記の表の寸法は若干の誤差びありまず) 


お写画面サイズ 

アスぺク ト 4:3の場含 

アスぺク ト 1 巨：日の場を 

アスぺク ト 16 : 10 の場合 

対角 ( SD ) 

最短お写距離 

最長お写距離 

最短お写距離 

最長お写距離 

最短お写距離 

最長お写距離 

( LW ) 

( LT ) 

( LW ) 

( LT ) 

( LW ) 

( LT ) 

4日型り.日2 m ) 

1.40 m 

2.8 已 m 

1.26 m 

2.58 m 

1.23 m 

2.51 m 

已日型 (1.27 m ) 

1.76 m 

3.57 m 

1.59 m 

3.24 m 

1.已已 m 

3.1 已 m 

日日型り.已2 m ) 

2.12 m 

4.30 m 

1.92 m 

3.90 m 

1.87 m 

3.79 m 

7日型 （1.78 m ) 

2.48 m 

已 .02 m 

2.2 已 m 

4 .已已 m 

2.19 m 

4.43 m 

8日型 （2 .日3 m ) 

2.8 已 m 

已 .74 m 

2.58 m 

已 .21 m 

2.已1 m 

已 .07 m 

9日型 （2.2 日 m ) 

3.21 m 

6.46 m 

2.91 m 

已 .8 目 m 

2.83 m 

已 .7 日 m 

1日日型に.已4 m ) 

3.57 m 

7.19 m 

3.24 m 

6.52 m 

3.1 已 m 

6.34 m 

12日型 （3 .日已 m ) 

4.30 m 

8.63 m 

3.89 m 

7.83 m 

3.79 m 

7.62 m 

1已日型 （3.81 m ) 

已 .38 m 

10.80 m 

4.88 m 

9.80 m 

4.7 已 m 

9.53 m 

2曰0型（已 .08 m ) 

7.20 m 

14.41 m 

6.53 m 

13.0 8 m 

目. 3 已 m 

12.73 m 

2已〇型（巨.3已 m ) 

9.01 m 

18.03 m 

8.17 m 

16.36 m 

7 .日已 m 

1 已 .92 m 

3日日型 （7 .目2 m ) 

10.82 m 

21.64 m 

9.82 m 

19.64 m 

9 .已已 m 

19.11 m 


上記の表 L ソ外の投写寸法を、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で巧めることびでさまず。 
計算結果の単位はずべて m でず。（下記の計算式で巧められる値は若干の誤差びありまず。） 

投写画面サイズを SD とずると、 




アスぺクト 4:3の場合 

アスぺクト16 :日の場を 

アスぺクト16 :10の場合 

投写画面サイズ高さ （ SH) 

= SD X 日 .01 已 2 

= SD X 日 .012 已 

= SD X 日 . 日 13 已 

投写画面サイズ幅 (SW) 

= SD X 0.0203 

= SD X 0.0221 

= SD X 日 .021 已 

最短投写距離 （ LW) 

= 0.03 巨 2 X SD - 0.0 已 4 日 

= 0.0329 X SD - 0.0 已 4 巨 

= 0.0320 X SD - 0.0 已 4 日 

最長投写距離 （ LT) 

= 0.0723 X SD - 0.0408 

= 0.0 巨已日 X SD - 0.0408 

= 0.0638 X SD - 0.0408 
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設置する （つづき) 


■投写距離 （ PT - DW 日30の場合) 


(下記の表の寸法は若干の誤差びありまず) 


お写画面サイズ 

アスぺク ト 4:3の場を 

アスぺク ト 16 : 日の場を 

アスぺク ト 16 : 10 の場を 

対角 ( SD ) 

最短お写距離 
( LW ) 

最長お写距離 
( LT ) 

最短お写距離 
( LW ) 

最長お写距離 
( LT ) 

最短お写距離 
( LW ) 

最長お写距離 
( LT ) 

4日型り.日2 m ) 

1.47 m 

2.99 m 

1.33 m 

2.71 m 

1.29 m 

2.64 m 

已日型 (1.27 m ) 

1.8 已 m 

3.7 已 m 

1.67 m 

3.40 m 

1.63 m 

3.31 m 

目日型 (1.52 m ) 

2.23 m 

4.51 m 

2.02 m 

4.09 m 

1.96 m 

3.98 m 

7日型り.78 m ) 

2.61 m 

已 .27 m 

2.36 m 

4.78 m 

2.30 m 

4 .日已 m 

8日型 (2.03 m ) 

2.99 m 

6.03 m 

2.71 m 

已 .47 m 

2.64 m 

已 .32 m 

9日型に.29 m ) 

3.37 m 

6.79 m 

3.06 m 

6.16 m 

2.97 m 

己. 99 m 

1日日型 （2 .已4 m ) 

3.7 已 m 

7 .已已 m 

3.40 m 

目. 8 已 m 

3.31 m 

6.66 m 

12日型 （3.0 已 m ) 

4.51 m 

9.0日 m 

4.0 9 m 

8.23 m 

3.98 m 

8.00 m 

1已日型 （3.81 m ) 

已 .6 已 m 

11.34 m 

已 .13 m 

10.29 m 

4.99 m 

10.01 m 

20曰型（已 .08 m ) 

7.56 m 

1 已 .13 m 

6.86 m 

13.74 m 

6.67 m 

13.36 m 

2已〇型（巨.3已 m ) 

9.46 m 

18.93 m 

扫.已 8 m 

17.18 m 

8.3 已 m 

16.72 m 

300型 (7.62 m ) 

11.36 m 

22.72 m 

10.31 m 

20.63 m 

10.03 m 

20.07 m 


上記の表];<(外の投写寸法を、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で巧めることびでさまず。 
計算結果の単位はずべて m でず。（下記の計算式で巧められる値は若干の誤差びありまず。） 

投写画面サイズを SD とずると、 




アスぺク ト 4:3の場を 

アスぺク ト 16:日の場合 

アスぺク ト 1巨：10の場を 

投写画面サイズ高さ （ SH) 

= SD X 0.01 已 2 

= SD X 日 .012 已 

= SD X 〇 . 日 13 已 

投写画面サイズ幅に W) 

= SD X 0.0203 

= SD X 0.0221 

= SD X 0.021 已 

最短投写距離 （ LW) 

= 0.0381 X SD - 0.0 已 4 巨 

= 0.034 巨 X SD - 0.0 已 4 日 

= 0.0336 X SD - 0.0 已 4 日 

最長投写距離 （ LT) 

= 0.07 已 9 X SD - 0.0408 

= 0.0689 X SD - 0.0408 

= 0.0670 X SD - 0.0408 
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設置する （つづき) 


■投写距離 （ PT - DX 日00の場合) 


(下記の表の寸法は若干の誤差びありまず) 


お写画面サイズ 

アスぺク ト 4:3の場合 

アスぺク ト 16 : 日の場を 

巧角 （ SD ) 

最短お写距離 
( LW ) 

最長お写距離 
( LT ) 

最短お写距離 
( LW ) 

最長お写距離 
( LT ) 

4日型り.日2 m ) 

1.20 m 

2.46 m 

1.31 m 

2.68 m 

已日型 (1.27 m ) 

1.已1 m 

3.0 8 m 

1.目已 m 

3.36 m 

目日型 (1.52 m ) 

1.82 m 

3.70 m 

1.99 m 

4.04 m 

7日型リ.78 m ) 

2.14 m 

4.33 m 

2.33 m 

4.72 m 

8日型 (2.03 m ) 

2.4 已 m 

4 .日已 m 

2.67 m 

已 .4 日 m 

9日型 （2.29 m ) 

2.76 m 

已.已 8 m 

3.01 m 

6.08 m 

1日日型に.已4 m ) 

3.08 m 

6.20 m 

3.36 m 

6.76 m 

12日型 （3.0 已 m ) 

3.70 m 

7.4 已 m 

4.0 4 m 

扫 .12 m 

1已日型 （3.81 m ) 

4.64 m 

9.32 m 

已 .0 目 m 

10.16 m 

20曰型（已 .08 m ) 

6.21 m 

12.44 m 

6.77 m 

13.56 m 

2已〇型（巨.3已 m ) 

7.77 m 

1 已.已日 m 

8.47 m 

1 日.日已 m 

3日日型 （7 .目2 m ) 

9.34 m 

18.68 m 

10.18 m 

20.3已 m 


上記の表 L ソ外の投写寸法を、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で巧めることびでさまず。 
計算結果の単位はずべて m でず。（下記の計算式で巧められる値は若干の誤差びありまず。） 

投写画面サイズを SD とずると、 




アスぺク ト 4:3の場合 

アスぺク ト 1巨：曰の場合 

投写画面サイズ高さ （ SH ) 

= SD X 日.01已2 

= SD X 日.012已 

投写画面サイズ幅 （ SW ) 

= SD X 0.0203 

= SD X 0.0221 

最短投写距離 （ LW ) 

= 0.0313 X SD - 0.0已4目 

= 0.0341 X SD - 0.0已4日 

最長投写距離 （ LT ) 

= 0.0624 X SD - 0.0408 

= 0.0680 X SD - 0.0408 
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設置する （つづき) 


アジヤスター脚の調整 


図のよラに、アジヤスター脚を回すと脚を伸ばすことげでさ、逆に回すと元に戻すことがでさます。 
(上下にお写角度を調整することがでさます。） 



調整可能量 

アジヤスター脚： 2日 mm 


お願い 


• ランプ点好中は排気孔から熱風びでていまず。アジヤスター脚を調整ずるときは、排気孔に直接手を触れない 
で < ださい。 

•台おひずみび発生している場合は、 r 位置調整」メニューの「台形補正」を行ってください。 （0^48 ページ) 


お知5せ 


•アジヤスター脚を締めつけ方向に回して"カチッ"と音びしたら、脚の締めつけは完了でず。 



25 
























• 接続の際は、接続される機器の取扱説明書ちよくお読みください。 

•各機器の電源を「切」にしてからケーブルの接続を行ってください。 

• システム接続に必要な接続ケーブルは、各機器の付属品、別売品びない場合は接続される機器に合わせて準備 
して < ださい。 

• 映像ソースからの映像信号にジッター成分びをい場合は、画像びふらつくことびあ0まず。この場合はタイム 
ベースコレクター (TBC) の接続び必要でず。 

•本機に接続でさる信号はビデオ信号、 S ビデオ信号、アナ□グ RGB 信号（同期信号は TTL レベル)、および 
デジ々ル伊号です 

• コンピューターのモデルによっては、本機と接続して使用でさないちのちありまず。 

• 各機器と本機を長いケーブルを使用して接続する場合はケーブル補償器などを使用しないと正常に出画でさな 
いことびありまず。 


■ S ビデオ入力 （ S-VIDEO IN ) 端子のピン配列と信号名 


外側か 5 見た図 

ピン No. 

信号名 



(Tl /2) 

① 

GND (輝度信号） 




② 

GND (色信号） 




③ 

輝度信号 



(3J W 

④ 

色信号 



■ RGB 2 入力 （ RGB 2 IN ) 端子のピン配列と信号名 


が側か 5 見た図 

ピン No. 

信号名 




① 

R/Pr 



—甲 

② 

G/G - SYNC/Y 



^ ム〇。〇が \ ^ 

③ 

B/Pb 



⑩ 

□ DC データ 



(( 甲〇 〇 〇平)） 

⑩ 

HD/SYNC 



も一も 

@ 

VD 

④、⑨は未使用でず。 

⑥〜 ® 、⑩、⑩は GND 端モでず。 


⑥ 

DDC ク□ック 

■ HDMI 入力 (HDMI IN ) 端子のピン配列と信号名 


外側か 5 見た図 

ピン No. 

信号名 

ピン No. 

信号名 


① 

T.M.D.S データ 2 + 

② 

T.M.D.S データ 2 
シールド 


③ 

T.M.D.S データ 2— 

④ 

T.M.D.S データ]+ 

②〜婚)の偶数ピン 

⑥ 

T.M.D.S データ] 
シールド 

⑥ 

T.M.D.S データ]- 

聲 — 

^ 甘邮邮邮哪^ 

⑦ 

T.M.D.S データ 0 + 

⑥ 

T.M.D.S データ 0 
シールド 

⑨ 

T.M.D.S データ 0— 

⑩ 

T.M.D.S ク□ック+ 

① - 

⑩ 

T.M.D.S ク□ック 
シールド 

⑩ 

T.M.D.S ク□ックー 

①〜婚)の奇数ピン 

⑩ 

CEC 


— 

⑥ 

SCL 

祗 

SDA 


⑩ 

DDC/CEC 

GND 

猶 

+ 已 V 



ホットプラグ検出 
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接続する（つづき) 


■ DVI - D 入力 （ DVI - DIN ) 端子のピン配列と信号名 


が側か 5 見た図 

ピン No. 

信号名 

ピン No. 

信号名 





① 

T.M.D.S データ 2- 

⑩ 

— 





② 

T.M.D.S データ 2 + 

吸 

+ 已 V 





⑤ 

T.M.D.S データ 2/4 
シールド 

⑥ 

GND 





④ 

— 

吸 

ホットプラグ検出 





⑥ 

— 

⑩ 

T.M.D.S データ 0- 




⑥ 

DDC ク□ック 

吸 

T.M.D.S データ 0+ 


ド 




み 

⑦ 

DDC データ 


T.M.D.S データ 0/ 已 


1 ； 




4 

シールド 

(k 

う ^—— ri 


⑧ 

— 

翅） 

— 

心 




⑨ 

T.M.D.S データ]- 

⑩ 

一 





⑩ 

T.M.D.S データ]+ 

⑩ 

T.M.D.S ク□ック 
シールド 





⑩ 

T.M.D.S データ 1/3 
シールド 


T.M.D.S ク□ック+ 





⑩ 

一 

领 

T.M.D.S ク□ックー 


※： PT-DX 已 00 の DVI-D 入力端子は、コネクタび ] 80 °回転した向きになっていまず。 
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接続する（つづき) 



映像機器との接続（例) 



※：上図は、 PT - DZ 己 70/ DW 己3日の端子部を例にしています。 


お願い 


•ビデオデッキを接続ずるときは、必ずタイムベースコレクター ( TBC ) 内蔵のちのを使用ずるか、または本 
機とビデオデッキの間にタイムベースコレクター ( TBC ) を使用してください。 

•バースト信号び非標準の信号を接続ずると、映像び乱れる場合びありまず。その場合は本機との間にタイムべ一 
スコレクター ( TBC ) を接続してください。 


お知らせ 


• HDMI ケーブルは、 HDMI 規格に適合している HDMI High Speed ケーブルをご使巧ください。 HDMI 規格 
に適合しないケーブルを使用ずると、映像び途切れる、映らないなど正常に動作しない場合びありまず。 

• HDMI 入力端テは HDMI / DVI 変換ケーブルを使用ずることで、 DVI 端テびある外部機器とを接続ずることび 
できまずび、一部の機器では映像び表おされないなど、正常に動作しない場合びありまず。 （1：^ 已6ページ） 

• DVI - D 入力端テは HDMI および DVI - D 対応機器との接続びできまずび、一部の機器では映像び表おされない 
など、正常に動作しない場合びありまず。 （0^ 已日ページ） 

• r 音声入力還お」の設定を間違えると、音声びでないなど、正常に動作しない場合びありまず。己已ページ) 
•本機はビエラリンク （ HDMI ) に対応していません。 
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接続する（つづき) 




お知5せ 


• DVI - D 入力端テはシングル U ンクのみ対応していまず。 

•本機び投写できるコンピューターからの RGB 信号は、『対応信号リスト』 （0^87 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 

•レジューム機能（ラストメモ U -) を持つコンピューターを使用される場合は、その機能を U セットしないと 
動作しない場合びありまず。 

• SYNC ON GREEN 信号入力時には SYNC / HD 、 VD 端テへ同期信号を入力しないでください。 

• DVI - D 入力時は、接続ずる機器によって EDID 設定び必要になる場合びありまず。 （1^ 已日ぺージ） 

• HDMI ケーブルは、 HDMI 規格に適合している HDMI High Speed ケーブルをご使用ください。 HDMI 規格 
に適合しないケーブルを使用ずると、映像び途切れる、映らないなど正常に動作しない場合びありまず。 

• HDMI 入力端テは HDMI / DVI 変換ケーブルを使用ずることで、 DVI 端テびある外部機器とち接続ずることび 
できまずび、一部の機器では映像び表おされないなど、正常に動作しない場合びありまず。 （03^ 已日ページ） 

• r 音声入力選択」の設定を間違えると、音声びでないなど、正常に動作しない場合びありまず。 （0^6 已ページ) 
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ミ原を入れる/切る 


電源コードを接続ずる 


電源コードの巧けを防止ずるため、付属の電源コードを使用して、本体に根元まで確実に差し込んで固定してく 
ださい。 

を電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチび"び側（オフ）になっていることを確認してから、電源コードを接続し 
て < ださい。 

■取り付け方 ■取り外し方 

左ちのつめが"カチッ"と音びするまで、 横のつまみを押しなび5引き巧く 

しっかりと差し込む 























電源を入れる/切る（つづき) 



源を入れる 


電源を入れる前に、あ日かじめレンズカバーを外し 
て < ださい。 

1) 電源プラグをコンセントに接続する 

(AC]00 V 已〇 Hz/60 Hz) 

2) ま電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチの" 1" 
側を押して電源を入れる 

しばらくずると〈電源モニター〉びホ色に点灯し 
てスタンノ（イ状態になりまず。 

3) 電源 〈POWER (( b / l )> ボタンを押す 

〈電源モニター〉び緑色に点巧し、しばら<ずる 
と映像び投写されまず。 


お知5せ 


0で付近での電源「入」は出画までに已分程度の 
ウォームアップ時間び必要な場合びありまず。 

ウォームアップ中は〈温度モニター〉び点灯しまず。 
ウオームアップび完了ずると〈温度モニター〉び消 
なし、映像を投写しまず。 

モニターランプの詳細は、74ページを参照してく 
ださい。 

使用環境温度び低<、ウォームアップ時間び已分を 
超える場合は異常とみなし、自動的に電源を「スタ 
ンバイ状態」にしまず。この場合は使用環境温度を 
〇でじ(上にして、再度を電源 〈MAIN POWER〉 ス 
イッチ「切」^「入」の操作を行ってください。 

「プ□ジェクターセットアップ」- 「ECO マネージ 
メント」メニ ューの 「スタンバイ モー ド」 （11^6] ぺ一 
ジ）で 「ECO」 に設定している場合は「ノーマル」 
に設定しているときと比べて、出画までにかかる時 
間び約]0秒遅くなることびありまず。 

前回使用時にダイレクトノ（ワーオフ機能を使用し 
て、投写中にを電源 〈MAIN POWER〉 スイッチを 
「切」にして終了した場合は、電源プラグをコンセ 
ントに接続した状態でを電源 〈MAIN POWER〉 ス 
イッチを「入」にずると、しばらくして〈電源モニ 
ター〉び緑色に点灯し、映像び投写されまず。 
電源を入れたとさや入力信号を切り換えたとさに、 
高周波の駆動音びずることびあ0まずび、故障では 
ありません。 

〈電源モニター〉はスタンバイ状態で赤色に点灯し、 
映像投写時に緑色に点;なしまず。また、本体び U モ 
コンの信号を受信ずると点滅しまず。 


調整-選択をずる 


フォーカス調整は、映像を映した状態で30分じ(上 
経過したのちに行ラことをお勧めしまず。 

4) 「初期設定」を設定する （0^ 1已ぺージ） 

本機をご購入後、初めて電源を入れたとき、およ 
び「初期化」の「全ユーヴーデータ」日7ぺ一 
ジ）を実行した場合、表示言語を設定ずる画面と、 
その他の初期設定を行ラ「核]期設定」のメニュー 
画面び表示されまず。 

已 ）INPUT SELECT « RGB 1>.〈 RGB 2>、 
〈 DVI - D >、〈 VIDEO / S - VIDEO >、 
〈 NETWORK 〉、< HDMI » ボタンを押し 
て入力信号を選択ずる 

巨）投写角度を調壁ずる 

アジャスター脚を伸ばし、上方向に投写ち度を調 
整でさまず。 

7) 入力信号が RGB 信号の場合は 〈AUTO 
SETUP ) ボタンを押ず 


基本的な使い方 
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電源を入れる/切る（つづき) 



電源を切る 


1) 電源 〈POWER ((!)/!)> ボタンを押ず 

2) イ►ボタンで「実行」を選び、 ( ENTER ) 
ボタンを押す（または、電源 (POWER 

(6/1 )> ボタンを再度押す） 

映像の投写び停止し、本体の〈電源モニター〉び 
オレンジ色に点灯しまず。 

(冷却フアンは回転したままでず。） 

3) 本体の〈電源モニター〉が赤色に点な（を 
却フアンが停止）ずるまで待つ 

設定によっては、本体の〈電源モニター〉び赤色 
に点灯後でを、一部のフアンは回転を続けまず。 

4) ま電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチの"〇" 
側を巧して電源を切る 


お知らせ 


• 電源を切ったあと、ずぐに電源を入れないでくだ 
さい。 

電源を切ったあとの光源ランプ冷却中に電源を入 
れてを点灯しないことびありまず。この場合は 
〈電源モニター〉びホ色に点灯してから、電源を入 
れ直してください。ランプの温度び高い状態で電 
源を入れるとランプの寿命を早めるおそれびあ0 
ます。 

•本体の主電源「入」状態で、リモコンで電源「切」 
にした場合、約1已 W の電力を消費していまず。 
(スタンバイモード「ノーマル」時） 


ダイレクトパワーオフ機能 


お写中や光源ランプ消な直後にを電源 〈MAIN 
POWER) スイッチを「切」にしても、内部に蓄え 
られた電力によ0冷却ファンび動作し、光源ランプ 
の冷却を行いまず。天つり設置など、プ□ジェクター 
のを電源 〈MAIN POWER) スイッチを容易に「切」 
にでさない環境でち、直接電源ブレーカーで電源を 
落とすことびでさまず。また、万一停電になった場 
合や電源を切った直後に電源コードを抜いてしまっ 
た場合でち安むでず。 


お知5せ 


前回使用時に、投写中に直接電源ブレーカーで電 
源を落として終了した場合は、電源ブレーカーを 
「入」にずるとしばらくして〈電源モニター〉び緑 
色に点灯し、映像投写へと移行しまず。 

ダイレクトパワーオフで冷却した場合、次回の電 
源「入」時に投写状態になるまで通常よりを時間 
びかかる場合びありまず。 

運搬•保管のために捆包を行ラ場合、排気フアン 
び停止したことを確認してください。 


基本的な使い方 
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投写ずる 


外部機器の接続 № 26 ページ）と電源コードの接続 (D^30 ページ）を確認し、電源を入れる (1^31 ページ) 
と投写を開始します。お写する映像を選択し、映像の映り具合を調整してください。 


投写ずる映像を選択する 


映像の入力を切り換える。 

INPUT SELECT (〈RGB]〉、〈RGB2〉、〈DVI-D〉、 
〈VIDEO/S-VIDEO〉、〈NETWORK〉、〈HDMI〉） ボ 
タンで選択した映像び投写されまず。已ページ) 


お願い 


• 接続機器や再生ずる DVD、 ビデオテープなどに 
よっては、正常に映像び映らない場合びありまず。 
「映像」メニューの「システムセレクター」 （1^44 
ぺージ）で入力信号に合ったシステム方式に設定 
して < ださい。 

• 投写するスク U —ンと映像の縦横比を確認し、「位 
置調整」メニューの「アスペクト」 （0^4 日ぺージ) 
で最適な縦横比に切り換えてください。 


映像の映り具合を調整ずる 


1 ) r シフトレバー」を反時計回りに回して r シ 
フトレバー」の□ックを解除する 

2) レンズシフトを調壁ずる 

「シフトレバー」で投写位置を調整しまず。 



• 調整範囲については、『レンズ位置移動によ 
る（光学シフト）調整範囲』をご覧ください。 
(廣34ページ） 

3) r シフトレバー」を時計回りに回して「シ 
フトレバー」を固定する 

4) 投写角度を調壁ずる 

■詳しくは、『アジヤスター脚の調整』をご覧く 
ださい。 （0^2 已ぺージ） 

已）ズームとフ ォー カスを調壁ずる 

「ズーム1」ング」と「フォーカス1」ング」を回し 
て調整します。 



お知 5 せ 


• フォーカス調整は、映像を映した状態で30分じ （ 
上経過したのちに行ラことをお勧めしまず。 
•「フォーカス U ング」を回ずと投写サイズび変わる 
ため「ズームリング」を回して、再度投写サイズ 
を微調整して < ださい。 

•台形ひずみび発生している場合は、 r 位置調整」メ 
ニューの「台形補正」を行ってください。 

(豚48ページ） 


基本的な使い方 
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PT-DW 已 30 


! 準投写位置 


PT-DX 已〇〇 
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標準画面幅 H 


PT-DZ 已 70 



標準画面幅 H 


0.1 H 



標準画面幅 H 


投写する （つづき）_ 

レンズ位置移動による（光学シフト）調整節囲 


レンズ位置の移動は調整範囲内で行ってください。調整範囲外へレンズ位置を移動ずると、光学部品を保護ずる 
ためレンズの移動に規制びかかり、フォーカスち変化しまず。 

光軸シフト機能により、標準投写位置を基準に下図の範囲で投写位置を調整できまず。 


>so >ゎ砸回画縣雌 


>トマ' □ >わ祀回固縣離 


—► 




1 


1 


>1 >わ砸回固縣雌 


基本的な使い方 
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リモコンで操作ずる 



—卜機能を使ラ 


会議の休憩時間や準備などの一定時間だけ本機を使 
用しない場合には、映像と音声を一時的に消ずこと 
びでさまず。 


AVMUT 


ボタン 


1) リモコンまたは本体操作部の 
<AV MUTE〉 ボタンを押ず 

• 映像と音声び消えまず。 

2) 再度 〈AVMUTE> ボタンを押す 

• 映像と音声びでまず。 


お知5せ 


AV S ユート中は〈電源モニター〉び点滅しまず。 
本機はスピーカーを内蔵していません。音声は、 
音声出力端テに接続した外部の音響システムから 
出力ずることびでさまず。 


リーズ表示機能を使ラ 


外部機器の再生に関係なく、一時的にお写映像を静 
止し、音声を消ずことびでさまず。 


FREEZE 


ボタン 


1) リモコンの 〈FREEZE〉 ボタンを押す 

■映像び静止し、音声び消えまず。 

2) 再度 〈FREEZE〉 ボタンを押ず 

• 映像の静止び解除され、音声びでまず。 


お知5せ 


■フ U —ズ中は画面に「フリーズ」と表示されまず。 


入力信号を切り換える 


投写する入力信号を切り換えることびでさまず。 

INPUT 

SELECT 



RGB 1 RGB 2 

DVI-D 


1 2 

3 

VI 

)E0/S-VIDE0 NETWORK 

HDMI 


4 5 

6 


ボタン 


リモコンまたは本体操作部の INPUT 
SELECT «RGB1>.〈RGB2〉、〈DVI-D>、 
〈VIDEO/S-VIDEO>、〈NETWORK〉、 
<HDMI» ボタンを押ず 


RGBl 

RGBl に入力を切り換えまず 

RGB2 

RGB2 に入力を切り換えまず 

DVI-D 

DVI-D に入力を切り換えまず 

VIDEO/ 

S-VIDEO 

VIDEO または S-VIDEO に入力を切 
り換えまず 

ずでにいずれかの入力び選択されてい 
る場合は、をラー方の入力に切り換え 
まず 

NETWORK 

NETWORK に入力を切り換えまず 

HDMI 

HDMI に入力を切り換えまず 


基本的な使い方 
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リモコンで操作する （つづき) 


オートセツトアップ機能を使ラ 


ンボタンを使ラ 


コンピューター信号のよラなドット構成されたアナ 
□グ RGB 信号入力時の解像度、ク□ックフェーズ、 
映像位置、または DVI-D/HDMI 信号入力時の映像位 
置を自動で調整することびでさまず。自動調整時は、 
最外郭び明るい白枠で、白黒びはっさ0したキャラ 
クター文字などを含む画像を入力ずることをお勧め 
します。 

写真や CG のよラな中間調を含む画像は適しません。 


AUTO 

SETUP 


ボタン 


リモコンまたは本体操作部の 〈AUTO 
SETUP〉 ボタンを巧ず 

• 正常に終了した場合は「正常終了」と表示されまず。 


お知5せ 


• 正常終了した場合でをク□ックフェーズびずれる 
ことびありまず。このとさはメニュー項目の「ク 
□ックフェーズ」で調整してください。 

詳しくは、『「位置調整」について』の『ク□ック 
フェーズ』 （0:^48 ページ）をご覧ください。 

• 画面の端びわか日ないよラな画像や暗い画像を入 
力ずると、「異常終了」となったり、「正常終了」 

と表示されてを正し<調整でさていなかった0ず 
ることびありまず。このときは『「アドバンスドメ 
ニュー」について』の『入力解像度』 （1^ 已〇ペー 
ジ)、『「位置調整」について』の『シフト』、『ク□ッ 
クフェーズ』 （1^4 己、48ページ）を参照し、調 
ホタして ドさし、 

• 特殊な信号は、『「表示オプション」について』の『自 
動調整』 （0^ 已已ページ）を参照し、調整してくだ 
さい。 

• コンピューターの機種によっては自動調整できな 
い場合びありまず。 

• コンポジットシンクや G-SYNC の同期信号では自 
動調整でさない場合びあ0まず。 

• 自動調整中、数秒間画像び乱れる場合びありまず 
び異常ではあ0ません。 

• 入力信号ごとに調整び必要でず。 

• 自動調整中に 〈MENU〉 ボタンを巧ずと、自動調 
整を取0消ずことびでさまず。 

• オートセットアップび巧能な RGB 信号であって 
を動画映像び入力されている状態でオートセット 
アップを行ラと、「異常終了」となったり、「正常 
終了」と表示されてを正常に調整でさていなかつ 
たりずることびありまず。 


リモコンの 〈FUNC]〉 〜 〈FUNC3〉 ボタンまたは 
本体操作部の 〈FUNC]〉 ボタンによく使ラ操作を割 
り当て、ショートカットボタンとして使用ずること 
びでさまず。 


FUNC1 FUNC2 FUNC3 


ボタン 


リモコンの 〈FUNC1> 〜 〈FUNC3〉 ボタ 
ンまたは本体操作部の 〈FUNC1> ボタンを 
巧す 


お知らせ 


詳しくは、『「プ□ジエクターセットアップ」につ 
いて』の『フアンクシヨンボタン』をご覧ください。 


(像64ぺージ） 


エコボタンを使う 


「ECO マネージメント」メニューを表示できまず。 


ボタン 


リモコンの 〈ECO> ボタンを押ず 


お知らせ 


詳しくは、『「プ□ジェクターセットアップ」につ 
いて』のに CO マネージメント』をご覧ください。 
(斷日]ページ） 


基本的な使い方 
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ンで操作する（つづき) 


ームを変更する 


音声出力の音量を調整でさまず。 


VOLUME 



ボタン 


リモコンの 〈VOLUME〉（+/-) ボタン 
を巧す 


+ボタン 

音量を大さ<ずる 

-ボタン 

音量をルさくする 


基本的な使い方 
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オンスク u —ンメニューについて 


本機の各種設定や調整は、オンスク U —ンメニューを使用しまず。 


画面の操作方法 


■操作の手順 

IXMENU) ボタンを押す 

「メインメニュー」 画面び表示されまず。 


メインメニュ - 


■ Q 巧像 


盛表示言語 (LANGUAGE) 

巧表示オプション 

みブ□ジエクターセットアップ 

ffl テストバターン 

■ 登な居号 一S 

ピセキユリティ 

..え..ネットワーク 


今項目還巧 
西因サプメ ニユー 


2) ▲▼ボタンを押してメインメニュー項目 
を選ぶ 

選択中の項目は黄色のカーソルで表示されまず。 



アド K ンスドメニユー 
® 表示言語 (LANGUAGE) 

巧表示オプション 
をブ□ジェクターセットアップ 
ffi テストバターン 
I登録话号一巧 
ピセキユリティ 
杳ネットワーク 


妻項目選択 
西回サプメ ニユー 


3)〈ENTER〉 ボタンを巧してミ夫定ずる 

選択したメニュー項目の詳細び表示されまず。 



4) ▲▼ボタンを押して項目を選択し、 
ボタンを巧して設定の切り換えや調整を 
行ラ 

項目によって ◄ ►ボタンを巧ずと下図のよラな 
ノ（ースケールの個別調整画面び表示されまず。 


お知らせ 


• メニュー画面を表示中に 〈RETURN〉 ボタンまた 
は、 〈MENU〉 ボタンを巧ずと、ひとつ前の階層メ 
ニュー画面に戻0まず。 

•本機に入力される信号によっては、調整でさない 
項目や使用できない機能びありまず。調整または 
使用でさない状態のとさは、メニュー画面の項目 
び灰色文字で表示され、項目は選択でさません。 

•約已秒間何ち操作をせずに放置していると、個別 
調整画面は自動で消えまず。 

• メニューの項目については3日、40ページをご覧 
<ださい。 

■ 調壁値を工場出荷時の状態に戻ず 

リモコンの 〈DEFAULT〉 ボタンを巧ずと、メ 
ニュー項目で調整した値び工場出荷時の状態に戻 
りまず。 



Iずべての設定を一度に工場出荷時の状態には戻せ 
ません。 

サブメニュー項目で調整した値を、一度に工場出 
荷時の状態に戻ずには、『「プ□ジェクターセット 
アップ」について』の『初期化』日7ぺージ） 
をご覧ください。 

I 〈DEFAULT〉 ボタンを巧してを、工場出荷時の状 
態に戻らない項目をあ0まず。それらの項目は個 
別に操作して < ださい。 

I個別調整画面のバースケールの下にある；ちマー 
クは、工場出荷時の値をおしていまず。 

また、=ちマークは、入力される信号によって位 
置び異な0まず。 

現在の調整値 


コな 


工場出荷時の値 

■オンスクリーン①表示/非表示を 
設定ずる 

本体または、リモコンの 〈MENU〉 ボタンを3 
秒じ(上長巧しずると、オンスク U —ンの設定画面 
び表示され、オンスク U —ンの表示/非表示び設 
定でさまず。 


お知らせ 


「セキュリティ」メニューの「表を設定」び r オス 
じ(外の場合は、オンスク U —ンの設定画面は表示 
でさません。 


調壁と設定 


38 









































オンスクリーンメ ニユー について （っづき) 


メインメニューにはじ(下の]0項目びありまず。 
メインメニューを選択ずると、サブメニューの選択 
画面に移0まず。 


選択したメインメニューのサブメニュー項目び表示 
され、さ項目の設定-調整びでさまず。 


a 

映像 

回 

位置調整 

圓 

アドバンスドメニュー 

ffTH 

w 

表お言語 （LANGUAGE) 

巧 

表示オプション 

み 

プ□ジェクターセットアップ 


n 

テストパターン 


登録信号一覧 

ゾ 

セキュリティ 

■且. 

ネットワーク 

旦百 


■映像[固] 


サブメニュー頂目 

工場出荷時 

ぺージ 

映像モード 

スタンダード* 

41 

ピクチャー 

0 

41 

黒レベル 

0 

41 

色の濃さ 

0 

42 

色あい 

0 

42 

色温度設定 

デフオ J レト 

42 

白ゲイン 

+ 10 

43 

シャープネス 

6 

43 

ノイズリダクション 

2 

43 

AI 

オン 

44 

デイライトビュー 

オート 

44 

システムセレクター 

YPbPr 

44 


お知5せ 


映像モードによって工場出荷時の値び異なる場合 


びありまず。 

■位置調壁[百]] 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

ぺージ 

シフト 

— 

46 

アスペクト 

才ート※ 

46 

ズーム 

— 

47 

ク□ックフェーズ 

16 

48 

台形補正 

一 

48 

■アドバンスドメ-ユーり言 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

ページ 

デジタルシネ7リアリティー 

才ート※ 

49 

ブランキング 

— 

49 

入力解像度 

— 

50 

クランプ位置 

24 •》 

50 

フレーム レスポンス 

通常 

50 

ラスターポジション 

— 

50 


お知5せ 


■サブメニューの項目、および工場出荷時の値は、 
入力端テの選択によ0表おび異な0まず。 

※：入力信号によ0異な0まず 


調整と設定 
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オンスク u — ンメニューについて （っづき) 


■表示言語 （ LANGUAGE ) [®] 

項目の詳細 （11^51 ぺージ） 

■表示オプション[巧] 


サブメニュー頂目 

工場出荷時 

ページ 

カラーマッチング 

オフ 

已2 

カラーコレクション 

オフ 

53 

スク1」ーン設定 

— 

己3 

波形モニター’1 

オフ 

54 

入力自動セットアップ 

オフ 

曰已 

自動調整 

— 

己己 

RGB IN 

— 

己6 

DVI-D IN 

— 

已6 

HDMI IN 

— 

56 

オンスク u —ン表お 

— 

57 

ク□ーズドキャプション設定 

オフ 

已7 

パックカラー 

ブルー 

已8 

スタートアップ□ゴ 

□コ '2 

58 

サブメモ1」一一覧 

— 

已8 

フリーズ 

— 

已9 

2画面で 

— 

已9 


■プ□ジェクターセットアップ[ヴ] 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

ぺージ 

プ□ジェクター ID 

オール 

60 

投写方式 

フ□ント/ 

床置 

60 

冷ま口条件 

床置設置 

60 

高地モード 

オフ 

61 

ランプパワー 

ノーマル 

61 

ECO マネージメント 

— 

61 

スケジュール 

オフ 

62 

RS-232C 

— 

63 

REMOTE 端モモード 

標準 

63 

フアンクシヨンボタン 

— 

64 

曰ド己又 a £ 

— 

64 

ステータス 

— 

65 

曰付と時刻 

— 

66 

全ユーヴーデータ保を 

— 

66 

全ユーヴーデータ□ー ド 

— 

66 

初期化 

— 

67 

サービスパスワード 

— 

67 


■テストパターン[圈] 

項目の詳細 （1：^ 日8ページ） 

■登録信号一覧[国] 

項目の詳細 （11^ 日日ページ） 

■セキュリティ[(で] 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

ページ 

セキュ U ティパスワード 

オフ 

70 

セキュ U ティパスワード変更 

— 

70 

表お設定 

オフ 

71 

テキスト変更 

— 

71 

メニュー□ック 

オフ 

71 

メニュー□ックパスワード 

— 

71 

操作設定 

一 

72 


■ネットヮーク[-是 -] 

阳又扱説明書ネットワーク操作説明編』を参照して 
<ださい。 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

プ□ジェクター名 

NAME 1234 

有線 LAN 

— 

無線 LAN 

— 

ネットワークコント□ール 

— 

ネットワークパスワード 

オン 

ネットワークパスワード変更 

— 

ライブモード割0込み 

オン 

コンピューター検索 

— 

マルチライブ 

— 

ネットワークステータス 

— 


お知5せ 


•サブ >(ニューの項目、および工場出荷時の値は、 
入力端テの選択によ0表示び異な0まず。 

ホ]: PT-DZ570 のみ 
ホ 2:PT-DZ 曰70、 PT-DVV 曰30のみ 


調壁と設定 
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「映像」について 


『メニユー画面の操作方法』38ぺージ）① 
メインメニユーか5 r 映像 J を選び、 

サブメニユーか5頂目を選んでください。 

• 項目を選んだら ◄► ボタンで調整して< ださい。 


リモコン 


IVICt、U RCIURI 、 

翁 

ロ ロ 

DEFAULT 巧の 1 

口 Q 


ps 体操作部I 

3图© 
回©因 
因© 


映像モード 


ご覧になる映像や視聴環境に合わせて最適な映像 
モードに設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「映像モード」を選択ずる 

2) ◄►ボタンで「映像モード」を切り換 
无る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


スタンダード 


シネマ 


ナチュラル 


グラフィック 


REC 709 


t 


t 


ダイナブック 


簡易 D に 0 M 


スタンダード 

動画系全般に適した画像になりまず 

シネマ 

映画ソースに適した画像にな0まず 

ナチュラル 

sRGB に準拠した画像になりまず 

REC 709 《 

ITU-R BT.70 日規格に準拠した画 
像にな0まず 

簡易 D に 0 M & 

DCOM Parti 4グレースケール規 
格に近い画像になりまず 

ダイナミック 

明るい場所で使用する場合に適した 
画像にな0まず 

グラフィック 

コンピューター入力に適した画像に 
な0まず 


※：「映像モード」 LU 外の設定は工場出荷時の設定に 
して < ださい。 


お知らせ 


工場出荷時の映像モードは、 RGB 系では「グラ 
フィック」、動画系では「スタンダード」でず。 

|〇に 0M とは 口 igital Imaging and 
communication in Medicine」 の略称で医療用 
画像機器のための規格でず。 DCOM の名称を用 
いていますび、本機は医療機器ではありませんの 
で、表示画像を診断などの用途に使用しないで< 
ださい。 


ピクチャー 


色の明暗度を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「ピクチャー」を選択する 

2 ) 4 ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
押す 

• 「ピクチャー」 個別調整画面を表おしまず。 

3 ) 4 ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調豊範囲 

►ボタンを巧ず 

画面び明る<映像び 
濃<な0まず 

最大値3 ] 

◄ボタンを巧ず 

画面び暗<映像び薄 
<な0まず 

最ル値一3 ] 


お願い 


’黒レベルを調整ずる必要びある場合には、「黒レべ 
ル」を先に調整してください。 


I レベル 


画面の暗い部分（黒色）を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで r 黒レベル」を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧す 

■「黒 レベル」 個別調整画面を表おしまず。 

3 ) 4 ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

画面の暗い部分 
(黒色）び明るくな 
りまず 

最大値31 

◄ボタンを巧ず 

画面の暗い部分 
(黒色）び暗<なり 
まず 

最ル値一3 ] 


調舊と設定 
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「映像」について （つづき) 


調 

が 

ミ 
5凡 
巧 

定 


色の濃さ 


色の濃さを調整します。 

1) ▲▼ボタンで r 色の濃さ」を選択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

す 

■「色の濃さ」個別調整画面を表おしまず。 

3) イ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

色び濃<な0まず 

最大値3 ] 

◄ボタンを巧ず 

色び薄<な0まず 

最ル値 一 3] 


色あい 


肌色の部分を調整します。 

1) ▲▼ボタンで r 色あい」を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧す 

• 「色あい」 個別調整画面を表おしまず。 

3) イ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

色あいび変化し肌色 
び緑色びか D まず 

最大値31 

◄ボタンを巧ず 

色あいび変化し肌色 
びホ紫色びか D まず 

最小値一3 ] 


色温度設定 


映像の白色部分び青みびかつた0、ホみびかつた0 
ずる場合に切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで r 色温度設定」を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧す 

• 「色 温度設定」 個別調整画面を表示しまず。 

3) ◄►ボタンで r 色温度設定」を切り換 
える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わ 
りまず。 


デフオルト 


ユーザー 

t 

t 

局 


中 


お知らせ 


• 「カラーマッチング」已2ページ）の調整び r 才 
フ」 L ソ外に設定されている場合、色温度設定は「ユー 
ヴー」固定になりまず。 


■さらにお好みのホワイトバランス 
に調整ずる場合 

4) 手順 3) で「ユーザー」を選択する 

已） 〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

•「色温度設定」 画面を表おしまず。 

巨）▲▼ボタンで「ホワイトバランス」を選 
択する 

7) 〈ENTER〉 ボタンを押ず 

•「ホワイトバランス」 画面を表おしまず。 

8) ▲▼ボタンで「ホワイトバランス高」 
または「ホワイトバランス低」を選択 
ずる 

9) (ENTER) ボタンを巧す 

• 「ホワイトバランス高」 画面、または 「ホワ 
イトバランス < 氏」 画面を表おしまず。 

10) ▲▼ボタンで r ホ」 r 緑」「青」を選択 
する 

11) ◄ ►ボタンでレベルを調整する 


調整頂目 

操作 

変化内容 

調整範囲 

ホ 

►ボタンを巧ず 

赤色び強< 
なりまず 

最大値 
高： 2已已 
な： 127 

最ル値 
高： 0 
な： -127 

出荷設定値 
高： 2已已 
な： 0 

◄ボタンを巧ず 

ホ色び弱< 
なりまず 

緑 

►ボタンを巧ず 

緑色び強< 
な0まず 

◄ボタンを巧ず 

緑色び弱< 
な0まず 

百 

►ボタンを巧ず 

青色び強< 
な0まず 

◄ボタンを巧ず 

青色び弱< 
な0まず 


お知5せ 


■正しく調整しないと、ずべての色び正常ではなく 
なりまず。調整び合わなくなった場合は、 U モコ 
ンの 〈DEFAULT〉 ボタンを巧せば、選択中の項 
目のみ工場出荷時の標準値に戻ずことびでさまず。 
•内蔵テストパターン （11^68 ページ）では「色温 
度設定」はでさません。必ず入力信号を投写させ 
た状態で「色温度設定」を行って<ださい。 
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「映像」について（っづき) 


■「ユーザー」①名称を変更ずる場合 

1. 手順 3) で「ユーザー」を選択する 

2. 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

•「色温度設定」画面を表おしまず。 

3. ▲▼ボタンで r 色温度設定名称変更」を 
選択する 

4. (ENTER) ボタンを押ず 

•「色温度設定名称変更」画面を表おしまず。 



瓦▲▼イ►ボタンで文字を選び、 〈ENTER〉 
ボタンを押して入力する 

6. ►ボタンで roK」 を選択し、 

〈ENTER〉 ボタンを押す 

• 色温度設定名称び変更されまず。 


映像の白色部分の明るさを調整します。 

1) ▲▼ボタンで「白ゲイン」を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
Jffl す 

•「白ゲイン」 個別調整画面を表示しまず。 

3) ◄ ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

白色の輝さび強< 
なりまず 

最大値] 0 

◄ボタンを巧ず 

自然な映像にな0 
まず 

最ル値日 


映像のシャープ感を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「シャープネス」を選択 
する 

2 ) 4 ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
押ホ 

♦「シャープネス」 個別調整画面を表示します。 

3) イ►ボタンでレベルを調壁ずる 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

輪郭びシャープに 
な0まず 

日〜]已 

◄ボタンを巧ず 

輪郭びやわらか< 

な0まず 


入力された映像び劣化して、映像信号ノイズび発生 
している場合に切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで「ノイズリダクション」を 
選択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
押ホ 

■「ノイズリダクション」 個別調整画面を表示し 
よ9 〇 

3) ◄►ボタンで「ノイズ U ダクション」を 
切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
9 〇 


1 ( 就 


吕沖） 

t 


t 

オフ（補正なし） 


3備） 


ノイズびかない入力信号に巧して設定ずると、映 
像本来のイメージと違って見える場合びありまず。 
その際は「オフ」に設定して < ださい。 


お願し、 


白ゲイン 


"cancel default 


—ノィ、乂 


調整と設定 


101 ^ 3^2 


ぶ M 间■间 
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「映像」について （っづき) 



映像に合わせて階調制御を行い、コントラスト感の 
ある最適な映像を投写しまず。 


1) ▲▼ボタンで 「AU を選択する 

2) ◄►ボタンで 「AU を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
ます。 


オン i > オフ 


オン 

AI 補正を有効 

オフ 

AI 補正を無効 



明るい照明下で映像を投写する場合でち、映像を最 
適な鮮やかさに補正しまず。 


1) ▲▼ボタンで「デイライトビュー」を 選 
択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

J 田す 

■「デイライトビュー」 個別調整画面を表おしま 
ず。 

3) ◄►ボタンで「デイライトビュー」を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 



• 「プ□ジエクターセットアップ」の r 投写方式」で、 
「U ア/床置」または 「U ア/天つり」を選択した 
場合、「オート」の設定はでさません。 


•プ□ジエクターの上面にをのなどを置< と、「オー 
卜」モードび正常に動作しない場合びありまず。 


システムセレクター 


本機は入力信号を自動判別しまずび、不安定な信号を 
入力する場合は、手動でシステム方式を設定しまず。 
入力信号に合ったシステム方式を設定してください。 

1) ▲▼ボタンで「システムセレクター」を 
選択する 

2) 〈ENTER〉 ボタンを押す 

3) ▲▼ボタンでシステム方式を選択する 

4) 〈ENTER) ボタンを巧してミ夫定する 


■ VIDEO/S-VIDEO 端テ入力信号 

才ート、 NTSC、NTSC4.43. PAL、PAL-M' 
PAL-N、SECAM、PAL60 から選択しまず。 


お願い 


■通常は「オート」に設定してください。 

• それぞれのテレビの信号方式に設定を切り換えて 
ください。日本国内では NTSC の信号方式び使わ 
れていまず。 


お知らせ 


•「才ート」は、 NTSC、NTSC4.43. PA し 
PAL-M、PAL-N、SECAM、PAL60 の中から自 
動的に判別しまず。 

■ RGB 1 /RGB2 端子入力信号 

■ 480し已76し已7日 P 人力日寺 
RGB、 YCbCr から選択しまず。 

■ VGA60、480p 入力時 

VGA 日0、 480p、480pRGB から選択しまず。 
• 上記!;!外の動画信号入力時 
RGB、 YPbPr から選択しまず。 


お知らせ 


•巧応ずる信号については、『対応信号リスト』 
(0^87 ページ）を参照してください。 

■ DVI-D 端子入力信号 

• 480p、 已7曰 P 人力時 
RGB、 YCbCr から選択しまず。 

• 上記 L ソ外の動画信号入力時 
RGB、 YPbPr から選択しまず。 


お知らせ 


• 対応ずる信号については、『対応信号リスト』 
(0^87 ページ）を参照してください。 

•接続ずる一部の機器では、正常に動作しない場合 
びあ0まず。 

■ HDMI 端子入力信号 

■ 480p、 已7日 P 人力時 
オート、 RGB、 YCbCr から還択しまず。 

• 上記 LU 外の動画信号入力時 
才 一K RGB、 YPbPr から還おしまず。 


お知らせ 


• 巧応ずる信号については、『対応信号 U スト』 
№ 87 ページ）を参照してください。 

•接続ずる一部の機器では、正常に動作しない場合 
びありまず。 
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「映像」について （つづき) 


sRGB に準拠した映像にずる 
には 


sRGB とは 、 IEC (International Electrotechnical 
Commission ) で定められた色再現国際規格 
( IEC 61 966-2-1) でず。 

sRGB に準拠した、よ0巧実な色を再現させたい場 
合は、下記の手順で設定を行いまず。 

1) 「カラーマッチング」と r カラーコレクショ 
ン」の調壁を「オフ」に設定ずる 

•『カラーマッチング』 （1^ 已2ぺージ)、『カラー 
コレクション』已3ページ）を参照してく 
ださい。 

2) 「映像」メニューを表示ずる 

•『「映像」について』 （1^4] ページ）を参照し 
てください。 

3) ▲▼ボタンで「映像モード」を選択ずる 

4) ◄ ►ボタンで「ナチュラル」に設定ずる 
已）▲▼ボタンで r 色の濃さ」を選択ずる 

6) リモコンの 〈DEFAULT〉 ボタンを押し、 
工場出荷値にする 

7) r 色あい」 r 色温度設定」も、手順已）〜巨) 
にしたびって工場出荷値にする 


お知らせ 


• RGB 信号入力時のみ、 sRGB に対応しまず。 
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r 位置調整」について 


『メニュー画面の操作方法』 （ D ^38 ぺージ）① 
メインメニューか5 r 位置調整 J を選び、 
サブメニューか51 頁目を選んでください。 

• 項目を選んだら ◄ ►▲▼ボタンで調整してくだ 
さい。 


リモコン 


MblMU KtIUKN ' 


FR なな 

口 

DEFAULT 

口 


が 


AV MUTE 

■a 


ps 体操作部 I 

回©因 

因© 


AUTO 

SETUP 


シフト 


本機とスク1」ーンの関係位置び正しく設置された状 
態で、スク U —ンに投写された映像位置びずれてい 
る場合に、上下左ちに映像位置を移動しまず。 

1) ▲▼ボタンで「シフト」を選択ずる 

2) 〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

■「シフト」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼イ►ボタンで位置調整する 

■垂直位置（上下）調整の場合 


■水平位置（左ち）調壁の場合 


操作 


>ボタンを巧ず 


I ボタンを巧ず 


変化内容 


映像位置びち 
へ移動しまず 


映像位置び左 
へ移動しまず 





アスペクト 


映像の織横比（アスペクト比）を切り換えまず。 

「スク U —ン設定」で選択したスク U —ン範囲でアス 
ぺクトを切り換えまず。「スク U —ン設定」を先に設 
定してください。 （0^ 已3ページ） 

1) ▲▼ボタンで「アスペクト」を選択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧ホ 

• 「アスペクト」 個別調整画面を表おしまず。 

3) イ►ボタンで「アスペクト」を切り換 
える 

♦ボタンを押すごとに、下図のように切り換わり 
ます。 


VID オート 


標準 


才—卜 


S 1 オート 


VID 才ート（優先）， 


HV フィット 


等倍 


16:9 


V フィット 


H フイツト 


4:3 


ホ]: VIDEO 、 S-VIDEO ( NTSC ) 入力時のみ 
ホ2: RGB ]、 RGBS (48 日し480 p ) 入力日寺のみ 
ホ 3: S-VIDEO ( NTSC ) 入力時のみ 

■標準 

入力信号のアスぺクト比のまま表おしまず。 

■ VID 才ート 

映像信号に組み入れられたビデオの （ VID ) を識 
別し、4 : 3、16 :日の画面サイズを自動的に切 
り換えて表おしまず。 NTSC 信号入力時に有効で 
す。 

■才ート 

映像信号に組み入れられたビデオの （ VID ) を識 
別し、4 : 3、16 :日の画面サイズを自動的に切 
り換えて表おしまず。 480 i /480 p 信号入力時に 
有効でず。 

■ S1 才ート 

S 1 信号を識別し、4:3、16 : 9の画面サイズ 
を自動的に切り換えて表おしまず。 S - VIDEO © 
NTSC 信号入力時に有効でず。 
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r 位置調整」について（っづき) 


■ VID 才ート（優先） 

VID 、 S ] 信号を識別し、 VID を検出した場合は 
VID に従い、 VID を検出しない場合は S ] 信号に 
従って4 : 3、16 ： 9の画面サイズを自動的に切 
り換えて表おしまず。 S - VIDEO の NTSC 信号入 
力時に有効でず。 

■等倍 

入力信号の解像度のまま表おしまず。 

■ 16:9 

標準信号入力時’ 4 は、アスぺクト比を ] 6 :日に 
変換して表おします。ワイド信号入力時’5は、入 
カアスぺクト比のまま表おしまず。 

■ 4:3 

標準信号入力時’ 4 は、入カアスぺクト比のまま表 
おします。ワイド信号入力時では、「スクリーン 
フォーマット」で「4 :引を選択している場合、 
アスぺクト比を4:3に変換して表おしまず。 
「スク U - ンフォーマット」び「4 :引じ(外の場 
合は、4:3スク U —ンに収まるように入カアス 
ぺクト比のまま縮ルして表おしまず。 

"フィット 

「スク U - ンフォーマット」で選択したスク U - 
ン範囲の幅をずべて使って表おしまず。「スクリー 
ンフォーマット」で遇択されたスク U - ンのアス 
ぺクトよりち縦長のアスぺクト比を持つ信号は、 
画像の下び切れて表示されまず。 

■V フィット 

「スク U - ンフォーマット」で選択したスク U - 
ン範囲の高さをずべて使って表おしまず。 

■ HV フィット 

「スク U - ンフォーマット」で選択したスク U - 
ン範囲全体に映像を表おしまず。入力信号とスク 
U —ン範囲のアスペクト比び異なる場合は、「ス 
ク U —ンフォーマット」で選択されたスクリーン 
のアスぺクトに変換して表示しまず。 

*4: 標準信号入力時とは、アスぺクト比4 : 3、 

已： 4の入力信号でず。 

* 已：ワイド信号入力時とは、アスぺクト比1日：10、 
1己：日、1已：日、 ] 已：] 0の入力信号でず。 


お知らせ 


• 入力信号によっては還おでさないアスぺクトモー 
ドびありまず。 NTSC 信号の場合、標準は選択で 
さません。 

•入力信号と異なるアスペクト比を還択ずると、才 
U ジナルの映像と見え方に差びでまず。この点に 
を意して、アスペクト比を選択してください。 

•本機を営利目的、または公衆に視聴させることを 
目的として、喫茶店、ホテル等において、アスぺ 
クト調整、ズーム機能を利用して、画面の圧縮や 
弓 I さ伸ばし等を行ラと、著作権法上で保護されて 
いる著作者の権利を侵害ずるおそれびありまずの 
で、を意してください。 

•ワイド画面ではない従来（通常）の4 : 3の映像 
をワイド画面で投写ずると、周迅画像び一部見え 
な<なった0、変形した0して見えまず。制作ち 
の意図を尊重した才 U ジナルの映像は、4 : 3の映 
像でご覧 < ださい。 


ズーム 


画面サイズを調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「ズーム」を選択する 

2) 〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

■「ズーム」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで「垂直」、「水平」を選択し 
◄ ►ボタンで調壁ずる 

■ 「アスペクト」①設定を r 標準」に 
している場合 


1) ▲▼ボタンで「モード」を選択する 

2) ◄►ボタンで「モード」を切り換える 


インターナル 

「スク U —ンフォーマット」で設定 
された工場出荷時のアスぺクト領域 
内でサイズをあ大しまず 

フル 

「スク U - ンフォーマット」で設定 
された表示エ U アの全領域を使って 
拡大します 


3) ▲▼ボタンで「連動」を選択ずる 


調整と設定 
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r 位置調整」について（っづき) 


4) イ►ボタンで「連動」を切り換える 


オフ 

「垂直」と「水平」のズーム比をそ 
れぞれ設定しまず 

オン 

r 水平垂直」でズーム比を設定し 
まず 

垂直と水平を等倍でお大ずることび 
でさまず 


お知らせ 


• r アスペクト」で「等倍」を還おした場合、「ズーム」 
は選択でさません。 

• r アスペクト」で「標準」け外を選択した場合、「モー 
ド」は表おされません。 


:—ス 


画像のちらつさや輪郭のにじみび発生しているとさ、 
最適な画像になるよラに調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「ク□ック フェー ズ」を 選 
択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧ホ 

■「ク□ックフェーズ」 個別調整画面を表おします。 

3) イ►ボタンで調整ずる 

■調整値は、〇〜 3] まで変化しまず。ノイズび 
少なくなるよラに調整してください。 


お知らせ 


’信号によって調整でさない場合びありまず。 
入力しているコンピューターの出力び不安定であ 
ると最適値びない場合びありまず。 

’総ドット数びずれていると最適値びない場合びあ 
りまず。 

’「ク□ックフェーズ」を調整ずることびできるの 
は、 RGB 1、 RGB 2 入力で信号を入力した場合の 
みです。 

’デジタル信号入力時は調整ずることびでさません。 


台お補正 


本機を傾けて設置したり、スク U —ンび傾いていた 
りしている場合に発生ずる台形ひずみを補正しまず。 

1) ▲▼ボタンで r 台形補正」を選択する 

2) (ENTER) ボタンを巧す 

3) 調整する項目を選ぶ 

4) イ►ボタンで調整する 

■台お補正 






■サブ台お補正 




U ニア U テイ 


お知5せ 


r 台形補正」を設定した場合、メニューや□ゴ、セ 
キュ U テイメッセージのテキストびスク U —ンか 
らはみ出る場合びありまず。 

「台お補正」は、縱方向の傾さに巧して±40度ま 
で補正でさまず。ただし、補正量び大さ<なれば 
なるほど画質び劣化し、フォーカスび合いにくく 
なりまず。でさるだけ補正量びかなくなるよラに 
設置して < ださい。 

r 台形補正」を行ラと、画面サイズを変化しまず。 
レンズシフトの位置によっては、台形ひずみび発 
生します。 

補正量、レンズズーム量によっては、画面サイズ 
の縦横比びずれる場合びありまず。 
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r アドバンスドメニュー」について 


『メニュー画面の操作方法』0^38ぺージ）① 
メインメニューか5「アドバンスドメニュー」を 
選び、サブメニューか51 頁目を選んでください。 

•項目を選んだら◄►▲▼ボタンで調整して<だ 
さい。 


I 」モコン！ 

MENU RETURN 

翁 

卜が口 ^****®®®***^)；" MUTE 

ロ ロ 

DEFAULT i EC01 

口 己 


体操作部] 

3图© 
回©因 
因© 


ブランキング 


デジタルシネマリアリティー 


PAL (または SECAM ) の已 76 i イ言号や NTSC の 
4801イ言号、および1080/已〇し ] 080/己 Oi イ言号 
び入力されたとさ、シネマ処理をして垂直解像度を 
さらに上げ、画質を向上させまず。 

1) ▲▼ボタンで「デジタルシネマリアリ 
ティー」を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
Jffl す 

• r デジタルシネマリア U ティー」 個別調整画面 

を表术します。 

3) ◄►ボタンで「デジタルシネマリアリ 
ティー」を切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


才—卜 


オフ 


吕已 P 固定（已7已し1080/已 Oi 信号人力時） 
30 p 固定 （480 し1080/巨 Oi 信号入力時） 


才ート 

自動検出し、シネマ処理をずる 
(工場出荷設定値） 

オフ 

シネマ処理をしない 

吕已 P 固定 

已7己 i または] 080/已 Oi イ言号び； 
入力されたとさ強制シネマ処理 
(2 : 2プルダウン）になる 

30 p 固定 

480 i または] 080/日 Oi 信号び 
入力されたとさ強制シネマ処理 
(2 : 2プルダウン）になる 


お知5せ 


• 「デジタルシネマリアリティー」では、2 : 2でプ 
ルダウンされた信号じ(外を「2已 P 固定」または、 
「30 p 固定」に設定ずると、画質び劣化しまず。（重 
直解像度び悪くなりまず。） 


ビデオデッキなどの映像巧写時、画面端にノイズびで 
ている場合や、スク U —ンから画像びねずかにはみ 
出している場合などにブランキング幅を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「ブランキング」を選択 
する 

2) (ENTER) ボタンを押す 

■「ブランキング」 調整画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで調整項目を選択する 

4) ◄ ►ボタンでブランキング調整する 

• 下記の範囲で変化しまず。 

PT - DZ 已70の場合 

左ち0〜日已日、上下〇〜已日日 

PT - DW 已30の場合 

左ち〇〜日39、上下0~3日日 

PT - DX 已 QQ の場合 

左ち0〜已]1、上下0~383 


画面上側ブランキング補正（上）①場合 


◄ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び上へ移動し、 
►ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び下へ移動ずる 



画面下側ブランキング補正（下）①場合 


►ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び上へ移動し、 
◄ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び下へ移動ずる 



画面左側ブランキング補正（左）①場合 


►ボタンを巧ずとブラン 
キング幅びちへ移動し、 
◄ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び左へ移動ずる 



画面ち側ブランキング補正（ち）①場合 


◄ボタンを巧ずとブラン 
キング幅びちへ移動し、 
►ボタンを巧ずとブラン 
キング幅び左へ移動ずる 
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L —」について（つづき) 


入力解像度 


画面のちらつさや輪郭のにじみび発生しているとさ、 
最適な画像になるよラに調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで r 入力解像度」を選択する 

2) (ENTER) ボタンを巧す 

■「入力解像度」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで r 総ドット数」、 r 表示ドッ 
卜数」、 r 総ライン数」または r 表示ライ 
ン数」を選択し、 ◄ ►ボタンで調整する 

• 各項目には入力した信号に応じた数値び自動的 
に表示されまず。画面に縱搞や画面欠けび発生 
ずる場合、表おされた数値を上下させて画面を 
見なびら最適な点に調整してください。 


お知らせ 


• 全白信号入力では上記縦稿は発生しません。 

• 調整中に画像び乱れる場合びあ0まずび、異常で 
はありません。 

•「入力解像度」の調整びできるのは、 RGB 1、 
RGB 2 入力で RGB 信号を入力した場合のみでず。 


クランプ位置 


映像の黒部分びつぶれている場合や、緑色になって 
いる場合に最良点に調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「クランプ位置」を選択 
ずる 

2) イ►ボタンで調整する 

• 調整値は]〜2已已まで変化しまず。 

• クランプ位置調藝の最適値 

黒部分びつぶれている場合： 

黒部分のつぶれび最ち改善ずる点び最適値 
です。 

黒部分び緑色になっている場合： 

緑色部分び黒 くなり つぶれび改善ずる点び最適 
値です。 


お知5せ 


•「クランプ位置」の調整びできるのは、 RGB 1、 
RGB 2 入力で信号を入力した場合のみでず。 

• 信号によって調整でさない場合びありまず。 


フレームレスポンス 


1080/60し1080/已〇し ] 080 /24 sF イ言号が； 
入力されたとさ、映像処理を簡略化ずることにより、 
映像のフレーム遅延を短くします。 

1) ▲▼ボタンで「フレームレスポンス」を 
選択する 

2) イ►ボタンで「フレームレスポンス」を 
切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


通常 < - ► 高速 


通常 

画質を優先ずる設定でず 

高速 

時間のズレを抑制ずる設定でず 


お知らせ 


• 「通常」遇択時の方び、高画質の映像びご覧いただ 
けまず。 

•「ノイズリダクション」の設定び r 1」、「2」または「3」 
の場合は、「フレームレスポンス」機能は使用でき 
ません。 



入力された映像び表示可能エ U ァ全体を使用してい 
ない場合、映像を表示ェ U ア内で任意の位置に移動 
しまず。 


1) ▲▼ボタンで「ラスターポジション」を 
選択する 

2) (ENTER) ボタンを巧す 

•「ラスターポジション」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼イ►ボタンで位置調整する 


調壁と設定 


50 






























r 表示言語 （ LANGUAGE )」 について 


『メニュー画面の操作方法』0^38ぺージ）① 
メインメニューか5 r 表示言語 （ LANGUAG 口 J 
を選び、サブメニューを表示させまず。 

• ▲▼ボタンで選び、 〈 ENTER 〉 ボタンで言語の 
設定をしてください。 


リモコン 


〇 

1 


心凌 

FREEZr^^^^VMLTE 

ロ ロ 

default Teco i 

口芭 


体操作部] 

3图© 
因 0) 囚 
因© 


表示言語を切り換える 


オンスク1」ーンの表示言語を切り換えまず。 


I 表示貢語 （ LANGUAGE) 



切り換えた言語で各種メニューや設定、調整画面、 
操作ボタン名などび表示されまず。 

英語、ドイツ語、フランス語、スペイン語、イタ 
U ア語、日本語、中国語、□シア語、韓国語の切 
り換えびでさまず。 


お知5せ 


本機は、日本語でオンスク U —ン表示ずるように 
設定されていまず。（工場出荷時） 


調整と設定 
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ン」について 


『メニュー画面の操作方法』 （ D ^38 ぺージ）① 
メインメニューか5 r 表示オプション」を選び、 
サブメニューか51 頁目を選んでください。 

• 項目を選んだら ◄ ►ボタンで設定してください。 


リモコン 


MtNU 化 IUKN I 

师。’ 


FREEZt 

口 


ダの、 


AV MUTE 

DEFAULT fECdl 


ps 体操作部 I 

3園© 
回©因 
圆© 


AUTO 

SETUP 


ーマッチング 


複数のセットを同時に使ラような場合に、セット間 
の色ばらつさを補正しまず。 

1) ▲▼ボタンで「カラーマッチング」を選 
択する 

2) ◄►ボタンで「カラーマッチング」を切 
り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のように切り換わり 
まず。 


オフ 


3カラーズ 


t 


測定 


7カラーズ 


オフ 

カラーマッチングの調整をしません 

3カラーズ 

「ホ」「緑」「青」の3色を調整ずる 
ことげでさます 

7カラーズ 

「ホ」「緑」「青」「シアン」 r マゼンタ」 
r イエ□一」「白」の7色を調整ずる 
ことびでさまず 

測定 

このモードについての詳細は、 
『■測定器を用いたカラーマッチン 
グ調整』このページ）をご覧< 
ださい 


■手順 2) で「3カラーズ」または 
「7カラーズ」を選択した場合 

3) 〈ENTER〉 ボタンを押ず 

■ 「3 カラー ズ」 または「7 カラー ズ」 画面を表 

术しよ9 〇 

4) ▲▼ボタンで r ホ」 r 緑」「青」（「7カラー 
刀の場 S ホ、 r ホ」 r 緑」情」「シアン」「マ 
ゼンタ」「イエ□一」「白」）を選択する 


已） 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

•「3カラーズ：赤」、「3カラーズ：緑」、 

「3カラータ： 青」 または「3カラーズ： 白」※ 

画面を表おしまず。 

「7カラー ズ」 の場合は、「7カラーズ： 赤」、 

「7カラーズ:緑」、「7カラーズ:青」、「7カラー 
ズ: シアン」、 「7カラーズ:マ ゼンタ」、 「7 カラー 
ス.- ^エ □— 」 または「7カラーズ： 白」 画面 

をを术しまず。 

•「自動テストパターン」を「オン」にずると、 
選択した色のテストパターンを表おしまず。 

※：「3カラーズ：白」はゲインのみ調整でさまず。 

6) イ►ボタンで調整する 

• 調整値は〇〜2 048 * まで変化しまず。 

※：入力信号により異なりまず。 


お知らせ 


• 調整色を補正ずる場合の動作 
調整色と同じ補正色を動かず場合： 

調整色の輝度び変化しまず。 
補正色ホを動かず場合：調整色にホを加減しまず。 
補正色緑を動かず場合：調整色に緑を加減しまず。 
補正色青を動かず場合：調整色に青を加減しまず。 
• 調整には熟練度を要しまずのでプ□ジェクターに 
関する知識のある方またはサービスマンの方び調 
整を行ってください。 

•各調整項目はずべて 〈DEFAULT〉 ボタンを巧ず 
と工場出荷値に戻ずことびでさまず。 
•「カラーマッチング」の調整を「オフ」じ(外に設定 
した場合、「色温度設定」は「ユーヴー」固定にな 
りまず。 

■測定器を用いたカラーマッチング 
調整 

色度座標と輝度び測定でさる色彩色度計を用いて 
「ホ」「緑」情」「シアン」「マゼンタ」 r イ王□-」 r 白」 
の色をお好みの色に変更ずることびでさまず。 

♦現在の輝度と色度座標を入力する 

1) ▲▼ボタンで「カラーマッチング」 

を選択する 

2) ◄ ►ボタンで「測定」を選択する 

3) 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

• 「カラーマッチング：測定」画面を表示し 

よ9 〇 

4) ▲▼ボタンで r 測定データ」を選択 
ずる 

已） 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

•「測定データ」 画面を表示しまず。 

巨）色彩色度計で輝度 （Y) と色度座標 
( X 、 y ) を測定ずる 


調壁と設定 
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r 表示オプション」について（っづき) 


7) ▲▼ボタンで色を選択し、イ►ボタン 
で数値を調整ずる 

■「自動テストパターン」を「オン」にずる 
と、選択した色のテストパターンを表示し 
ます。 

8) すべての入力が終わった 5、〈 MENU > 
ボタンを巧す 

■「カラーマッチング：測定」 画面を表示し 

ます。 

•お好みの色の座標を入力する 
(「測定」のみ） 

9) ▲▼ボタンで「ターゲットデータ」 

を選択する 

10) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

■「ターゲットデータ」 画面を表おしまず。 

11) ▲▼ボタンで色を選択し、 ◄ ►ボタン 
でお好みの色の座標を入力する 

•「自動テストパターン」を「オン」にずる 
と、選択した色のテストパターンを表示し 
ます。 

12) ずべての入力び終わった 5、〈 MENU > 
ボタンを巧す 


お知5せ 


•ターゲットデータび本機の色域外の場合、正しい 
色び表示でさません。 



入力信号の方式ごとに、色の調整-登録をずること 
びでさまず。 


1) ▲▼ボタンで「カラーコレクション」を 
選択する 

2) ◄►ボタンで「カラーコレクション」を 
切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オソ n . —ザー 


オフ 

標準設定 

ユーザー 

VIDEO 、 S - VIDE 0、 RGB 、 
YPbPr / YCbCr の4つの信号方式 
ごとに「ホ」 r 緑」情」「シアン」「マ 
ゼンタ」 r イエ□一」の日色を調整し、 
登録ずることびでさまず 


■手順 2) で「ユーザー」を選択した 

+ 日 A 
柄口 

3) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

■「カラーコレクション」 画面を表おしまず。 

4) ▲▼ボタンで r 赤」 r 緑」情」「シアン」「マ 
ゼンタ」「イエロー」を選択ずる 

已）◄►ボタンで調整ずる 

• 調整値は一 30 ~+ 30まで変化しまず。 


スクリーン設定 


スク U —ンサイズを設定しまず。 

投写映像のアスぺクト変更の際に、設定したスク U — 
ンに合わせて最適な映像位置に補正しまず。ご使用 
のスク U —ンに合わせて設定してください。 

1) ▲▼ボタンで「スクリーン設定」を選択 
する 

2) ( ENTER ) ボタンを押ず 

■「スクリーン設定」 画面を表おしまず。 

3) ◄►ボタンで「スクリーンフ オーマット」 
を切り換える 


■ PT - DZ 570 



16 :10 W 4:3 

一 16:9 


t 

t 

■ 

PT - DW 530 



1巨 ： g i -^ 

16 :10 

■ 

PT - DX 500 



4:3 i - ► 

16:9 


4) ◄►ボタンで「スクリーン位置」を調壁 
ずる 


お知5せ 


• PT - DZ 已 70/ PT - DVV 已30で「スク U —ン 
フォーマット」び「16 : ]0」のとき、または 
PT - DX 已00で「スク U - ンフォーマット」び 
「4:3」のとき、「スク U —ン位置」は調整できま 
せん。 


調 

が 

ミ 
ミ凡 

巧 

定 
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こついて（つづき) 


波形 モニター ( PT - DZ 已70のみ) 


接続した外部機器からの入力信号を用いて波お表お 
します。映像出力（輝度）信号レベルび本機の推奨 
ずる範囲に収まっているかを確認し、調整ずること 
びでさまず。 

1) ▲▼ボタンで r 波形モニター」を選択 
ずる 

2) イ►ボタンで r 波形モニター」機能を切 
り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オフ ( » オン 


3) < MENU > ボタンを2回押してメニュ ー 
画面を消ず 

4) ▲▼ボタンで任意の横ラインを選択ずる 

• 波形モニターのみを表示しているとさ、 
〈 ENTER 〉 ボタンを巧ずごとに下図のように切 
り換わりまず。 


Y (輝度） 


R (航 

t 


i 

B 情） 


G (獄 

■波形を調壁ずる 


市販の調整用ディスクなどの輝度調整用信号 

(0 % [0 IRE または7.已旧曰〜100 % [100旧曰） 

を投写し、調整を行いまず。 



画面位置 


♦輝度の調整 

1) 波形モニターの 「Y (輝度)」を選択する 

2) 黒レベルを調整する 

•オンスク U - ンメニュー「映像」の「黒レベル」 
で、映像信号の黒レベル0 %を波形モニター 
の0 %の位置に調整しまず。 

3) 白レベルを調整する 

•オンスク U - ンメニュー「映像」の「ピクチャー」 
で、映像信号の白レベル] 00 %を波おモニ 
ターの] 00 %の位置に調整しまず。 

♦ホ、緑、青の調整 

1) r 色温度設定」を「ユーザー」にする （0^42 

ぺージ） 

2) 波形モニターの 「R (ホ)」を選択する 

3) ホの暗部を調整する 

•「ホワイトバランスな」の「ホ」で、映像信号 
の黒レベル0 %を波形 モニターの 0 %の位置 
に調整しまず。 （1^42 ページ） 

4) ホの明部を調整する 

•「ホワイトバランス高」の「ホ」で、映像信号 
の白レベル] 00 %を波形モニターの] 00 % 
の位置に調整しまず。 （1^42 ページ） 

已）「ホ」の手順と同様に r 緑」、情」の調整 

をずる 


お知らせ 


• DVI - D 信号、 HDMI 信号の場合は rOVI 信号レベル」 
「 HDMI 信号レベル」の設定び正しいことを、黒レ 
ベル調整より先に確認してください。 

■波形モニターの表示に台形補正はかか0ません。 
•オンスク U —ン表示び非表示（オフ）のとさは波 
形モニターち表示されません。 （1^38 ページ） 
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1280 X 960、 1 
1600 X 1 200、 
です） 


標準 

一 

ワイド 

一 

ユーザー 


標準 


画像アスぺクトび4 : 3、曰： 4の 
信号を受像する場合（対応解像度は、 
640 X 400、640 X 480、 

800 X 600、832 X 624、 

960 X 720、1024 X 768、 

11已2 X 864、11已2 X 870、 


入力自動セツトアツつ 


オートセットアップの自動実行を設定します。 

会議などで未登録の信号を頻繁に入力ずる場合、そ 
の都度リモコンの 〈AUTO SETUP ) ボタンを巧さ 
な<てち画面表示位置や信号レベルを自動で調整ず 
ることびでさまず。 

1) ▲▼ボタンで r 入力自動セットアップ」 

を選択する 

2) イ►ボタンで r 入力自動セットアップ」 

を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オフ { > オン 


オフ 

入力自動セットアップ機能をオフに 
します 

オン 

未登録の信号び入力された場合、自 
動でオートセットアップを行いまず 


自動調整 


特殊な信号や横長 （1 日：日等）の信号を調整ずると 
さに設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「自動調整」を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

•「自動調壁」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで「モード」を選択する 

4) ◄►ボタンで「モード」を切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オフ 

自動調整を行いません 

オン 

オートセットアップ実行時に画面の 
位置、サイズを調整しまず 


■信号レベルを自動で調壁ずる場合 


1. 手順 3) で r 信号レベル自動調整」を選 
択する 

2. ◄ ►ボタンで r 信号レベル自動調整」を 
切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
ふ苗 0 


オフ i > オン 


オフ 

自動調整を行いません 

オン 

オートセットアップ実行時に黒レべ 
ル（オンスク U - ンメニュー「黒レ 
ベル」）と白レベル（オンスク U - 
ンメニュー「ピクチャー」）を調整 
します 


お知5せ 


• r 信号レベル自動調整」は白と黒びはっさりした静 
止映像を入力しないと正し<動作しないことびあ 
りまず。 


r 表示オプション」について（っづき) 


ワイド 

画像アスぺクトびワイドの信号を受 
像する場合（対応解像度は、 

720 X 400、848 X 480、 

1280 X 720、1024 X 600、 

1120 X 7日0、1440 X 900、 

1680 X 1日已日です） 

ユーザー 

特殊な水平解像度（表示ドット数） 

の信号を受像ずる場合 


己） r ユーザー」を選択した場合は▲▼ボタン 
で r 表示ドット数」を選択し、◄►ボタン 
で信号源の水平解像度を設定ずる 

巨） 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

■自動調整を実行しまず。自動調整中は「実行 
中」と表示されます。終了ずると入力画面に戻 
りまず。 

■位置を自動で調碧ずる場合 

1. 手順 3) で r 位置自動調整」を選択ずる 

2. ◄ ►ボタンで r 位置自動調壁」を切り換 
无る 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オフ i » オン 


〇 

2 〇 
〇1 

IX 

X 〇 

日〇 

8 

2 


4 
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EDID 3 

動画系、静止画系の映像信号を自動 
的に切り換えて投写しまず 

EDID 1 

動画系の映像信号を出力ずる外部 
機器 （ DVD プレーヤーなど）び 
DVI-D IN に接続されているとさに 
をに選択しまず 

EDID 2 : PC 

静止画系の映像信号を出力ずる外 
部機器（コンピューターなど）び 
DVI-D IN に接続されているとさに 
をに還択しまず 


こついて（つづき) 


RGB IN (RGB 信号入力時のみ対応） 


同期信号入力の入カインピーダンスを切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで 「 RG 己 IN 」 を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

•「 RG 日 IN 」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで 「 RGBl 同期信号終端抵抗」 
または 「 RGB 2 同期信号終端抵抗」を選 
択する 

4) ◄►ボタンで切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


ほ 


局 


ほ 

入カインピーダンスを「低」にしまず 

局 

入カインピーダンスを「高」にしまず 


DVI-D 


本機と外部機器とを DVI で接続しているときに正常 
な映像び映らない場合に設定を切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで 「 DVI - DIN 」 を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

•「 DVI-D IN 」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで 「DVI EDID 」 を選択する 

4) イ►ボタンで 「DVI EDID 」 を切り換え 


る 


ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


EDID 3 


EDID 1 


EDID 吕 ： PC 


已）▲▼ボタンで 「 DVI 信号レベル」を選択 
ずる 

6) ◄►ボタンで 「 DVI 信号レベル」を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


0- 吕已己 ： PC 


1巨-吕3已 


0-2 已已 ： PC 

外部機器（コンピューターなど）び 
DVI 端モ出力で接続している場合な 
どで選択します 

1 6-23 已 

外部機器 (DVD プレーヤーなど） 

び HDMI 端モ出力で変換ケーブル 
などを使用し接続している場合など 
で還択しまず 


お知らせ 


I 最適な設定は、接続ずる外部機器の出力設定によつ 
て異なりまず。外部機器の出力については、外部 
機器の取扱説明書などをご覧ください。 

I 設定を変更ずるとプラグアンドプレイ用のデータ 
び変更されまず。プラグアンドプレイ対応可能な 
解像度は『対応信号リスト』 （ D ^87 ページ）をご 
確認ください。 


HDMI IN 


本機と外部機器とを HDMI で接続しているときに正 
常な映像び映らない場合は、設定を切り換えてくだ 
さい。 

1) ▲▼ボタンで 「HDMI IN 」 を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

•「HDMI IN 」 画面を表おしまず。 

3) ◄►ボタンで 「 HDMI 信号レベル」を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
9 〇 


0-1023 


已 4-940 


0-1023 


外部機器（コンピューターなど）の 
DVI 端モ出力を、変換ケーブルなど 
を使用して HDMI IN に接続してい 
る場合などに還択しまず 


64-940 


外部機器 (DVD プレーヤーなど） 

の HDMI 端モ出力を HDMI IN に接 
続している場合などに選択しまず 
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r 表示オプション」について（つづき) 


お知5せ 


•最適な設定は、接続ずる外部機器の出力設定によつ 
て異なりまず。外部機器の出力については、外部 
機器の取扱説明書などをご覧ください。 

• HDMI 信号レベルの表おは、入力び30 bit 時の表 
おとしていまず。 


オンスクリーン表示 


スク U —ン表おを設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「オンスクリーン表示」を 
選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• r オンスクリーン表示」画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、イ►ボタンで 
切り換える 


■ OSD 位置 

オンスク U —ンメニュー （0 SD ) の位置を設定し 
ます。 



■ OSD デザイン 

オンスク U - ンメニュー （0 SD ) の色を設定しま 
す。 


1:黄色 


吕：青色 

t 

t 

已：茶色 


3 :白色 

t 

t 

已：桃色 


4 :緑色 


■ OSD メモリー 

オンスク U - ンメニュー (0 SD ) の力ーソルの位 
置の保持巧態を設定しまず。 



•「オン」に設定している場合でち、本体の主電源 
〈MAIN POWER ) スイッチを「切」にずると、力一 
ソル位置は保持されません。 


■入カガイド 

INPUT SELECT (〈RGB ] 〉、 〈 RGB 2〉、〈 DVI - D 〉、 
〈 VIDEO / S - VIDEO 〉、〈 NETWORK 〉、〈 HDMI 〉） 
ボタンを巧したとさに、入カガイド（入力端モ名、 
信号名、メモ U —番号、ネットワーク情報）を表 
おずるかどラかを設定しまず。 


オン < > オフ 


■警告メッセージ 

警告メッセージの表示を設定しまず。 


オン i > オフ 


ク□ーズドキャプション設定 

( NTSC 、 己2己 i (4800 人力日寺のみ） 


ク□ーズドキャプションを設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「ク□ーズドキャプション 
設定」を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

■「ク□ーズドキャプション設定」画面を表示し 

まず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、イ►ボタンで 
切り換える 

■ク□ーズドキャプション 

ク□ーズドキャプションを表示ずるかどラかを設 
定しまず。 

オフ M >「 オン 


■モード 

ク□ーズドキヤプシヨンのモードを設定しまず。 


CC 1 


CC 2 

t 

t 

CC 4 


CC 3 


お知5せ 


■ク□ーズドキャプションは、をに北米で使用され 
ている映像信号の文字情報を表示ずる機能でず。 
接続ずる機器や再生ずるソフトによってはキャプ 
ションび表示でさません。 

• NTSC 、 已2团 (4800 信号び入力されている場 
合にのみ「ク□ーズドキャプション」を選択でさ 
よ9 〇 

• 選択したモードのク□ーズドキャプション信号び 
入力された場合、セキュ U ティメッセージ（セ 
キュ1」ティのテキストと□ゴ）は表示されません。 
(献 7] ページ） 

• 「台形補正」の補正量び大さい場合、文字び欠ける 
場合びありまず。 

•メニュー画面表示中は、ク□ーズドキャプション 
は表示されません。 
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こついて（つづき） 


ックカラー 


信号び入力されていないとさの投写画面の色を設定 
します。 

1) ▲▼ボタンで r バックカラー」を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで「バックカラー」を切り換 
える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


サブメモリーー! 


ブルー 


ブラック 


□ゴ吕 


□ゴ 1 


ブルー 

投写画面全体に青色を表お 

ブラック 

投写画面全体に黒色を表お 

□ゴ 1 

投写画面にユーヴーげ登録した画像 
を表おします 

□コ .2 

投写画面に Panasonic □ゴを表お 
しまず 


お知5せ 


‘ r □ゴ1」の画像作成には、付属の CD - ROM に収 
録されている『□ゴ転送ソフトウェア』を使巧し 
ます。 


スタートアップ□ゴ 


電源を入れたとさの□ゴ表示を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「スタートアップ□ゴ」を 
選択する 

2) イ►ボタンで「スタートアップ□ゴ」を 
切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


□ゴ吕 

一 

なし 

一 

□ゴ 1 

t 



t 


□ゴ吕 

Panasonic 口づ'を表おしまず 

なし 

スタートアツプ□ゴ表示を無効にし 
まず 

□ゴ 1 

ユーヴーが琶録した画像を表示しま 
す 


お知らせ 


• にゴ1」の画像作成には、付属の CD - ROM に収 
録されている『□ゴ転送ソフトウェア』を使用し 
ます。 

•スタートアップ□ゴは、約]已秒で消えまず。 


本機は同期信号源の周波数や形態により同一信号と 
判断した場合でち画像調整データを複数登録でさる 
サブメモ U —機能を持っていまず。 

同一信号源によるアスぺクト切り換えやホワイトバ 
ランス等、画質調整び必要な場合にご使用ください。 
サブメモ U —には画面アスペクト比、「映像」項目で 
調整したデータ （ r ピクチャー」、「黒レベル」等）など、 
信号ごとに調整でさるデータずベてを含みまず。 

■サブメモリーへの登録方法 

。▲▼ボタンで「ヴブメモリ—覧」を選 
択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• サブメモ U —び登録されていない場合はサブメ 
モ U —登録確認画面を表おしまず。 

• 現在入力している信号に巧して登録されている 
サブメモ1」一の一覧び表おされまず。 

•通常画面（メニューび表示されていない状態） 
のとさに、◄►ボタンを巧ずことでを r サブメ 
モ U —一覧」び表示でさまず。 

2) r サブメモリーー覧」において◄►ボ 
タンで登録ずるサブメモリー番号を選択 
ずる 

3) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•「登録信号 名 変更」画面を表おしまず。 

4) ( ENTER ) ボタンを巧ず 


お知らせ 


• 登録信号の名前を変更ずる場合は、『登録信号の名 
前の変更』 （1^ 日日ページ）の手順4)、已）を行つ 
て < ださい。 

■サブメモリーへの切り換え方法 

1) ▲▼ボタンで「サブメモリーー覧」を選 
択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• 現在入力している信号に巧して登録されている 
サブメモ U —の一覧び表示されまず。 

2) r サブメモリーー覧」において◄►ボ 
タンで切り換える信号を選択ずる 

3) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

•手順 2) で選択した信号に切り換わりまず。 

■サブメモリーの削除方法 

「登録 信号 一覧」または 「サブメモリーー 覧」画 

面で 〈 DEFAULT 〉 ボタンを押ずことにより、現 
在遇択されているサブメモ U —び削除されまず。 
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r 表示オプション」について（つづき) 


—ズ 


外部機器の再生に関係な<、一時的に投写映像を静 
止させ、音声を止めます。 

1) ▲▼ボタンで「フリーズ」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

•〈 RETURN 〉 ボタンを巧ずと解除されまず。 


巨 


画面 （ PT - DZ 570、 PT - DW 己30のみ） 


メイン画面中に別のノ」\さなサブ画面を配置ずること 
で、2つの映像を同時に巧写ずることびでさまず。 

1) ▲▼ボタンで「2画面」を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• 2 画面表おにな0まず。 

3) < MENU > ボタンを押ず 

• r 吕画面」 画面を表おしまず。 

4) ▲▼ボタンで各項目を選択ずる 


吕画面モード 


メイン入力 


吕画面オフ 


サブ入力 


吕画面 
モード 


メイン 

入力 


サブ 

入力 


2画面の表示パターンを「モード1」 

〜「モード4」の中から還おしまず 
• 手順 4) でに画面モード」を選択後、 
◄ ►ボタンで「モード]」〜「モード4」 
のさモードに切り換えまず 


メイン入力として表示ずる入力端テを 
設定します 

■手順 4) で「メイン入力」を還お 
後、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧し、 
ボタンで 「 VIDEO 」、 rS - VIDEOJ . 
「 RGBl 」、 rRGB 2」、「 DVI - D 」、 
「 HDMI 」、「 NETWORK 」 から選択し 
て 〈 ENTER 〉 ボタンで決定しまず 


サブ入力として表おする入力端モを設 
定します 

■手順 4) で「サブ入力」を還お 
後、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧し、 
ボタンで 「 VIDEO 」、 rS - VIDEOJ . 
「 RGBl 」、 rRGB 2」、「 DVI - D 」、 
「 HDMI 」、「 NETWORK 」 から選択し 
て 〈 ENTER 〉 ボタンで決定しまず 


ク□ック フェー ズ： 

サブ入力び RGB ] または RGB 2 のと 
さ、画像のちらつさや輪郭のにじみび 
みられる場合に〇〜 3] の間で設定し 
まず 

•手順 4) で「サブ入力」を選択後、 
( ENTER ) ボタンを巧し、▲▼ボタン 
で「ク□ックフェーズ」を選択して 
◄ ►ボタンで数値を変更しまず 


2画面機能をオフにしまず 
•手順 4) で「2画面オフ」を還お後、 
〈 ENTER 〉 ボタンで決定しまず 


2画面 
オフ 


お知5せ 


• 入力されている信号および選択されている入力端 
テによっては2画面機能を使用ずることびでさ 
ません。詳しくは、『2画面表お組み合わせ一覧』 
( D ^8 日ページ）をご覧ください。 

■「映像モード」、「ガンマ選択」、「色温度設定」など 
の映像調整値はメイン入力の設定値び適用されま 
す。 

■「2画面モード」①各選択項目につ 
いて 

モード1: 

スクリーンフオーマツトの水平サイズをフルに使 
用して表おする 



■C — r ^ ' 

画面水平比率 イン画面：サブ画面を ] 巧]で 
表术する 


滅 


tr —卜 d : 

画面水平比率;イン画面：サブ画面を2対]で 
表术弓-る 




画面水平比率 イン画面：サブ画面を]対2で 
表术弓—る 
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クターセットアップ」について 


『メニュー画面の操作 方法』 （ D ^38 ぺージ）① 
メインメニューか5「プ□ジェクターセットアップ」 
を選び、サブメニューか51 頁目を選んでください。 

• 項目を選んだら ◄ ►▲▼ボタンで設定してくだ 
さい。 


广|」モコン1 げ体操作部] 



本機には ID ナンバーの設定機能びあ0、本機を複数 
台並べてご使巧の場合には、]つの U モコンで同時 
制御や個別制御びでをまず。 


1) ▲▼ボタンで「プ□ジェクターの」を選 
択する 

2) イ►ボタンで「プ□ジェクターの」を切 
り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のように切り換わり 
まず。 


才ール 


1 

♦ 

t 

6 

夺■■今 

2 


お知らせ 


• I □ナンバーは「オール」「1」〜「日」まで設定巧 
能でず。 

• ID ナンバーを指定した場合は、 U モコンの I □ナ 
ンバーを本機ののナンバーに合わせる必要びあり 
ます。 

• I □ナンバー「オール」に設定ずると、 U モコンま 
たはコンピューターで制御の際、何番を指定して 
を動作します。 

本機を複数台並べて設置ずる場合、 I □ナンバーを 
「オール」に設定していると、他の ID ナンバーを 
設定した本機と分けて制御ずることびでさな< な 
りまず。 U モコンの ID 設定の方法は『リモコンの 
ID ナンノ（一を指定ずる』（豚]日ぺージ）を参照し 
て < ださい。 
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投写方式 


本機の設置状態に合わせて、お写方式を設定しまず。 
画面表示び上下逆になったり、反転して映ったりし 
ている場合は、お写方式を変更してください。 

1) ▲▼ボタンで r 投写方式」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

■ r 投写ち式」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンでお写方式を選択する 

4) ( ENTER ) ボタンを押す 

已）確認のメッセージび表示されるので、「実 
巧」または忡山を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 


フロント/ 

巧置 

スク U —ン前方にある机の上などに 
設置ずる場合 

フロント/ 
天つり 

スク U —ン前方にある天つり金具 
(別売品）を使用して設置ずる場合 

リア/巧置 

スクリーン後方（透過式スクリーン使 
用）にある抓の上などに設置する場を 

リア/天つり 

スク U —ン後方（透過式スク U —ン 
使用）に天つり金具側売品）を使 
用して設置ずる場合 


お願い 


■ r 投写方式」を変更した場合は、 r 冷却条件」び正 
しく設定されているか確認してください。 


冷却条件 


投写ずる方向によってファンの制御を変更しまず。 

お写ずる方向に合わせ、下図を参考にして r 冷却条件」 
を正しく設定してください。誤った設定のままで使 
用ずるとランプの寿命を早める原因になりまず。 

1) ▲▼ボタンで じち却条件」を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

•「を却を件」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで;ち却条件を選択ずる 

4) ( ENTER ) ボタンを押ず 

已）確認のメッセージが表示されるので、「実 
行」または忡山を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 
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r プ□ジェクターセットアップ」について （つづき) 


高地モード 


ミ毎抜] 400 m LU 上〜2 700 m 未満の場所で使用 
する場合は、「オン」に設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「高地 モー ド」を選択する 

2) ◄►ボタンで r 高地モード」を切り換 
える 


オフ < » オン 


オフ 

通常の環境（巧抜] 400 m 未満） 

で使用する場合 

オン 

高地（巧抜] 400 m L ソ上〜 

2 700 m 未満）で使用ずる場合 


3) 確認のメッセージび表示されるので、「実 
行」または「中止」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 


お知 5 せ 


•「オン」に設定した場合、ファンの回転数び上びり、 
動作音び大さ< な0まず。 


ランプパワー 


本機のランプ電力を切り換えまず。使用環境や目的 
に合わせて設定してください。 

1) ▲▼ボタンで「ランプパワー」を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで「ランプパワー」を切り換 
无る 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


ノー "7 ル 4 —^^ ECO 


ノーマル 

高い輝度び必要なとさに設定 

ECO 

高い輝度を必要としないとさに設定 


お知 5 せ 


•「 ECO 」 の場合は、消費電力の節約、動作音の低減、 
ランプ寿命の延長を図ることびできまず。 


ECO マネージ メン 


使用状態に応じてランプ電力を最適化し、消費電力 
を低減ずる機能でず。 

1) ▲▼ボタンで 「ECO マネー ジメント」を 
選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

•「ECO マネージメント」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで ECO マネージメントを選 
択する 

4) イ►ボタンで設定を切り換える 
■省エネ設定 

「環境照度連動」、「無信号連動」、 「 AVS ユート連動」 
の3つの機能を有効にずるかどうかを設定しまず。 

1. 手順 3) で「省エネ設定」を選択ずる 

2. ◄ ►ボタンで「省エネ設定」のオン 
(有効）/オフ（無効）を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オン i > オフ 


3. ▲▼ボタンで省エネ設定の条件を選択 
する 


環境照度連動 

設置場所の明るさにより、ラン 
プ電力を調整しまず。 

お信号連動 

無信号時、ランプ電力を下げ 
ます。 

AV ミュート連動 

AV ミュート時、ランプ電力を 
下げまず。 


4. ◄ ►ボタンで、選択した条件のオン 
(有効）/オフ（無効）を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
ふ5 〇 


オン i > オフ 


お知らせ 


•じ(下の場合は「ランプパワー」び自動で低下しな 
いことびありまず。 

•「ランプパワー」を 「 ECO 」 に設定している場合 
•ランプ点灯直後や「ランプパワー」設定直後など 
の場合 

• 「省エネ」設定び「オフ」の場合、「環境照度連動」、「無 
信号連動」、 「 AV 三ユート」連動の設定はでさませ 
ん。 
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こ クターセットアップ」について （っづき) 


■無信号自動オフ 

設定時間までに入力信号びないと、自動的に本機の 
電源をスタンバイ状態にしまず。 

1. 手順 3) で r 無信号自動オフ」を選択 
ずる 

2. ◄ ►ボタンで r 無信号自動オフ」を切り 
換える 


無効 

無信号自動オフ無効 

10分〜90分 

10分間隔で設定可能 


■スタンバイモード 

スタンバイ時の電力を設定しまず。 

1. 手順 3) で「スタンバイモード」を選択 
ずる 

2. ◄►ボタンで「スタンバイモード」を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


ノーマル 


ECO 


お知らせ 


「 ECO 」 に設定した場合、スタンバイ時にネットワー 
ク機能の使用はできません。 また、 RS -232 C コ 
マンドの一部び使用でさません。電源「入」後の 
出画び「ノーマル」設定時と比べて約]0秒遅< 
なることびありまず。 

「ノーマル」に設定した場合、スタンバイ時にネッ 
トワーク機能び使用できまず。 


コマンドの実行スケジュールを曜日ごとに設定し 
ます。 

■ スケジュール機能の有効化方法 

1) ▲▼ボタンで「スケジュール」を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで「スケジュール」を切り換 
える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オン 


オフ 


お知らせ 


•「スケジュール」を「オン」に設定ずると、「スタ 
ンバイモード」の設定は強制的に「ノーマル」と 
なり設定の変更はでさなくなりまず。この状態で 
「スケジュー J レ」を「オフ」にしてを、「スタンパ' 

イモード」の設定は「ノーマル」のままでず。 

■プ□グラムの割0当て方ミ去 

1 ) r スケジュール」び「オン」のが態で 
( ENTER ) ボタンを押す 

•「スケジュール」 画面を表おしまず。 

2) 曜日ごとにプ□グラムを選択し割り当 
てる 

•▲▼ボタンで曜日を選び、イ►ボタンでプ□グ 
ラム番号を還択しまず。 

• プ□グラムは、プ□グラム番号]〜7まで設 
定でさまず。は未設定を表しまず。 

■各プ□グラムの設定方法 

1プ□グラムにつき]日コマンドまでの設定びでき 
ます。 

1) 「スケジュール」画面で、▲▼ボタンで「プ 
□グラム編集」を選択ずる 

2) イ►ボタンで設定したいプ□グラム番号 
を選択し、 ( ENTER ) ボタンを押ず 

3) ▲▼ボタンでコマンド番号を選択し、 
( ENTER ) ボタンを巧ず 

• 4 ►ボタンでページの切り換えびでさまず。 

4) ▲▼ボタンで「時刻」「コマンド」のいず 
れかを選択し、メニューの操作指示に従つ 
て設定を変更する 

• ロマンド」を選択後 〈 ENTER 〉 ボタン押ずと、 
詳細設定びでさまず。 


時刻 

コマンドを実行ずる時刻を、▲▼ボタンで 
設定しまず 


設定した時刻に実行ずるコマンドを、];! 


下のいずれかから選択しまず 


-電源オン 

-ランプパワーノーマル 


-スタンバイ 

-ランプパワー ECO 


- AV ミュートオン 

• 2画面オフ 


- AV ミュートオフ 

• 2画面モード1 

コマンド 

- RGB 1 入力 

• 2画面モード2 

- RG 目2入力 

• 2画面モード3 


.VIDE 日入力 

• 2画面モード4 


- S-VIDE 日入力 

-スタンバイ時動作宿声） 


- DVI-D 入力 

オン 


- HDMI 入力 

-スタンバイ時動作宿黄） 


- NETWORK 入力 

オフ 
• 音量 
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r プ□ジェクターセットアップ」について （っづき) 


已）▲▼ボタンで惜録」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 


お知5せ 


• ランプの短期間点滅を行ラよラな設定を登録しよ 
ラとずると、画面上にエラーメッセージび表おさ 
れまず。再度時刻とコマンドの設定を行ってくだ 
さい。 

• ずでに設定されているコマンドを削除ずる場合は、 
〈DEFAULT〉 ボタンを巧してください。 

•同じ時刻に設定されたコマンドは、コマンド番号 
の若い順に実行されまず。 

•時刻は□-カル時刻で動作しまず。日ページ) 

• 「スケジュール」で設定されたコマンドの実行前に、 
U モコンや本体操作部での操作、制御コマンドに 
よる操作を実行した場合、本機能で設定したコマ 
ンドび実行されないことびありまず。 


RS-232C 


通信条件を設定します。 

1) ▲▼ボタンで 「 RS -232 C 」 を選択ずる 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

•「RS-232C」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンを押して通信条件を選択ずる 

4) イ►ボタンを押して設定を切り換える 


お知5せ 


•『シ U アル端モについて』 （0^82 ページ）をご覧 
<ださい。 

■「エミュレート」の選択項目について 

本機のシ U アル入力端テを使用してコンピューター 
で制御ずる際に、じ(前に購入した弊社プ〇ジェクター 
の制御コマンドを使用ずる場合に設定しまず。既を 
の弊社プ□ジェクター用制御ソフトウェア等を引き 
続さ使用ずることびでさまず。 

1. 手順 3) で「王ミュレート」を選択する 

2. ( ENTER ) ボタンを巧す 

3. ▲▼ボタンで設定したい項目を選択する 


4. r 実任!または忡山を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 


• デフオルト 

DZ 己70、 DVV 己30、 
DX500 

L 730 シ U - ズ 

L 已20系、 L 720 系、 
L 730 系 

L 780 シ U - ズ 

L7 已〇系、 L 780 系 

L73 已シリーズ 

L 73 已系 

L78 已シリーズ 

し78已系 

F シ U —ズ 

F ]00 系、 FW 100 系、 
F 200 系、 F 300 系、 
FW 300 系 

LB シ U —ズ 

LB 7 已系、 LB 78 系、 
LB 80 系、 LW 80 NT 、 
LB 90 系 、 LBK し B 2、 
ST 10 


REMOTE 端テを設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで 「 REMOTE 端子モード」 

を選択する 

2) ◄►ボタンで 「 REMOTE 端子モード」 

を切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のように切り換わり 
ふ 5：^ 〇 


標準 I 一 L ュ— ザ— I 一 Lf シリ—ズ 

t _ t 


標準 

REMOTE 端テのピン配列を本機標準 
の設定で使用しまず 
(11^ 8已ページ） 

ユー ザー 

REMOTE 端テの設定を変更ずる場合 
に使用しまず 

〈ENTER〉 ボタンで2番ピンから8 
番ピンまでの設定を変更ずることびで 
さまず 

F シリーズ 

F シ U- ズ （F 100 系、 FW 100 系、 
F 200 系、 F 300 系、 FW300 系） 
互換の REMOTE 端テの設定を使用し 
まず 


REMOTE 


子モード 
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r プ□ジェクターセットアップ」について （つづき) 


調 

が 

ミ 
5 凡 
巧 

定 


ンボタン 


本体操作部の 〈FUNC1〉 ボタンまたはリモコンの 
<FUNC1> - 〈FUNC3〉 ボタンによく使ラ操作を 
割り当て、ショートカットボタンとして使用ずるこ 
とびでさまず。 

1) 本体操作部またはリモコンの 〈 MENU 〉 
ボタンを巧して、割り当てたいメニュ ー 
項目（メインメニュー、サブメニュー、 
または詳細メニュー）を表示させる 

• オンスク U- ンメニューの操作については、『メ 
ニュー画面の操作方法』をご覧ください。 

(换38ページ） 

2) 本体操作部の 〈 FUNC 1> ボタンまたは 
U モコンの 〈 FUNC 1> 〜 < FUNC 3> 
ボタンのいずれかを3秒む上巧し続ける 

♦ r フアンクションボタン」を使用しない 

+ 日 A 

柄口 

1) ▲▼ボタンで「フアンクションボタン」 

を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

■「フアンクションボタン」画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンを巧して、割り当てを解除し 
たいボタンを選択する 

4) リモコンの 〈 DEFAULT 〉 ボタンを巧す 

已）確認画面び表示されるので「実行」を選 
択し、リモコンの 〈 ENTER 〉 ボタンを 
巧す 


お知らせ 


•設定び完了ずると割り当てたメニュー項目（メイ 
ンメニュー、サブメニュー、または詳細メニュー） 
の左に 〈FUNC]〉 設定時は F1、〈FUNC2〉 設定 
時は F2、〈FUNC3〉 設定時は F3 と表示されまず。 
•本体操作部の 〈FUNC]〉 とリモコンの 〈FUNC]〉 
には同じ操作び割り当てられまず。 


ミ凡^> 

曰ドな/£ 


音声機能の詳細を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「音芦設定」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

• 「音声設定」画面を表おしまず。 

圓立 

■ 曰里 

音声出力の音量を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「音量」を選択する 

2) イ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調整節囲 

►ボタンを巧ず 

音量び大さ<なり 
まず 

最大値63 

◄ボタンを巧ず 

音量びルさくなり 
まず 

最小値日 


■バランス 

音声出力の左ちの音声バランスを調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで「バランス」を選択ずる 

2) イ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

ちの音量び大さ< 

な0まず 

L1 目〜 R1 目 

◄ボタンを巧ず 

左の音量び大さ< 

な0まず 


■スタンバイ時動作 

スタンバイ状態での音声出力を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで「スタンバイ時動作」を選 
択する 

2) イ►ボタンで r スタンバイ時動作」を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


オフ i > オン 


お知らせ 


•「ECO マネージメント」の「スタンバイモード」 
を 「ECO」 に設定しているときは、スタンバイ状 
態での音声出力はでさません。 

• 本機はスピーカーを内蔵していません。 

音声は、音声出力端テに接続した外部の音響シス 
テムから出力ずることびでさまず。 
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r プ□ジェクターセットアップ」について （っづき) 


■音声入力選択 

接続機器からの音声入力を 「AUDIO IN ]」、 「AUDIO 
IN 2 」、 「AUDIO IN 引 、 「HDMI AUDIO IN 」、 
「NETWORK AUDIO IN 」 から選択しまず。 

1) ▲▼ボタンで「音芦入力選択」を行う入 
力端子名を選択する 

2) ◄►ボタンで「音芦入力選択」を切り換 
无る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 



* 1:入力端テび HDM I のみ 
*2: 入力端テび NETWORK のみ 


AUDIO IN 1 

設定した入力端テからの映像投写時 
に AUDIO IN ] に接続した音声を出 
力しまず。 

AUDIO IN 2 

設定した入力端テからの映像投写時 
に AUDIO IN 2に接続した音声を出 
力しまず。 

AUDIO IN 3 

設定した入力端テからの映像投写時 
に AUDIO IN 3に接続した音声を出 
力しまず。 

HDMI 
AUDIO IN 

HDMI の音声を出力しまず。 

NETWORK 
AUDIO IN 

NETWORK の音声を出力しまず。 


ステータス 


本機の状態を表おします。 

1) ▲▼ボタンで「ステータス」を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

3) ◄ ►ボタンを押してページを移動ずるこ 
とびでさまず 


入力 

現在選択されている入力端テを 
表汀^します 

信号名 

入力信号名を表おしまず 

信号周波数 

入力信号の周波数を表おしまず 

プ□ジェクター 
使用時間 

プ□ジェクターの稼働時間を表 
おしまず 


ランプ※ 

• ECO : 

ランプパワー： ECO 設定時 
のランプの点な時間を表示し 
ます 

• ノーマル： 

ランプパワー：ノーマル設定 
時のランプの点灯時間を表お 
します 
• 合計： 

ランプの点な時間の合計を表 
おしまず 

吸気温度 

プ□ジてクターの吸気温度状態 
を表示します 

光学モジュール 
温度 

プ□ジてクターの内部温度状態 
を表示します 

ランプ周辺ミ品度 

プ□ジェクターのランプ周辺温 
度状態び表おされまず 

登録信号数 

登録信号数を表おしまず 

REMOTE 

ステータス 

REMOTE の制御状態を表示し 
まず 

プ□ジIクター 
タイプ 

プ□ジェクターの種類を表示し 
ます 

シリアル番号 

本機のシ U アル番号を表示し 
まず 

ランプ品番 

ランプユニットの品番を表示し 
ます 

ランプ 

シリアル番号 

ランプのシ U アル番号を表示し 
まず 

メインバージヨン 

本機のファームウェアのメイン 
バージョンを表おしまず 

サブバージョン 

本機のファームウェアのサブ 
バージョンを表おしまず 

ネットワーク 
バージヨン 

本機のネットワークバージョン 
を表示します 

エミュレート 

設定されているエ三ュレートの 
モードを表おしまず 

オンカウント 

■パワーオン： 

電源を入れた回数を表示し 
ます 

• ランプオン： 

ランプの点灯回数を表示し 
ます 


※：表おされるランプ時間は実時間でず。 

ランプ交換の目安を算出ずるには、じ(下のよラな 
換算式び必要になりまず。 

「ランプ交換の時間= -1 

ランプパワー「ノーマル」使用時間+ 

L (ランプパワー 「 ECO 」 使用時間 X 2 - 3) J 


調 

m. 

ミ 

ミ几 

巧 
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[クターセツトアップ」について （つづき) 


日付と時刻 


本機内蔵時計のタイムゾーンと曰時を設定しまず。 

■タイムゾーンの設定 

1) ▲▼ボタンで 旧付と時刻」を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

3) ▲▼ボタンで「タイムゾーン」を選択 
ずる 

4) ◄►ボタンで「タイムゾーン」を切り換 
无る 

■手動で日時を設定ずる場合 

1) ▲▼ボタンで 旧付と時刻」を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

3) ▲▼ボタンで「時刻設定」を選択ずる 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 「時刻設定」画面を表おしまず。 

已）▲▼ボタンで設定したい項目を選択し、 

◄ ►ボタンで□-カル日時を設定する 

6) ▲▼ボタンで「設定」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 

• 時刻設定び完了しまず。 

■自動で日時を設定ずる場合 

1) ▲▼ボタンで 旧付と時刻」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

3) ▲▼ボタンで「時刻設定」を選択する 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 「時刻設定」画面を表おしまず。 

已）▲▼ボタンで 「 NTP 同期」を選択し、 

◄ ►ボタンで「オン」に切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 

オフ H »[ オン 

6) ▲▼ボタンで「設定」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 

• 時刻設定び完了しまず。 


お知らせ 


• 自動で日時を設定ずるには、ネットワークへの接 
続び必要でず。 

•「 NTP 同期」を r オン」にした直後の NTP サーバー 
との同期に失敗したとさや、 NTP サーバーの設定 
びされていない状態で 「 NTP 同期」を「オン」に 
した場合、 「 NTP 同期」は「オフ」に戻りまず。 

• NTP サーノ（一の設定は Web ブラウヴから本機に 
アクセスして実行してください。（詳しくは、 

阳又扱説明書ネットワーク操作説明編』をご覧< 
ださい） 


^ユーザー データ保存 


各種設定値をプロジェクター内部のメモ U —にバッ 
クアップとして保をします。 

1) ▲▼ボタンで r 全 ユーザーデータ 保を」 

を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

•「セキュリティパスワード」 画面を表おしまず。 

3) r セキュリティパスワード」を入力ずる 

• 確認画面び表示されまず。 

4) イ►ボタンで r 実衍を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧ず 


^ユーザーデータ□—ド 


プロジェクター内部のメモ U —にバックアップとし 
て保をした各種設定値を読み込みまず。 

1) ▲▼ボタンで「全 ユー ザーデータ□- ド」 
を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•「セキュリティパスワード」 画面を表おしまず。 

3) r セキュリティパスワード」を入力ずる 

• 確認画面び表示されまず。 

4) イ►ボタンで「実行」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧ず 


お知らせ 


•実行ずると、設定値を反映させるためにプ□ジェ 
クターはスタンバイ状態になりまず。 


調壁と設定 
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r プ□ジェクターセットアップ」について （つづき) 


初期化 


各種設定値を工場出荷時の値に戻しまず。 

1) ▲▼ボタンで 「初期化」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

•「セキュリティパスワー ド」画面を表おしまず。 

3) r セキュリティパスワード」を入力する 

•「初期化」画面を表おしまず。 

4) ▲▼ボタンで初期化したい項目を選択 
ずる 


をユーザー 
了ータ 

「登録信号」、 r ネットワーク設定」气 
にメール設定」气「□ゴイメージ」 
を含めた全設定値を工場出荷時の値 
に戻しまず 

設定値を反映させるために、プロ 
ジェクターはスタンバイ状態になり 
ます 

登録信号 

入力信号ごとに保をしている設定値 
をすベて消去しまず 
登録信号の一部分だけを消去ずる場 
合は、『登録した信号を削除ずる』 
(1^ 日日ページ）を行ってください 

ネットワーク/ 
E メール 

「ネットワーク設定」气 「E メール 
設定」*を工場出荷時の値に戻します 

□ゴイメージ 

「□ゴ1」に登録された画像を工場 
出荷時の画像に戻しまず 


※：ネットワークと E メールの設定については、『取 
扱説明書ネットワーク操作説明編』（0^8、2日 
ページ）をご覧ください。 


已） 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 確認画面び表示されまず。 

6) ◄ ►ボタンで r 実巧」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 


サービスパスワード 


サービスマンび使用しまず。 


調整と設定 
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「テストパターン」について 


『メニユー画面の操作方法』 （ D ^38 ぺージ）① 
メインメこユーか5「テストパターン」を選びまず。 
• < ►ボタンで切り換えてください。 


U モコン！ 

MENU RETURN 

以り 

綺 " 


FREEZt 

口 


の， 


DEFAULT lECOI 


ps 体操作部 I 

團感 
因 


回 


AUTO 

SETUP 


因© 


テストパターン 


位置、サイズなどの調整内容はテストパターンには 
反映されません。必ず入力信号を表おさせた状態で 
各種設定を行ってください。 

!)◄ ►ボタンで各種テストパターンを切り 
換える 

■ 内蔵テストパターンの表示チャート 

◄ ►ボタンを巧ずごとに下図のよラに切り換わり 
ます。 



お知らせ 


テストパターンの表示中に 〈 MENU 〉 ボタンを巧 
すと、オンスク U —ンメニューを非表示にずるこ 
とびでさまず。 

テストパターンの画面から入力信号を表おさせた 
画面に戻る場合は、◄►ボタンで「メニュー画面+ 
入力画面」（図示の太枠部分）まで切り換えてくだ 
さい。 


調壁と設定 
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r 登録信号一覧」について 


『メニュー画面の操作方法』 （1^38 ぺージ）① 
メインメニューか5 r 登録信号一覧」を選びまず。 


广|」モコン J 本体操作部] 



■登録信号詳細 

•名前は、サブメモ U —ごとに設定可能でず。 
• メモ U - 番号： A ](1-2) 

]T 

_サブメモリー番号 

アドレス番号 （ A 1、 A 2、''' H 7、 H の 
信号び登録されている場合 


新規登録 


新規信号び入力され、 U モコンまたは本体操作部の 
〈 MENU 〉 ボタンを押ずと登録び完了し、 「メインメ 
ニュー」 画面び表示されまず。 


お知らせ 


• 本機に巧して登録できるサブメモ U —は基本信号 
を含めて日己個まででず。 

• メモ U - 番号は] 2ページ （ A 〜 L の各ページに 
8個登録び巧能）あり、空いているメモ U —の中 
で若い番号に登録されまず。メモ U —の空さびな 
し)場合はちい信号から順番に上書きされまず。 

•登録の名前は入力信号とメモ U —番号により自動 
でみ定されまず。 

• メニューび表示されている場合は、新規信号び入 
力された時点で登録び完了しまず。 


登録信号の名前の変更 


1) ▲▼イ►ボタンで詳細を表示したい信号 
を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• 「登録信号詳細」 画面を表おしまず。 
■入力信号の名前、メモ U —番号、入力端モ、周 
波数、同期信号などび表示されまず。 
•〈 RETURN 〉 ボタンまたは、 〈 MENU 〉 ボタン 
を巧ずと 「登録信号一覧」 画面に戻りまず。 

3) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

■「登録信号名変更」 画面を表おしまず。 

4) ▲▼◄►ボタンで义字を選び、 ( ENTER ) 
ボタンを押して入力する 

已）名前の変更を完了を►ボタンで 
rOKJ を選択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを 
Jffl す 

•登録び完了し 「登録信号詳細」 画面に戻りまず。 
• ▲▼イ►ボタンで 「 CANCEL 」 を選択し、 
〈 ENTER 〉 ボタンを押ずと変更した信号名は登 
録されず、自動登録された信号名のままになり 
ます。 


登録した信号を削除ずる 


1 ) ▲▼イ►ボタンで削除ずる信号を選択 
する 

2) ( DEFAULT ) ボタンを押す 

• 「登録信号削除」画面を表おしまず。 

•削除しない場合は 〈 RETURN 〉 ボタンまたは、 
〈 MENU 〉 ボタンを巧ずと「登録信号一覧」画 
面に戻0まず。 

3) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 選択した信号び削除されまず。 


調藝と設定 
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r セ丰ユリテイ」について 


調 

が 

ミ 
5凡 
巧 

定 


『メニュー画面の操作方法』 （ D ^38 ぺージ）の 
メインメニューか5「セキュリティ」を選び、 
サブメニューか51 頁目を選んでください。 

• はじめてご使用になる場合 

巧期パスワード： ▲►▼◄▲►▼◄ボタンを順 

に巧し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧してください。 
• 項目を選んだら ◄ ►▲▼ボタンで設定してくだ 
さい。 



お願い 


•「セキュリティ」 画面を表おしてから行ってくだ 
さい。 

• な前にノ（スワードを変更した場合、変更後のパス 
ワードを入力し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧してくだ 
さい。 


お知5せ 


•入力したパスワードは画面上では、 * 印で表おさ 
れます。 


セキュリティパスワード 


電源を入れたとさに 「セキュリティパスワード」 画 
面を表おさせまず。このとさ正し<パスワードを入 
力しないと、電源 (POWER ( cb / D ) ボタン 、 <AV 
MUTE ) ボタン LU 外の操作びできなくなりまず。 

1) ▲▼ボタンで「セキュリティパスワード」 
を還択する 

2) ◄►ボタンで r セキュリティパスワード」 
を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


お知らせ 


• お買い上げ時、または全ユーヴーデータの初期化 
をしたあと、パスワード設定は「オフ」になって 
います。 

■パスワードは定期的に変更し、推測されにくいち 
のにして < ださい。 

■セキュ U テイパスワードは、セキュ1」テイパスワー 
ドの設定を「オン」にしたあと、を電源 〈MAIN 
POWER ) スイッチを切ると有効になりまず。 


パスワード変更 


セキュ U テイパスワードを変更しまず。 


1) ▲▼ボタンで「セキュリティパスワード 
変更」を選択ずる 


2) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•「セキュリティパスワード変更」 画面を表示し 

ふ 〇 


3) ▲▼◄►ボタンや、数字（〈〇〜 <6» 
ボタンでパスワードを設定する 

•最大8つのボタン操作を設定でさまず。 

4) ( ENTER ) ボタンを押ず 

已）確認のため、再度パスワードを入力ずる 
6) ( ENTER ) ボタンを押ず 


お知5せ 


•入力したパスワードは画面上では、 * 印で表おさ 
れまず。 

•パスワードを間違えると、画面上にエラーメッセー 
ジび表示されまず。再度正しいパスワードを入力 
して < ださい。 

•セキュ U ティパスワードに数字を巧いた場合 、 U 
モコンを紛失ずると、セキュ U ティパスワードの 
初期化び必要にな0まず。初期化方法については、 
販売店にご相談 < ださい。 


オフ i > オン 


オフ 

セキユ1」ティノ（スワード入力を無効 

オン 

セキユ1」ティパスワード入力を有効 
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「セキュリティ」について（つづき) 


表示設定 


投写中の映像に、セキュ U ティメッセージ（文字や 
画像）を重ねて表おさせまず。 

1) ▲▼ボタンで r 表示設定」を選択する 

2) ◄►ボタンで r 表示設定」を切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


オフ テキストロゴ！ 

_ _ t 


オフ 

r テキスト」/「□ゴ1」表示を無効 

テキスト 

テキスト表示を有効 

□ゴ1 

ユーヴーび登録した画像を表お 


お知らせ 


•「ロゴ]」の画像作成には、付属の CD - ROM に収 
録されている『□ゴ転送ソフトウェア』を使巧し 
まず。 

• 選択したモードのク□ーズドキャプション信号び 
入力された場合、セキュ U ティメッセージ（セキュ 
U ティのテキストと□ゴ）は表示されません。 

•ク□ーズドキャプションや「波形モニター」の調 
整画面と同時に表示ずることはでをません。 


テキスト変更 


r 表お設定」で「テキスト」を選択し、テキスト表示 
を有効にしたとさに表おずる文字を変更しまず。 

1) ▲▼ボタンで「テキスト変更」を選択 
ずる 

2) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•「テキスト変更」 画面を表おしまず。 

3) ▲▼◄►ボタンで义字を選び、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押して入力する 

4) ▲▼◄►ボタンで roK 」 を選択し、 
( ENTER ) ボタンを押す 

• テキストび変更されまず。 



〈 MENU 〉 ボタンでメニューを表示し、メニュー操作 
でさるかを設定しまず。 


1) ▲▼ボタンで「メニュー□ック」を選択 
ずる 

2) ◄ ►ボタンで「メニュー□ック」を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 



•「メニュー□ック」を「オン」に設定後、正しくパ 
スワードを入力しないと 〈 MENU 〉 ボタンの操作 
びでさな< な0まず。 


• お買い上げ時、または全ユーヴーデータ初期化後、 
パスワード設定は「オフ」になっていまず。 

■ □ック解除の状勵ホ、本機びスタンバイ状態にな 
るまで維持されます。 


L — □ックパスワード 


メニュー□ックパスワードを変更します。 

1) ▲▼ボタンで「メ ニュー □ックパスワー 
ド」を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

• 「メニュー□ックパスワード」 画面を表示します。 

3) ▲▼◄►ボタンで义字を選び、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押して入力する 

4) ▲▼◄►ボタンで roK 」 を選択し、 
( ENTER ) ボタンを巧ず 

■中止する場合は 「 CANCEL 」 を選んでください。 


お願い 


• はじめてご使用になるとさ、または全ユーヴーデー 
夕初期化後、初期のパスワードは 「 AAAA 」 でず。 
■パスワードは定期的に変更し、推測されにくいち 
のにして < ださい。 


調藝と設定 
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lU テイ」につし、て（つづき) 


操作設定 


本体操作部と U モコンのボタン操作の有効/無効を 
設定します。 

1) ▲▼ボタンで r 操作設定」を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 「操作設定」画面を表おしまず。 

3) ▲▼ボタンで r 本体操作部」または 
「リモコン」を選択する 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

• 「本体操作部」画面または「リモコン」画面を 


■本体操作部 

■本体操作部からの制御の制限を設定でさまず。 


有効 

本体ボタン操作有効 

無効 

本体ボタン操作無効 


■ U モコン 

• U モコンからの制御の制限を設定できまず。 


有効 

U モコンボタン操作有効 

無効 

1」モコンボタン操作無効 


已）▲▼ボタンで「有効」または r 無効」を 
選択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• 確認画面び表示されまず。 

6) イ►ボタンで r 実巧」を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 


お知らせ 


•「無効」に設定した側のボタンで操作を行ラと、 「セ 
キュリティパスワード」 画面び表示されまず。 
「セキュリティ」で設定したパスワードを入力して 
<ださい。 

•「セキュリティパスワード」 画圃ホ 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押ずか、約 ] 0秒何ち操作しなければ消えまず。 

• 「本体操作部」と「リモコン」の操作を両方とち「無 
効」にした場合、本体操作部のボタンとリモコン 
ボタン操作のずべてび効かなくなるため、電源を 
「切」（スタンバイ状態）にでさなくなりまず。 

• 設定び反映されるとオンスク U —ンメニューび消 
えまず。継続して操作を行う場合は、 〈 MENU 〉 
ボタンを押してメインメニューを表おさせて<だ 
さし、。 


調壁と設定 
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「ネットワーク」について 


■コンピューター検索※ 

ワイヤレスマネージャー ME 已.已による接続び巧 
能なコンピューターを検索しまず。 

■マルチライブ 

ワイヤレスマネージヤー ME 已.已を用いてコン 
ピューターと接続している場合に使用しまず。 


■ネットワークステータス 

本機のネットワークの状態を表おします。 

※：別売品のワイヤレスモジュール 

(品番： ET - WM 200) を装着している場合に設定 
び巧能でず。 


お知5せ 


• コンピューターとネットワーク通信ずるときに設 
定します。 PJ Link • ネットワーク関連の詳細は、 
『取扱説明書ネットワーク操作説明編』をご覧く 
ださい。 

• 「セキュ U ティ」メニューで r セキュ U ティパスワー 
ド」を「オン」にしている場合、ネットワークの 
設定初期化の際に y (スワード入力び必要でず。 

■プ□ジェクター名 

本機のプ□ジェクター名を設定でさまず。 

■有線 LAN 

有線 LAN に関する設定びでさまず。 

■無線 LAN 《 

無線 LAN に関する設定びでさまず。 

■ネットワークコント □ —ル 

ネットワークのコント□ール方法を設定しまず。 

■ネットワークパスワード 

ワイヤレスマネージャー ME 己已を使ってプロ 
ジェクターと接続ずる場合、パスワードを設定し、 
接続制限をずる場合は「オン」に設定しまず。 
(工場出荷値：「オフ」） 

■ネットワークパスワード変更 

ネットワークパスワードを変更でさまず。 

■ライブモード割り这み 

ワイヤレスマネージャー ME 已.已によるライブ 
モード実行中（画面送信中）に、他のユーヴーか 
らのライブモードでの割0込み接続を許可ずる場 
合は「オン」に設定しまず。 

(工場出荷値：「オフ」） 


『メニュー画面の操作方法』0^38ぺージ）① 
メインメニューか5 r ネットワーク J を選び、 
サブメニューか5頂目を選んでください。 

•項目を選んだら◄►▲▼ボタンで設定してくだ 
さい。 


リモコ ン〕 

MENU RETURN 

翁 

MUTE 

ロ ロ 

DEFAULT i EC01 

口 り 


体操作部] 

3图© 
回©因 
因© 


調舊と設定 
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ランプ モニター/ 温度 モニター 


E ニターび点なした5 


本機内部に異常び発生ずると、ランプや温度のモニターランプび点打や点滅でお知らせしまず。 
モニターの状態を調べて、次の処置を行ってください。 


お願い 


•処置を行ラ際に電源を切るとさは『電源を切る』の手順を必ずお守りください。 （1^32 ページ) 


お知らせ 


•電源の状態は〈電源モニター〉で確認してください。 （1^7 已ページ) 



■ランプ モニター 


モニター 表示 

現ま 

ここをお調べください 

処置のしかた 

ホ色点な 

ランプユニットの 
交換時期を表示し 
ている 

• 本機の電源を入れたときに「ラ 
ンプを交換してください。」と 
いラ表示びでませんでしたか。 

• ランプユニットの使用時間び] 800 
時間（フンプパワ ー「ノーマル」設定時） 
に達ずると点好しまず。 

• ランプユニットの交換を実施してくだ 
さい。 

赤色点滅 
(1 回） 

ランプユニットび 
装着されていない 

• ランプユニットび装着されて 
いるかご確認ください。 

• ランプユニットび装着されていない場 
合は、ランプユニットを装着してくだ 
さい。 

• ランプユニットび装着されているのに 
赤色点滅をしている場合は、販売店に 
ご相談ください。 

赤色点滅 
(3 回） 

フンプまたはフン 
プ用電源の異常を 
検知している 

• 電源を切ってからずぐに電源 
を入れ直していませんか。 

• 光源ランプび冷えるまでしばらく待つ 
てから電源を入れて<ださい。 

• ランプ回路に異常び発生して 
いまず。 

•電源電圧び変動（低下）して 
いませんか。 

• 32ページの手順でを電源 〈MAIN 
POWER ) スイッチを切0、販売店に 
ご相談 < ださい。 


お知らせ 


•上記の処置をしてち〈ランプモニター〉び点打や点滅ずる場合は、販売店に修理をご依頼ください。 
■ミ毎抜] 400 mLU 上で r 高地モード」の設定を「オフ」で使用した場合、寿命び短くなりまず。 


点検と部品交換 
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ランプ モニター/ 温度 モニター（つづき) 


■温度 モニター 


モニター 表示 

現ま 

ここをお調べください 

処置のしかた 

ホ色点灯 

ウ オーム アップ状態 

• 気温び低い （0 で付近）状況 
で電源を「入」にしませんでし 
たか。 

• このままの状態で已分ほどお待ち 
ください。 

• 周囲温度0で〜4已での場所に設 
置してください。 

内部び高温になって 
いる（警告） 

• 吸気孔/排気孔びふさびれてい 
ませんか。 

• 気温の高い所で使巧していませ 
んか。 

• r 高地モード」び正しく設定さ 
れていますか。 

• 吸気孔/排気孔をふさいでいるちの 
を取り除いて < ださい。 

•周囲温度0で〜4已で、周囲湿度 
20 %〜80 % (非結露）の場所に 
設置して < ださい。 

• ミ毎抜] 400 m LU 上〜2 700 m 
未満で使用ずる場合は、 r 高地モー 
ド」 （惕 =日1ぺージ）を「オン」に 
設定してください。 

ミ毎抜2 700 m LU 上の場所では使 
用しないで < ださい。 

ホ色点滅 
(1 回） 

内部び高温になって 
いる（投写中） 

赤色点滅 
に回） 

内部び高温になって 
いる（スタンバイ状態） 

ホ色点滅 
(3 回） 

フアンが止まって 
いる 

— 

• 32ページの手順でま電源 〈MAIN 
POWER ) スイッチを切り、販売店 
にご相談ください。 


お知5せ 


•上記の処置をしてち〈温度モニター〉び点なや点滅ずる場合は、販売店に修理をご依頼ください。 


♦電源 モニター について 


モニター 表示 

状態 

ホ色点打 

スタンバイ状態 

緑色点打 

投写中（本体び U モコンの信号を受信ずると緑色点滅になりまず。） 

オレンジ色点好 

冷却中 


点検と部品交換 
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お手入れ/部品交換 


お手入れ/部品交換の前に 


•お手入れを行ラ際は、必ず電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 
(换32、30ぺージ） 

•電源を切るとさは『電源を切る』の手順を必ずお守りください。 （ D ®^32 ページ） 


お手入れ 


■外装ケース 

ミちれやほこりはやわらかい乾いた巧でふさ取ってください。 

■巧れびひどいとさは水にひたした巧をよく絞ってふさ取り、乾いた巧で仕上げてください。 

■お手入れの際は、ベンジン、シンナー、アルコール等の溶剤、または台所用洗剤、化学ぞラさんは使用し 
ないでください。使用ずると外装ケースび変質ずるおそれびありまず。 

■ レンズの前面 

レンズの前面に付着したごみやほこりは、清潔なやわらかい乾いた巧でふさ取ってください。 

■毛羽立った巧、油分•水分を含んだ巧、ほこりの付いた巧でふかないでください。 

• レンズは傷つさやずい素材のため、強<こずらないで<ださい。 


お願い 


• レンズはガラス部品でず、堅いをのに当てた0強<ふいた0ずると傷つ<おそれびあ〇まず。取0扱いにはご 
ミ主意 < ださい。 


点検と部品交換 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


部品交換 


A 警告 


I エアーフイルターおよびランプユニットの 
交換は、ランプびをえてか！5 (1 時間 L ソ上 
待ってか 5) 行う 


I エアーフイルターおよびランプユニットの 
交換は、専門の技術ちまたは販売店に依頼 
する 


〇 


カノ（一内部は高温になっているため、 
やけどの原因になりまず。 


〇 


けびの原因になりまず。 


■ランプユニット 

ランプユニットは消耗部品でず。「プ□ジェクターセットアップ」メニューの「ステータス」 （0^ 日已ページ） 
でランプの使用時間を確認し、定期的に交換を行ってください。 

ランプユニットの交換は、専門の技術ちまたは販売店にご依頼ください。また、ランプユニット（品番： 
ET-LAD60A (1 灯)、 ET-LAD60AW (2 灯セット)）をご購入の際は、販売店にごホ目談ください。 

■ランプユニットの交換上のお願い 

• 光源ランプはガラス部品でずので、堅いちのに当てたり落下させたりずると破裂ずる場合びありまず。 

取り扱いにはごミ主意ください。 

• ランプ ユニッ トの交換にはプラスドライバーび必要でず。 

•ランプ ユニッ トを交換ずる際は、必ずランプ ユニッ トの取っ手を持って取り扱ってください。 

•ランプは破裂ずることびありまず。ランプのガラス破片び飛散しないよラに、ランプ ユニッ トは慎重に交 
換してください。また本機を天井に取り付けている場合は、ランプ ユニッ トの真下で交換作業をしたり、 
顔を近づけたりしないでください。 

•取り外したちいランプユニットを廃棄ずる場合は、最寄りの市町村窓□、または販売店に正しい廃棄方法 
をお問い合わせください。 


お願い 


• 指定のランプ ユニッ トじ(外は使用しないでください。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告な<変更ずる可能性びありまず。 

■ランプユニット①交換時期 

ランプユニットは消耗部品でず。使用時間の経過にとをない、徐々に明るさびな下しまずので、定期的な交 
換び必要でず。交換の目安は2 000時間でずび、ランプ個々の特性、使用条件、設置環境などの影響を受 
けて、2 000時間に達ずる前に点なしなくなる場合びありまず。早めのランプユニットの準備をお勧めしま 
ず。2 000時間を過ざてを交換しないまま使用ずると、本機故障の原因になるため約]0分後に自動消灯し 
まず。 



オンスク U —ン表お 


ランプ モニター 


ランプを交換して < ださい。 


ホ 

LAK 

、 

1 P 

30秒間表示されまず。30秒じ(内にいずれかの 
ボタンを巧せば、表示び消えまず。 

スタンバイ状態ち含め赤色に 

いずれかのボタンを巧さない限り、表示は消えま 
せん。 

点打しまず。 



1800時間降 


2 000時間 L ソ降 


お知5せ 


2 000時間は交換の目まであり、保証時間ではありません。保証時間については『保証とアフタ- 
日2ページ）をご覧ください。 


-サービス』 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


■ エアーフィルター 

ランプユニットを交換ずる際、あわせてエアーフィルターち交換してください。 

交換用のランプユニット（品番： ET-LAD60A(1 口)、 ET-LAD 日 OAW に灯セット））には、エアーフィルター 
び ET-LAD 日 0A (] 灯） には]個、 ET-LAD 日 OAW (2 灯セット）には2個付属していまず。 


■ランプユニットおよびエアーフィルターの交換手順 


お願い 


•本機を天井に取り付けている場合、ランプ ユニッ トの近辺で顔を近づけて作業をしないでください。 

•ランプ ユニッ トや、ランプ ユニッ ト収納扉は確実に取り付けてください。ランプ ユニッ トやランプ ユニット 収 
納扉の取り付けび不完全な場合、保護回路び作動して電源び入0ません。 

•ランプ ユニッ トび取り付けにくいときは、しりたん取り外してから入れ直してください。無理に巧し込むとコ 
ネクタ部分び破損ずる場合びありまず。 

• エアーフィルターは必ず取り付けてご使用ください。エアーフィルターを取り付けずに使用ずると、ゴミやほ 
こ0を吸い込み、故障の原因にな0まず。 

•エアーフィルターを交換ずる際は、ランプ ユニッ トに付属のちのを使用し、ランプ ユニッ トの交換と同時に行っ 
て < ださい。 

1) 『電源を切る』（優^32ぺージ）の手順を 
守り、ま電源 〈MAIN POWER ) スイッ 
チを切ったあと、コンセントか5電源プ 
ラグを巧き、1時間上待ってランプユ 
ニット近迅び;ちえていることを確認する 

2) 「ランプユニット収納扉固定ねじ」 （1 本） 

をプラスドライバーで空回りずるまで回 
し、「ランプユニット収納扉」を取り 
がず 


ランプユニット収納扉固定ねじ 


ランプユニット収納扉 


排気フアン部 



• ランプユニツトの交換 

3) r 排気フアン部固定ねじ」 （1 本）をプラ 
スドライバーで空回りずるまで回し、け非 
気フアン部」を図のように開ける 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


4) 「ランプユニット固定ねじ」 （3 本）をプ 
ラスドライバーで空回りずるまで回し、 
取っ手をつまんでランプユニットを水平 
方向に取り出ず 


ランプユニット固定ねじ 



已）新しいランプユニットを挿入位置に注意 
して押し込む 


ランプユニット 
取り付けガイド用溝 



• エアーフイルターの交換 

7) エアーフイルターのつまみをつまんで引 
き出し、エアーフィルターを取り出す 



8) 手順 7) と逆の操作で、フィルターの格 
子がある面をプ□ジェクターの底面側に 
向け、新しいエアーフィルターを取り付 
ける 

9) 手順 3) と逆の操作で r 排気フアン部」 
を閉じたあと、 r 排気フアン部固定ねじ」 
(1 本）をプラスドライバーでしっかり 
と締めつける 

10) 手順 2) と逆の操作で「ランプユニット 
収納扉」を閉じ、「ランプユニット収納 
扉固定ねじ」 （1 本）をプラスドライバー 
でしつかりと締めつける 


6) 「ランプユニット固定ねじ」 （3 本）をプ 
ラスドライバーでしっかりと締めつける 


お知5せ 


•新しいランプ ユニッ トに交換した場合、本機側で 
ランプ ユニッ トの積算時間び自動的に U セットさ 
れまず。 


点検と部品交換 
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故障かな！？ 



もう一度次の点をお調べください。詳しくは、巧応ずるページをご覧ください。 


症状 

ここをお調べください 

ぺージ 


■電源プラグびコンセントにしっかり差し込まれていまずか。 

— 


•を電源 〈MAIN POWER ) スイッチを「切」にしていませんか。 

32 


• コンセントに電源びさていまずか。 

— 

電源が入5ない 

• ブレーカーび落ちていませんか。 

— 


•〈ランプモニター〉または〈温度モニター〉び点灯または点滅していま 
せんか。 

74、7曰 


• ランプユニット収納扉は確実に取り付けられていまずか。 

78 


•映像（出力）機器との接続は正しく行われていまずか。 

26 


• 入力切り換えは正しく選択されていまずか。 

35 

映像がでない 

• r 黒レベル」の調整び最ルになっていませんか。 

41 

• 本機に接続している外部機器は、正常に動作していまずか。 

— 


• AV ミュート機能を使用していませんか。 

35 


•〈電源モニター〉び赤色に点滅している場合は、販売店にごホ目談< ださい。 

— 


• レンズのフオーカスは合っていまずか。 

33 

映像びボヤけている 

• 投写距離は適切でずか。 

21 


• レンズび巧れていませんか。 

13 


•本機びスク U —ンに対して垂直に設置されていまずか。 

— 

色が薄い/ 

色あいび悪い 

•「色の濃さ」、「色あい」は正し<調整されていまずか。 

42 

• 本機に接続している機器は正しく調整されていまずか。 

— 

• RGB ケーブルび切れていませんか。 

— 


• 乾電池び消耗していませんか。 

— 


•乾電池の極性は正しくセットされていまずか。 

16 


• U モコンと本機の U モコン受信部の間に障害物はありませんか。 

16 

リモコンび働かない 

• U モコン操作有効範囲を超えた場所で U モコンを操作していませんか。 

16 

• 堂光好などの影響を受けていませんか。 

16 


• r 操作設定」の「1」モコン」び「無効」に設定されていませんか。 

72 


•リモート旧 EMOTE ) 端テを使って外部制御を行っていませんか。 

85 


• ID 設定の操作を間違えていませんか。 

19. 60 

メニュー画面か 

•オンスク U —ン表示機能を非表示（オフ）にしていませんか。 

38 

でない 



本体操作部のボタン 

• 「操作設定」の「本体操作部」の設定び「無効」になっていませんか。 

72 

が働かない 

•リモート （ REM 0 T 已端子を使って外部制御を行っていませんか。 

8已 

正常な映像び 
映らない 

• 「システムセレクター」の遇おは正しく行われていまずか。 

44 

• ビデオテープなど、映像ソース側に異常はあ0ませんか。 

— 

• 本機び対応できない信号を入力していませんか。 

87 


•ケーブルび長くありませんか。 （10 m じ(下にしてください。） 

— 


• ノー ト型コンピューターの外部映像出力び、正しく設定されていまずか。 

— 

の映像び映らない 

(例： 「 Fn 」 + rF 3 J あるいは 「 Fn 」 + [ FIOJ キーを同時に巧ずと、 
外部出力設定び切り替わる場合びありまず。コンピューターの機種に 
よって異なりまずので、コンピューター付属の説明書をご覧ください。） 
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故障かな！？ （つづき) 


猫犬 

ここをお調べください 

ぺージ 


•「 DVI-D IN 」 の設定び 「 EDID 3 」.「EDIDS : PC 」 になっていまずか。 

56 

コンピューターの 

■コンピューターのグラフ ィッ クアクセラレーターのドライバーを最新 

— 

DVI - D 出力の絵び 

ノ（ージョンにずることで改善ずる可能性びありまず。 


でない 

•「 DVI-D IN 」 の設定を行ってから、コンピューターの電源を入れ直ずこ 
とで改善ずる可能性びありまず。 

56 

HDMI 対応機器の 

• HDMI ケーブルび確実に接続されていまずか。 

26 

映像びでない、 

■本体の電源および接続機器の電源を「切」/「入」してください。 

— 

乱れる 

• 対応外の信号びつなびっていませんか。 

87 


•接続機器の音声をリニア PCM に設定してください。 

— 

HDMI 対応機器の 

• r 音声設定」の「音声入力選択」を確認してください。 

6己 

音声びでない 

• HDMI ケーブル接続で音声びでない場合は、音声]〜3入力端テから 
接続してください。 

6己 


お願い 


•表の内容を確認後、正常に動作しない場合は販売店にご相談ください。日2ページ) 


点検と部品交換 
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付録 


シリアル端子について 


本機接続端モ部のシ U アル端テは RS -232 C に準拠しており、コンピューターと接続して本機をコンピューター 
で制御ずる ことびでさまず。 

■接続 


〈本機側面端モ部〉 


D-Sub 9 P (六ス) 



D-Sub 9 P (オス) 


コンピューター 


r [[^1 



^通信用ケーブル 


■ ピン配列と信号名 


D-Sub 9 ピン（メス） 

が側か 5 見た図 

⑥一⑨ 

\ / 

ピン No . 

信号名 

内容 

① 

— 

NC 

② 

TXD 

送信データ 

③ 

RXD 

受信データ 

f )::! 六％ 

④ 

— 

内部で接続されています 

⑥ 

GND 

グラウンド 

じ/ 

⑥ 

— 

NC 

/ \ 

①一⑥ 

⑦ 

CTS 

内部で接続されていまず 

⑧ 

RTS 

⑨ 

— 

NC 


■通信条件（工場出荷設定) 


信号レベル 

RS -232 C 準拠 

同期方式 

調歩同期 

ボーレート 

9 600 bps 

パリティ 

なし 


キャラクター長 

8ビット 

ストップビット 

] ビット 

X パラメーター 

なし 

S パラメーター 

なし 
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付録（つづき) 


■冨本フォーマット 

コンピューターからの伝送は STX で開始され、続いての、コマンド、パラ >(ーター、最後に ETX の順に送 
信します。ノくラ>(ーターは制御内容の必要に応じて付加してください。 


STX 


A 


D 


II 


12 


Cl 


C 2 


に bytes ) ID 2 文字セミコ□ン 
(2 bytes )(1 byte ) 


スタート 
(1 byte ) 


C 3 


P 1 


P 2 


Pn 


ETX 


I L 

つ□ン 

(1 byte ) 


ZZ 、01 〜〇己 


コマンド 3 文字 
j (3 bytes ) 


パラ ーター 
(不定長） 


エンド 

(1 byte ) 


ID 指定部 

※：パラメーターを必要としないコマンドを送信ずる場合は、コ□ン（：）は必要ありません。 

■基本フォーマット（サブコマンドあ 0) 

基本フオー マツ トと同じ 


\ 

/ \/ 

1 1 

STX 

A 

D 1 1 12 



Cl 

C 2 C 3 : 


ETX 

1 

\/ 





S 1 

S 2 

S 3 S 4 S 已 


E 

PI P 2 

P 3 P 4 P 5 P 6 



サブコマンド（已 bytes ) 


」 L I L 


パラ六一夕一(目 bytes ) 

符号" +" または"-" (1 byte ) と、 
設定値または調整値（已 bytes ) 


演算 （1 byte ) 

"=" (パラーターで指定した値を設定） 

※：パラ ーターを必要としないコマンドを送信ずる場合は、演算 （ E ) とパラ >(ーターは必要ありません。 


お願い 


ランプ点灯開始直後、約60秒経過前にコマンドを送信ずると、応答び遅く帰ってさたり、コマンドび実行で 
さなかったりずることびありまず。日0秒経過後に送受信してください。 

複数のコマンドを送信ずる場合は、必ず本機からの応答を受け取ってから0.已秒しソ上経過後に次のコマンド 
を送信してください。 


お知5せ 


•コマンドび実行できない場合、本機から 「 ER 401」 という応答びコンピューター側に送信されまず。 
•無効なパラメーターを送信ずると、本機から rER 402 J という応答びコンピューター側に送信されまず。 

• RS -232 C での ID 送信は ZZ (才ール）と0 ] 〜06の対応になっていまず。 

• ID 指定でコマンドを送信した場合、 L ソ下のとさのみコンピューターへの応答を返しまず。 

•本機の「プ□ジェクターの」 （1^60 ページ）と一致した場合 

•本機の「プ□ジェクターの」 （1^60 ページ）び「オール」の場合 

• STX は]日進数で02、 ETX は] 6進数で03のキャラクターコードでず。 
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録（つづき) 


■ヶーブル仕様 

〈コンピューターと接続ずる場合〉 


本機側 


1 

NC 

NC 

1 

2 



2 

3 



3 

4 

NC 

NC 

4 

已 



已 

6 

NC 

NC 

巨 

7 



7 

8 



8 

9 

NC 

NC 

9 


コンピューター側 
( DTE 仕様） 


■制御コマンド 

コンピューターで本機を制御ずる際のコマンドは下表の通りでず。 
〈操作コマンド〉 


コマンド 

内容 

備考 

PON 

電源「入」 

電源「入」になっているかを確認する場をは、「電源問いをわせ」コマンドを使用してください。 

POF 

電源「スタンバイ」 

QPW 

電源問いをわせ 

000 =スタンバイ 日日1=電源「入」 

IIS 

入力信号切り換え 

VID = VIDEO SVD = S - VIDE 0 RG 1 = RG 巨1 RG 2 = RG 巨2 

DVI = DVI-D HD 1 = HDMI NWP = NETWORK 

OLP 

ランプパワー設定 

0 = ノー 7ル 1 = ECO 

QLP 

ランプパワー設定 
問い合わせ 

0 = ノーマル 1 = ECO 

曰 $L 

ランプ使用時間 
問い合わせ 

応答は曰00日〜2日日日（単位は時間：ランプパワー「ノーマル」での換算時間） 

OSH 

AV ミュート 

日=終了 1=実行 

QSH 

AV ミュート状態 
問い合わせ 

日=終了 1=実行 

VSE 

アスぺクト切り換え 

0 =標準 / VID 才ート / VID 才ート（優先） 1=4:3 2=1目：9 已=等倍 

目= HV フィット 日= H フィット 1日= V フィット 2日= S 1 才ート 

30 = VID 才ート 

QSE 

アスぺクト設定 
問い含わせ 

0 =標準 / VID 才ート / VID 才ート（優先） 1=4:3 2=1目：9 已=等倍 

目= HV フィット 日= H フィット 1日= V フィット 2日= S 1 才ート 

30 = VID 才ート 

己 PP 

2画面実行 

日=オフ 1=オン 

QPP 

2画面設定 
問い合わせ 

0 =オフ 1=オン 

OCS 

ヴプ六モリー 
切り換え 

01〜9日=サブメモリーま号 

QS 巨 

ヴプ ><モリー状態 
問い含わせ 

01〜9日=サブメモ1」一ま号 
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付録（つづき) 


モート端子について 


本体側面端モ部の U モート入力 （REMOTE IN ) 端テを使用ずることで、設置場所か日離れた U モコンの信号び 
届かない場所にある制御盤などか日、本体を遠隔制御（接点制御）ずることびでさまず。 



■ ピン配列と信号名 


D-Sub 9ピン(夕1•側か5見た図） 

⑥一⑨ 

\ / 

ピン No . 

信号名 

オープン （ H ) 

シヨート （ L ) 

① 

GND 

— 

GND 

② 

POWER 

OFF 

ON 

③ 

RGB ] 

その他 

RGB ] 

贪んこ'(飞® 

④ 

RGB 2 

その他 

RGB 2 

⑥ 

VIDEO 

その他 

VIDEO 

じ/ 

⑥ 

S-VIDEO 

その他 

S-VIDEO 

/ \ 

①一⑥ 

⑦ 

DVI-D 

その他 

DVI-D 

⑧ 

AV ミユート 

OFF 

ON 

⑨ 

有効/無効 

通常制御 

外部接点制御 


お願い 


•制御を行う場合は必ず、①番、⑨番ピンを短絡させてください。 

• ①番、⑨番ピンを短絡させると本体操作部と U モコンのじ(下のボタンび使用でさなくなりまず。 

電源 〈POWER ((1)/1 )> ボタンや 〈 AVMUTE 〉 ボタンと、これらの機能にホ目当ずる RS -232 C 用コマンド 
やネットワーク機能も使用できなくなりまず。 

•①番、⑨番ピンを短絡させて、さらに③〜⑦番ピンのいずれかと①番ピンを短絡させると本体操作部と U モコ 
ンのじ(下のボタンび使用でさなくなりまず。 

(POWER ((1)/1)〉、 〈 RGB 1〉、〈 RGB 2〉、〈 DVI - D 〉、〈 VIDEO / S - VIDEO 〉、〈 NETWORK 〉、〈 HDMI 〉、 

<AV MUTE ) ボタン、これらの機能にホ目当ずる RS -232 C 用コマンドやネットワーク機能を使用できなくな 
りまず。 

•上記は、 r プ□ジェクターセットアップ」メニューの 「 REMOTE 端モモード」 （ D ^63 ぺージ）を「標準」に 
設定した場合の説明でず。 
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付録（つづき) 


画巧表术組み合わせ一 覽 （ PT - DZ 己70、 PT - DW 己30のみ) 


サブウィンドウ 

メインウィンドウ'''' 

RGB 1 

RGB 吕 

VIDEO 

入力 

S - VIDE 0 

入力 

DVI-D 

HDMI 

NETWORK 

RGB 

入力 

YPbPr 

入力 

RGB 

入力 

YPbPr 

入力 

*1 

動画系 

*2 

RGB 系 

*1 

動画系 

*2 

RGB 系 

RGB 1 

RGB 入力 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 

YPbPr 入力 



〇 

A 

A 

A 

A 

〇 

A 

O 

o 

RGB 吕 

RGB 入力 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

o 

o 

YPbPr 入力 

〇 

A 



A 

A 

A 

〇 

A 

o 

o 

VIDEO 入力 

〇 

A 

〇 

A 


X 

A 

〇 

A 

o 

o 

S - VIDE 0 入力 

〇 

A 

〇 

A 

X 


A 

〇 

A 

o 

o 

DVI-D 

動画系‘1 

〇 

A 

〇 

A 

A 

A 



A 

o 

o 

RGB 系*己 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

o 

o 

HDMI 

動画系‘1 

〇 

A 

〇 

A 

A 

A 

A 

〇 



X 

RGB 系*己 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



X 

NETWORK 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 



0:2画面表お組み合わせび可能 

X : 2画面表お組み合わせび不可能 

A :下記条件の場合、2画面表お組み合わせび可能 

(ただし、条件によってはサブウィンドウの映像び乱れることびあ0まず。） 

1) 2 画面の信号の垂直走査周波数び同じ 

2) 2画面びインターレース信号 X インターレース信号の組み合わせじ(外 

ホ]: 480 p 、 已7日 P 、 720/日 Op 、 720/已 Op 、 1080/60し ] 080/已〇し ] 080/24 sF 、 1 080/24 p 、 
1080/2已 p 、 1 080/30 P 、 1080/已 Op 、 1080/白 Op のみタオ応 
ホ2: VGA (640 X 480 ) 〜 WUXGA (1 920 x 1200) 

ノンインターレース信号、ドットク□ック周波数： 2已 MHz 〜162 MHz 
( WUXGA 信号は VESA CVT RB (Reduced Blanking ) 信号のみ対応していまず。） 


お知らせ 


•サブウィンドウの入力信号の解像度び水平] 280画素を超えるとさ、サブウィンドウの画質び劣化ずる場合 
びありまず。 


メニュー□ックパスワードについて 


パスワードをお買い上げ時の設定 （ AAAA ) に戻ずには、メニュー□ックパスワード要巧画面の表示中に LU 下の 
操作を行ってください。 

① リモコンまたは、本体操作部の 〈AUTO SETUP 〉 ボタンを吕巧む上押ず 

② ▼ボタンを吕秒に(上押ず 
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付録（つづき) 


対応信号リスト 


本機び巧写でさる映像信号は下表の通りでず。 

フオーマット ：V :ビデオ 、 S : S ビデオ 、 D : DVI、H : HDMI、R : RGB、Y : YPbPr 


対応信号 

解像度 

(ドット） 

走査周放数 

ド、ット 
ク□ック 
周放数 
( MHz ) 

フォーマット 

プラグアンドプレイ対応‘ 1 

水平 

( kHz ) 

垂直 

( Hz ) 

RGB 吕 

DVI-D 

EDID 1 

DVI-D 

EDID 2 

DVI-D 

EDID 3 

HDM ! 

NTSC / NTSC 4.43 / 
PAL - M/PAL 日日 

720 X 48 Oi 

1已 .7 

已 9.9 

— 

V/S 






PAL / PAL - N/SECAM 

720 X 已 7 巨 i 

1已.目 

已〇.日 

— 

V/S 






已2已 i (480 i ) 

720 X 48 Oi 

15.7 

已 9.9 

13.5 

R/Y 






巨2已 i (已7巨 i ) 

720 X 已 7 巨 i 

15.6 

已〇.日 

13.5 

R/Y 






已2已 P (480 p ) 

720 X 483 

31.已 

已 9.9 

27.0 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

巨2已 P (已7巨 P ) 

720 X 已 7 巨 

31.3 

已0.0 

27.0 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

112已 （1 080)/巨 Oi で 

1920 X 108 Oi 

33.8 

60.0 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

112已 （1 080)/已 Oi 

1920 X 108 Oi 

28.1 

已〇.日 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

112已 （1 080 )/24 p 

1920 X 1 080 

27.0 

24.0 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

112已 （1 080 )/24 sF 

1920 X 1 08 Oi 

27.日 

24.0 

74.3 

D / H / R/Y 






112已 （1 080 )/2 已 P 

1920 X 1 080 

28.1 

25.0 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 


112已 （1 080 )/30 p 

1920 X 1 080 

33.8 

30.0 

74.3 

D / H / R/Y 






112已 （1 080)/巨 Op 

1920 X 1 080 

日7.已 

60.0 

148.已 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

112已 （1 080)/已 Op 

1920 X 1 080 

已日 .3 

已〇.日 

148.已 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

7已〇 (720)/巨 Op 

1280 X 720 

45.0 

60.0 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

7已〇 (720)/已 Op 

1280 X 720 

37.已 

已〇.日 

74.3 

D / H / R/Y 


〇 


〇 

〇 

VESA 400 

640 X 400 

31.已 

70.1 

25.2 

D / H/R 






640 X 400 

37.9 

85.1 

31.已 

D / H/R 






VGA 480 

640 X 480 

31.已 

已 9.9 

25.2 

D / H/R 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

巨 40 X 480 

35.0 

66.7 

30.2 

D / H/R 






640 X 480 

37.9 

72.8 

31.已 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

640 X 480 

37.已 

75.0 

31.已 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

640 X 480 

43.3 

85.0 

36.0 

D / H/R 






SVGA 

800 X 巨00 

35.2 

已目 .3 

36.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

800 X 巨00 

37.9 

日0.3 

40.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

800 X 巨00 

48.1 

72.2 

已〇.日 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

800 X 巨00 

46.9 

75.0 

49.已 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

800 X 600 

已 3. 7 

85.1 

已日 .3 

D / H/R 






MAC 16 

832 X 624 

49.7 

74.6 

已 7.3 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

XGA 

1024 X 768 

39.6 

已〇.日 

已 1.9 

D / H/R 






1024 X 768 

48.4 

60.0 

65.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

已目.已 

70.1 

75.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

60.0 

75.0 

78.8 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

目已.已 

81.6 

86.0 

D / H/R 






1024 X 768 

68.7 

85.0 

94.已 

D / H/R 






1024 X 768 

80.0 

100.0 

105.0 

D / H/R 






1024 X 768 

98.7 

1 19.9 

138.9 

D / H/R 






MXGA 

11已2 X 864 

已 3. 7 

60.0 

81.6 

D / H/R 






11已2 X 864 

64.0 

71.2 

94.2 

D / H/R 






11已2 X 864 

目7.已 

74.9 

108.0 

D / H/R 






11已2 X 864 

76.7 

85.0 

121.已 

D / H/R 






MAC 21 

11已2 X 870 

68.7 

75.1 

100.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1280 X 720 

1280 X 720 

37.1 

49.8 

日日.已 

D / H/R 






1280 X 720 

44.8 

已 9.9 

74.已 

D / H/R 






1280 X 768 

1280 X 768 

39.6 

49.9 

65.3 

D / H/R 






1280 X 768 

47.8 

已 9.9 

7日.已 

D / H/R 






1280 X7 目8巧 

47.4 

60.0 

日 8.3 

D / H/R 






1280 X 768 

日0.3 

74.9 

102.3 

D / H/R 






1280 X 768 

68.6 

84.8 

117.已 

D / H/R 
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付録（つづき) 



対応信号 

解像度 

(ドット） 

走査周波数 

ドット 
ク□ック 
周波数 
( MHz ) 

フォーマット 

プラグアンドプレイ対応’1 

水平 

( kHz ) 

垂直 

( Hz ) 

RGB 2 

DVI-D 

EDID 1 

DVI-D 

EDID 2 

DVI-D 

EDID 3 

HDMI 

1280 X 800 

1280 X 800 

41.3 

已〇.日 

68.0 

D / H/R 






1280 X 800 

49.7 

已日 .8 

83.已 

D / H/R 

0*4 


0*4 

0*4 

0*4 

1280 X 800つ 

49.3 

已日 .9 

71.0 

D / H/R 






1280 X 800 

62.8 

74.9 

1日日.已 

D / H/R 






1280 X 800 

71.6 

84.9 

122.已 

D / H/R 






MSXGA 

1280 X 960 

目0.0 

目0.0 

108.0 

D / H/R 






SXGA 

1280 X 1024 

已 2.4 

已〇.日 

88.0 

D / H/R 






1280 X 1024 

64.0 

60.0 

108.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 

72.3 

66.3 

125.0 

D / H/R 






1280 X 1024 

78.2 

72.0 

13已 .1 

D / H/R 






1280 X 1024 

80.0 

75.0 

135.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1280 X 1024 

91.1 

85.0 

1已7.已 

D / H/R 






136巨 X 768 

136巨 X 768 

47.7 

已 9.8 

84.8 

D / H/R 






1366 X 768 

39.6 

49.9 

69.0 

D / H/R 






SXGA + 

1400 X 1〇已〇 

已 4.1 

已〇.日 

99.9 

D / H/R 






1400 X 1〇已〇 

64.0 

60.0 

108.0 

D / H/R 






1400 X 1〇已〇 

65.2 

60.0 

122.6 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

1400 X 1〇已〇 

65.3 

目0.0 

121.8 

D / H/R 






1400 X 1〇已〇 

78.8 

72.0 

149.3 

D / H/R 






1400 X 1〇已〇 

82.2 

75.0 

1已已.日 

D / H/R 






WXGA + 

1440 X 900 

已已 .9 

已 9.9 

1日目.已 

D / H/R 






1440 X 900 

46.3 

49.9 

86.8 

D / H/R 






UXGA 60 

1600 X 1200 

75.0 

60.0 

162.0 

D / H/R 

〇 


〇 

〇 

〇 

WSXGA + 

1680 X 1〇已〇 

65.3 

60.0 

146.3 

D / H/R 






1680 X 1〇已〇 

已 4.1 

已〇.日 

119.已 

D / H/R 






1920 X 1080 

1920 X 1080 

已已.日 

49.9 

141.已 

D / H/R 






1920 X 1日8日つ 

66.6 

已日 .9 

138.已 

D / H/R 






1920 X 1日80巧 

67.2 

60.0 

173.0 

R 






WUXGA 

1920 X 1200 

61.8 

49.9 

1已 8.3 

D / H/R 






1920 X 1200巧 

74.0 

60.0 

1已4.日 

D / H/R 

〇 


〇 

0* 已 

0* 已 

1920 X 12日日*日 

74.6 

已日 .9 

193.3 

R 







*1 :プラグアンドプレイ対応に〇びある信号は、プ□ジエクターの EDID (お張ディスプレイ識別データ）に記 
述している信号でず。プラグアンドプレイ対応に〇びない信号でちフォーマツト欄に記載びあれば入力巧 
能です。プラグアンドプレイ対応に〇びない信号は、コンピューターび対応していても解像度の選択びで 
さない場合びありまず。 

*2： 1]2已 （1 03已 )/60 i の信号び入力された場合、]]2已 （1 080 )/601 の信号として表おしまず。 

*3: VESA CVT-RB (Reduced Blanking ) 準拠 
ホ4: PT - DW 已30のみ 
ホ已： PT - DZ 已70のみ 

*6： 画像処理回路で画素を間引いて投写しまず。 


お知らせ 


参 PT - DZ 已70の表をド'ツト数は] 920 X 1200、 PT - DW 已30の表をドツト数は] 280 X 800、 
PT - DX 已00の表をドツト数は] 024 X 768です。 

解像度び異なる信号は表示ドツト数に変換されて表示されまず。 

•解像度のドット数の後ろにある「 i 」はインターレース信号を意味しまず。 

•インターレース信号接続時は映像にちらつさび発生ずることびありまず。 
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仕様 


本機の仕様は下表の通りでず。 


品番 

PT-DZ 已70 

PT-DW 已30 

PT-DX 已〇〇 

使用電源 

AC 100 V 已0 Hz /60 Hz 

消費電力 

41已 W 

(スタンバイモード 「 ECO 」 設定時日.3 W 、 「ノーマル」設定時1已 W ) 

DLP 

チップ 

サイズ 

日.目7型（アスペクト比]目：]日） 

日.目已型（アスペクト比]目：]日） 

日.7型（アスぺクト比4 : 3) 

表示方式 

DLP チップ1枚 DLP 方式 

画素数 

2 304 000画素 
(1 920 X 1200ドット） 

1024 000画素 
(1 280 X 800ドット） 

786 432画素 
(1 024 X 7日8ドット） 

レンズ 

マニュアルズーム （2 倍）-フォーカス 

F 2.日〜3.4 、 f 21.已 mm 〜 43.0 mm 

光源ランプ 

300 W (最大310 W ) UHM ランプ 

光出力’ 1 

4 000 Im ( ANSI ) 

4已日日 Im ( ANSI ) 

対応走査‘ 2 
周波数 

RGB 信号時 

水平1已 kHz 〜1日0 kHz 垂直24 Hz 〜12日 Hz 

PIAS (Panasonic Intelligent Auto Scanning ) 方式 

ドットク□ック周波数 

162 MHzl^TF 

YPbPr 信号時 

[480 i ] 水平1已 .7 已 kHz 垂直目0 Hz 、 [已 76 i ] 水平1已.日3 kHz 垂直已日 Hz 

[48 日 P ] 水平31.已 kHz 垂直日日 Hz 、 [已7日 p ] 水平31 .2 已 kHz 垂直已日 Hz 

[72 日/目日 P ] 水平4已 kHz 垂直6日 Hz 、 [72 曰/己曰 p ] 水平37.已 kHz 垂直已日 Hz 

[1 曰3己/日 Oi ] 水平 33.7 已 kHz 垂直60 Hz 、[1 080/已 Oi ] 水平 28.1 3 kHz 垂直已〇 Hz 
[1 曰8日/日日 i ] 水平 33.7 已 kHz 垂直日日 Hz 、[1 日8日/ 24 p ] 水平27 kHz 垂直24 Hz 
[1 日8日/2已 P ] 水平 28. 13 kHz 垂直2已 Hz ' [1 日 80/24 sF ] 水平27 kHz 垂直48 Hz 
[1080/30 P ] 水平 33.7 已 kHz 垂直30 Hz 、[1 080/巨 Op ] 水平日7.已 kHz 垂直60 Hz 
[1 080/已 Op ] 水平已巨 .2 已 kHz 垂直已〇 Hz 

♦ HD / SYNC 、 VD 端子は、3イ直 SYNC には対応してし)ません。 

ビデオ信号時 
( S ビデオ含む） 

水平1已 .7 已 kHz / 1已.日3 kHz 垂直已日 Hz /6 日 Hz 

DVI - D 信号時 

HDMI 信号時 

480 P 、 已7巨 P 、 720/巨 Op 、 720/已曰 P 、 1080/巨曰 p 、 1曰80/已 Op 、 1曰80/巨〇し 

1080/已〇し1080 /24 sF 、 1080 /30 p 、 1080/2已 p 、 1080 /24 p 

♦表示可能解像度： VGA 〜 WUXGA (ノンインターレース） 

•ドットク□ック周波数： 2已 MHz 〜162 MHz 

カラー 巧式 

7方式 ( NTSC / NTSC 4.43/ PAL / PAL - N / PAL - M / SECAM / PAL 60) 

お写画面サイズ 

40〜300型 

画面アスペクト比 

16 ：10 

4:3 

お写方式 

フ□ント/リア/天つり/床置（六ニュー設定方式） 

コントラスト比 

2000:1 

接続端子 

RGB 1 入力端子 

1系を充（巨 NC X 已） 

[RG 目信号]日. 7 V [ p - p ]7 已〇 ( G-SYNC 時1.日 [|> p ]7 已 0) 

HD/SYNC TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

VD TTL ノ '^イインピーダンス正/負極性自動対応 

[ YPbPr 信号 ] Y :1.日 V [ p - p ] 同期信号を含む、 PbPr : 0.7 V [ p - p ] 7已〇 

RGB 2 入力端子 

1系統高密度 D - Sub 1巳 P (メス） 

[RGB 信号] 0.7 V 山-が7已 n ( G-SYNC 時 1.0 [ p - p ] 75 Q ) 

HD/SYNC TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

VD TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

[ YPbPh 信号 ] Y :1 .0 V [ p - p ] 同期信号を含む、 PbPh : 0.7 V [ p - p ] 75 Q 
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仕様（つづき) 


品番 

PT-DZ 已70 PT-DW 已30 PT-DX 已〇〇 

接続端子 

VIDEO 入力端子 

1系統 目 NC 1.日 V [ p - p ] 7已〇 

S - VIDEO 入力端子 

1系統 Mini DIN 4 P Y 1 . 日 V [ p - p ]、 C 0.286 V [ p - p ] 7已0 SI 信号に対応 

DVI - D 入力端子 

1 系統 DVI-D 24 P シングル U ンク DVn. 日準拠 HDCP 対応 

HDMI 入力端子 

1系統 HDMI 19 ピン （ HDCP、Deep col 日「対応） 

シリアル入力端子 

D-Sub 9 P 1系統 RS -232 C 準拠コンピューター制御用 

AUDIO 入力端子 

1系統 RCA ピンジャックX吕 （ L - R ) 0.巳 V [ rms ]、 入カインピーダンス吕吕 k Q じ(上 
吕系統 M 3 ステレオミニジャック 0.巳 V [ rms ]、 入カインピーダンス22 k nU (上 

AUDIO 出力端子 

1系統 M 3 ステレオ S ニジャック（モニター出力、ステレオ対応巧） 

日 V [ rms ] 〜2.日 V [ rms ] (可変)、出カインピーダンス 2.2 k 〇政下 

リモート入力端子 

1系統 D-Sub 9 P 外部制御用（接点制御） 

LAN 端子 

1系統 RJ -4 已ネットワーク接続用 PJLink 対応1日巨 ase - T /1 日日巨 ase-TX 

ワイヤレスモジュール 
接続端子 

1系統ワイヤレスモジュール（別売品： ET - WM 200) 専用 

電源 コードの長さ 

3.0 m 

が装ケース 

樹脂成型品 

外形寸法 

横幅： 332 mm 高さ：1目8 mm (脚最小時）奥行： 484.5 mm (42 已 mm :突起部含まず） 

質量 

約8.已 k 呂っ 

使用環境条件 

使用環境温度 :曰む〜4己む 

使用環境湿度： 2日％〜8日％ (結露のないこと） 

リモコン 

使用 電源 

DC 3 V (単3形乾電池2個） 

操作距離 

約1已 m (受信部正面） 

質量 

117呂（乾電池含む） 

外形寸法 

横幅： 48 mm 高さ：1目3 mm 奥行： 24.5 mm 


* 1:出荷時における本製品全体の平巧的な値をおしており 、 JIS X 6911:2003データプ□ジェクタの仕様書 
様式に則って記載していまず。測定方法、測定条件については付属書2に基づいていまず。 

*2: 本機び投写できる映像信号について詳しくは、『対応信号リスト』 （0^87 ページ）をご覧ください。 

*3： 平均値。各製品で質量び異なる場合びありまず。 

*4: 高地 （1400 m 〜2 700 m ) で使巧ずる場合、使用環境温度は0°仁〜40でになりまず。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 

• 本機を使巧できるのは日本国内のみで、外国では電源電圧び異なりまずので使巧できません。 
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商標について 


商標について 

• HDMI、HDMI □ユおよび High-Defin け ion Multimedia Interfa 巳己は 、 HDMI Licensing LLC の商標 
または、登録商標でず。 

• その他、この説明書に記載されている各種名称-会社名-商品名などは各社の商標または登録商標でず。 
なお、本文中では⑩や TM マークは明記していません。 


JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 日1000 -3-2 に適合していまず。 


■ヨー □ ッパ連合外の国の廃棄処分に関ずる情報 

これらのシンボルマークは EU 域内でのみ有効でず。 

製品を廃棄ずる場合には、最寄りの市町村窓□、または販売店で正しい廃棄方法をお問い合 
わせ < ださい。 



及 


■中国域内での環境に関ずる情報 

巧> このシンボルマークは中国国内でのみ有効でず。 
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保言正とアフターヴービス ( よくお読みください） 


修理-お取0扱い-お手入れなどのご相談は . 

まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。 

よ < お読みのあと保管して < ださい。 

■保証期間 

お買い上げ曰から本体1年間。ただし光源ランプは日力月または600時間の早い方。 

■修理を依頼されるとき 

『故障かな!？』 （1^80 ページ）の表や、組み合わせをされた機器の取扱説明書をよくお読みのラえ調べてい 
たださ、直らないとさは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 

• 护哥期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 

• 保証期間を過ざているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご要望により有料で修理させていたださまず。 

ただし、プ□ジェクターの補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧ち切りを8年でず。 

を）補修用性能部品とは、その製品の性能を維持ずるために必要な部品でず。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されていまず。 

肢術钟 は、診断 • 故障個所の修理および部品交換 • 調整 • 修理完了時の点検などの作業にかかる費用でず。 

は、修理に使用した部品および補助材料代でず。 

画張 pg は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合の費用でず。 


修理を依頼されるときご連絡いただきたい内容 

ご氏名 


ご住所 

付近の見取図、目印など。 

電話番号 

呼び出しでをけつこラでず。 

製品名-品ま-お買い上げ曰 

お手をとの保証書をご覧ください。 

故障または異常の内容 

74、7已ページのモニターランプの表示状態ち含め、でさるだけ詳し 
<お願いしまず。 

訪問岳望日 

ご都合の悪い曰をあわせて。 


パナソニックプ□ジェクターヴポートセンター 


お電話の方はこち5 


設定や操作でご不明なことびございました5 
なんなりとお問い合わせ < ださい。 


01 20 - 872-60 1 


受付時間：月〜金け兄日と興社休業日を除く) 
9 ： 00 ~ 12 ： 00 13 ： 00 ~ 17 ： 00 


URL : http://panason に . biz/p 「 ojecto「/ 

※書面や電話/ FAX でお答えずる場合や、返事を差しあげるお時間を頂くことをございまず。 
※お電話の際には、番号をお確かめのラえ、お間違えのないよラにおかけください。 



ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

ノけソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、 
その確認などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、折り返し電話させていただくとさ 
のため、ナンバー•ディスプレイを採用している場合びありまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理 
業務等を委託ずる場合や正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談 
された窓□にご連絡<ださい。 
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天つり金具取り付け時の注意事項 


本製品に天つり金具を取り付けてご使用になる場合は、付属の天つり用落下防止具（ワイヤー□ープ）をプ□ジェ 
クター本体に取り付けてご使用ください。 

(を全性には問題ありませんび、ねじびゆるんでいた場合に起さる落下などの不慮の事故を防止することびでをます。） 
天つり金具品番：高天井用： ET - PKD 110 H 
な天井用： ET - PKD 110 S 

工事は専門技術者に依頼し、下記の取り付け手順に従ってください。 

• 当社製 LU 外の天つり金具の使巧、ならびに天つり金具設置環境の不具合による製品の損傷などについては、保 
証期間中であってを責任を負いかねまずのでごを意ください。 

•ねじ類の締めつけの際は、トルクドライバーなどを使用し、電動ドライバーやインパクトドライバーを使用し 
ないでください。 

• ご使用を終了した製品は、工事の専門技術ちにご依頼のラえ、速やかに撤去してください。 

• 盗難防止用フックに落下防止用のワイヤー□ープを取0付けた0、つ0下げた0しないで<ださい。 

•天井にワイヤー□ープを取り付ける方法については、天つり金具の工事説明書をよくお読みください。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 


取り付け手順 


1) やわ5かい巧などの上に、プ□ジェクター 
本体の底面を上にして置く 


2) ワイヤー □ ープ固定ねじを、ワイヤー □ 一 
プの取り付け金具部に通す 


3) ワイヤー□-プ固定ねじを本体に取り付け 
て締めつける 


ワイヤー□ープ固定ねじ： M 4 X L 12 
固定ねじの締めつけトルク：1.2已±日.2 N-m 



天つ0金具（天つ0金具に付属の取り付け金具) 
(上 EI は、高天井用： ET - PKD 1 10 H ) 


天井取0付け部 



付属の平ワッシャーは、天井取 
り付け部にご使用ください。 

平ワッシャー 


お願い 


•必ず付属のワイヤー□ープ固定ねじ、ワイヤー□ープ、平ワッシャーをご使用ください。 

•ワイヤー□ープは、本体取り付け部と天井取り付け部の間にたるみびでさないよラに取り付けてください。 
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ワイヤレスモジュールの取り付け手順 


ワイヤレス機能を使用するには、別売品のワイヤレスモ 
ジュール： ET - WM 200 び必要でず。 

ワイヤレスモジュールを本体に取り付ける際は、保護シー 
ルをはびし、キャップを外してください。 



取り付け手順 


1 ) ワイヤレスモジュールカバー固定ねじを 
空回りずるまで回し、ワイヤレスモジユー 
ルカバーを取り外す 


2) LED び上になる状態で、ワイヤレスモ 
ジュールをワイヤレスモジュール接続端 
子に取り付ける 


3) ワイヤレスモジュールカバー固定ねじを 
締めつけて、ワイヤレスモジュールカバー 
を固定ずる 



お願い 


•ル物部品については乳幼児の手の届かない所に適切に保管してください。 

•ねじ類の締めつけの際は、プラスドライバーなどを使用し、電動ドライバーやインパクトドライバーを使用し 
ないでください。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 

•ワイヤレスモジュール（別売品： ET - WM 200) 攻外は挿入しないでください。 
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外お寸法図 


〈単位： mm 〉 



※：各製品で寸法は異なる場合びありまず。 


愛情点検 

長年ご使用のプ□ジェクターの点検を！ 

口 

こんな症状は 
ありませんか 

•変なにおいびした0、煙び出 
たりずる。 

•電源「入」時じ(外にジージー¬ 
ノ（チパチと異常な音びずる。 
•電源スイッチを入れてち映像 
びでない。 

• 映像び連続してチラついた0、 
ユレた0ずる。 

•電源スイッチを切ってち、映 
像び消えない。 

• 内部に水や異物び入った。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、電源を切り、 
コンセントから電 
源プラグを抜いて、 
必ず販売店に点検 
をごホ目談< ださい。 


便利メモ おぼえのため記入されると便利でず。 


お買い上げ曰 

か 白 □ PT-DZ 曰 70/ PT - DVV 曰3。/ 

牛/ =3 U ロロ S PT - DX 500 

販売店名 

電話 （ ） 一 

ぉ客様ご欄炎窓口 

電話 （ ) - 


パナソニック株式会社 システム AV ビジネスユニット 

f 571 -8503 大阪府門真市松葉町 2 番 1 己号電話函 . 01 20-872-601 
© Panasonic Corporation 2010 






























































